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例　　　言

1 ．この報告書は県営中山間地総合整備事業小田原工区に先立って実施された長野県上伊那辰野町大字平出

3908番地他に所在する小田原遺跡の発掘調査報告書である。

2 ．発掘調査は、上伊那地方事務所長と辰野町長との委託契約に基づいて行われた。

 なお、発掘調査の組織については発掘調査体制として別掲した。

3 ．発掘調査は平成11年3月3日から平成12年6月4日まで断続的に試掘調査を実施し、平成12年 5 月15日か

ら平成13年 5月9日まで現場の本発掘調査作業を行った。また、平成12年 5 月15日より平成16年 2月27

日までの間、遺物整理及び報告書の作成を実施した。

4 ．発掘現場における記録は、福島永が担当し、遺構等の実測図の作成は板倉裕子、大森淑子、早川裕美子

が主として行い、赤羽弘江、大木丈夫、工藤信子、佐藤直子、竹内みどり、村上茂子、福島が補助した。

遺物等の実測図及びトレースの作成は板倉裕子、赤羽弘江、大森淑子、佐藤直子、竹内みどりが行なっ

た。なお、土器復原は福沢幸一氏にお願いした。また、土器および石器（第Ⅱ章　2（1）、（2）3）および

考察）については、会田進氏に執筆を依頼した。

5 ．本報告書に掲載されている遺構図版の内、方位を示していないものについては図版の天が真北である。

6 ．調査時及び、整理時に作成した実測図及び写真は、辰野町教育委員会で保管している。
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第11号住居址出土土器（8）
第11号住居址出土土器（9）
第11号住居址出土土器（10）
第11号住居址出土土器（11）
第11号住居址出土土器（12）
第11号住居址出土土器（13）
第11号住居址出土土器（14）
第12号住居址出土土器（1）
第12号住居址出土土器（2）
第12号住居址出土土器（3）
第12号住居址出土土器（4）
第12号住居址出土土器（5）
第12号住居址出土土器（6）
第12号住居址出土土器（7）
第12号住居址出土土器（8）
第12号住居址出土土器（9）
第12号住居址出土土器（10）
第13号住居址出土土器／遺構外出土土器（1）
遺構外出土土器（2）／遺構外出土土器（3）
遺構外出土土器（4）／遺構外出土土器（5）
小 型 石 器 （1）／小 型 石 器 （2）
小 型 石 器 （3）／小 型 石 器 （4）
礫 　 　 器 （1）／礫 　 　 器 （2）
礫 　 　 器 （3）／礫 　 　 器 （4）
礫 　 　 器 （5）／礫 　 　 器 （6）
礫 　 　 器 （7）／礫 　 　 器 （8）
礫 　 　 器 （9）／礫 　 　 器 （10）
礫 　 　 器 （11）／礫 　 　 器 （12）
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1 . 　住　居　址
　（1） 縄 文 時 代
　第 3 号住居址（第 1図）

　この住居址は第 1調査区の中央部、Kc09 7－14 Bc－8 付近より第 8号住居址と重複して出土している。なお、

土層観察畦によって重複関係を確認したところ、第 3号住居址が第 8号住居址を掘り込んでいた。

　この地点では遺構検出時に礫が集中して出土したため、当初は礫群として調査を進めていたが、礫を取り

上げた段階で、円形のプランを確認したため、住居址と判断した。この住居址は、南北に長軸を持ち、長軸は

N8°Eを示す。プランは長径約4. 5ｍ、短径約3. 6ｍを測り、深さは約10㎝の不整楕円形を呈している。壁は

比較的なだらかに立ち上がり、断面皿状を呈していた。

  なお南壁は耕作が深く及んでいたため、残存状況は良好とはいえず、壁の立ち上がりも明確でない箇所もあ

った。床には硬化面は確認されていないが、ローム層まで堀り込まれていたことから、壁の検出は容易であっ

た。しかし、第 8号住居址との重複部分については壁が明確に確認できなかったため、サブトレンチを開坑し、

壁の立ち上がりの状況を確認してから調査をすすめた。なお、覆土内等から焼土、炭等は出土しておらず、床

面にも焼土地点は検出されていない。またピットについては西部壁際に 2基検出されている。遺物等は遺構が

比較的浅く検出されたためか、床面に比較的近い高さで出土しているものがほとんどであった。また、土器に

ついては壁際に集中して出土している傾向が伺えた。

　遺　　　物（第 2図～第 6図）

　この住居址からは約 280 点の土器及び石器が出土している。土器の多くはいわゆる押型文の破片であり、格

子目文（第 2 図）を中心として、網目文（第 3 図 1～7・14 ）や山型文（第 3 図 8・9・12 、第 4 図 1～5）、楕

円文（第 3 図 10・11・13 ）の他、黒鉛入りの土器片（第 4 図 2・4 ）も出土している。石器は石鏃では凹基無

茎鏃 3点（第 5図 1・3・4 ）、平基無茎鏃 1点（第 5図 7 ）、不明 2点（第 5図 2・5 ）である。なお、第 5図

7 は比較的大型であり、掻器的な役割を持つ石器の可能性もある。その他、楔型石器 1 点（第 5 図 6 ）、剥片

石器 4点（第 5図 8～11 ）をはじめ、磨石類 4点（第 6図 4～7 ）、横刃型石器と考えられる石器（第 6図 9 ）、

砥石（第 6図 2・3 ）等が出土している。砥石のうち 2の下部には、切り込み状の溝が確認される。

　第８号住居址（第１図）

　第 3 号住居址に西部壁を切られる形で出土している。長径約3. 5ｍ、短径約2. 6ｍの長方形に近い台形のプ

ランをもち、長軸はN72°Eを示す。壁は直立気味に立ち上がり、やはりローム層を掘り込んでいることから

プランの検出は容易であった。覆土には炭や焼土は混入していないものの、各層にロームの小粒が混入してお

り、第 3号住居址とは覆土に違いをみることができた。また、床には硬化面は確認できなかったものの、焼土

が検出されているほか、東部には浅い掘り込みも検出された。なお、これらの焼土、掘り込みについての性格

については明確にすることができなかったものの、土層観察では、カクランの痕跡が見られないことから、こ

の遺構に伴うものと判断している。

　この住居址から出土している遺物の多くは覆土中から多くの礫と共に出土している。

第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第 1図　第 3・８号住居址実測図
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1 : 暗褐色土（黄色土少量まじる）
2 : 暗褐色土（黄色土粒まじる）
3 : 暗黄褐色土（暗褐色土まじる）
4 : 暗黄褐色土（暗褐色土多くまじる）
5 : 暗黄色土（暗褐色土多くまじり、しまっている）
6 : 暗褐色土（やや黒味をおび、黄色土少量まじる）

第3号住居址

1 : 暗褐色土（黄色味をおび、黄色土粒ややまじる）
2 : 暗黄褐色土（暗褐色土まじる）
3 : 暗黄褐色土（黄色土粒ややまじり、ややしまっている）
4 : 暗褐色土（ややしまっている）
5 : 暗黄色土（黄色土粒少量まじる）
6 : 暗黄褐色土（黄色土粒少量まじる）
7 : 暗黄褐色土（炭ややまじり、黄色土粒ややまじる）
8 : 暗黄色土（褐色味をおび、黄色土粒ややまじる）
9 : 暗黄色土
10 : 暗黄褐色土（黄色土粒多くまじる）
11 : 黄色土
12 : 暗褐色土（暗黄色土少量まじる）
13 : 暗褐色土（やや黄色味をおびる）
14 : 暗褐色土（黄色土・暗黄褐色土まじる）
15 : 暗黄褐色土（黄色土粒まじる）

第 8号住居址

　遺　　　物（第 7図～第 8図、第24図・第26図）

　約100 点の遺物が出土しているが、遺物として図化できたものは比較的少量であり、ほとんどが石器加工以

前の材料として持ちこまれた石と考えられる。

　土器は押型文の破片が中心であるが、点数的には少数である。文様の主体は格子目文（第 7 図～第 8 図 3）

であるが、他にも少量であるが、網目文（第 8図 5・6）や、山形文（第 8図 7・8）等が出土しているのをはじめ、

網目状撚糸文（第 8図10 ）も出土している。

　また、石器についても図化できたものは楔型石器が 2 点（第26図 2・3）と、剥片石器 1 点（第26図 4 ）、

いわゆる穀摺石 1 点（第24図 4 ）を含む磨石類 2 点（第24図 3・4）、横刃形石器と考えられる石器 1 点（第

24図 5 ）等が出土している。

11
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第 2図　第 3号住居址出土遺物　（ 1）
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第 3図　第 3号住居址出土遺物　（ 2）
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第 4図　第 3号住居址出土遺物　（ 3）

5 cm0

1 2

3

6

5

8

7

4

9

10
12

1615

13

14

11



― 6 ―

第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第 5図　第 3号住居址出土遺物　（ 4）
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第 6図　第 3号住居址出土遺物　（ 5）
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第 7図　第 8号住居址出土遺物　（ 1）
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第 8図　第 8号住居址出土遺物　（ 2）
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第10図　第 5号住居址実測図
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第 9 図　第 4号住居址実測図
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847. 400m

1
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1 : 暗黄褐色土（炭少量まじる）
2 : 暗黄褐色土（炭ややまじり、黄色土粒少量まじる）
3 : 暗褐色土（黄色味をおび、炭黄色小粒ややまじる）
4 : 暗褐色土（黄色味をおび、黄色土粒ややまじる）
5 : 暗黄褐色土（黄色土粒少量まじり、黄色土まじる）
6 : 暗褐色土（黄色土まじる）
7 : 暗黄褐色土（焼土まじる）
8 : 暗褐色土（黄色小粒ややまじり、しまっている）

1

847. 400m

1 : 暗黄褐色土（暗褐色土まじる）
2 : 暗黄褐色土（暗褐色土・黄色土まじる）
3 : 暗褐色土（黄色土まじる）

　第 4 号住居址（第 9図）

　調査地区の最北部、Kc09 7－14 Bf－3に位置して

いる。直径約2. 5ｍの隅丸方形のプランを呈し、軸

は N39°E を示す。小規模のため、住居址という

よりは、小竪穴といった印象の遺構である。        

　覆土は全体的には黄色味を帯びており、ロームの

小粒の混入が確認できる。また、北壁にはこの遺構

に伴うか明確ではないが、焼土が検出面から出土し、

この地点が張り出し状になっている。床面に硬化面

は確認されなかったが、やはりロームを掘り込んで

いることから壁は容易に確認できた。壁は南と北の

壁はややなだらかに立ち上がるのに対して、東・西

壁は直立気味に立ち上がっている。覆土中に礫が混

入しており、床面付近からの遺物の出土は少量であ

った。床からはピット、焼土等は検出されていない。            

　遺　　　物（第11図・第13図）            

　遺物の出土量は少なく、第11図と第13図 1～5が

図化できたすべてである。土器片は押型文の格子目

文（第11図 1～4・8 ）を中心に、楕円文等が出土し

ている。石では、石鏃は凹基無茎鏃が 3 点（第13

図 1～3 ）、凹石 1 点（第13図 5 ）横刃型石器と考

えられる石器 1点（第13図4 ）が出土している。                    

                                                

　第 5 号住居址（第10図）                        

　第 8 号住居址北部、第 4 号住居址との間に挟まれ

る形で出土している。プランは直径約 4 ｍの不整方

形であるが、やや台形に近い。南東部隅には土坑が

重複して検出されており、当初その存在を確認でき

なかったため、住居址の調査中に同時に発掘してし

まい、前後関係等が明確にできなかった。この住居

址も第 4号住居址や第 8号住居址と同様に、覆土中

から礫が出土し、遺物の出土は少量であった。床面

に硬化面は確認できず、ピット等の施設も検出され

ていない。壁はローム層を掘り込んでいたために容

易に確認でき、西部は壁の残存状況は悪かったもの

の、全体的にはややなだらかに立ち上がることを確

認している。軸方向はほぼ真北となっている。    

　覆土は暗黄褐色系の土を中心に堆積している。
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第11図　第 4号住居址出土遺物
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第12図　第 5号住居址出土遺物
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第13図　第 4号、5号住居址出土遺物　（ 1～ 5：4住、6～ 8：5住）
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第14図　第 6号住居址実測図
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1 : 暗褐色土（炭ややまじる）
2 : 暗褐色土（黄色土少量まじる）
3 : 暗褐色土（やや黄色味をおび、
 黄色小粒少量まじる）
4 : 暗黄褐色土（黄色土少量まじり、
 炭ややまじる）
5 : 暗褐色土（黄色小粒ややまじる）
6 : 黄色土（暗褐色土少量まじる）
7 : 暗黄褐色土（黄色土粒ややまじ
 る）
8 : 暗褐色土（黄色味をおび、炭や
 やまじり、黄色小粒少量まじる）
9 : カクラン

　遺　　　物  （ 第12図・第13図・第21図） 　　

　第12図・第13図 6 ～ 8・第21図 1 ～ 3が図化できた遺物である。遺物総数も46点と少ない。土器（第12図）

は格子目文（ 1～ 5）を中心に、楕円文や、山形文等が出土している。

　石器（第13図）では磨石類 2点（ 6 ）、敲打の見られる石器（ 8 ）等が出土している。　　　　　　

　第 6 号住居址（第14図）

　Kc09 7－14 Ba－5付近より出土している。遺構検出作業中にこの付近より礫が集中して出土しており、住

居址の中央部付近には第23号集石炉も重複して出土している。プランはこの礫の取り上げ後に確認でき、長

径約 8ｍ、短径約6. 5ｍ、深さ約20㎝の隅丸長方形を呈し、軸方向はN21°Wを示している。

　床面の中央部付近には焼土が検出されており、土器の小片も出土しているものの、ピットは確認されていな

い。また、壁は明確に検出できず、3 隅にテラス状に張り出した掘り込みを検出したが、住居址が重複したこ

とによるものかどうかは明確にすることができなかった。このテラスは、床から約 10 ㎝あがった所から掘られ

ており、一部平坦面を作りながら、そのままゆるやかに遺構検出面まで立ち上がっている。なお、遺構自体は

ローム層を掘り込んでいるため、床面のプランは明確に確認できたことから、調査段階での掘りすぎの可能性

は低い。
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第15図　第 6号住居址出土遺物　（ 1）
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第16図　第 6号住居址出土遺物　（ 2）
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第17図　第 6号住居址出土遺物　（ 3）
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第18図　第 6号住居址出土遺物　（ 4）
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第19図　第 6号住居址出土遺物　（ 5）

5 cm0

1

2

3

4

5

6

7

9

10

12

13

11
8

15

14

16

17

18

19



― 20 ―

第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第20図　第 6号住居址出土遺物　（ 6）
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第21図　第 5号、6号住居址出土遺物　（ 1～ 3：5住、4～ 20：6住）
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第22図　第 6号住居址出土遺物　（ 7）
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第23図　第 6号住居址出土遺物　（ 8）
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第24図　第 6号、8号住居址出土遺物　（ 1・2：6住、3～ 5：8住）
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　礫は覆土の上層を中心として出土しており、遺物は一部床面からも出土している。覆土は全体的には黄色味

を帯びた土が中心で、ロームの小粒も混入している。また一部に炭の混入も認められた。

　なお、テラス状の掘り込みのおよんでいない部分の壁は直立気味に立ち上がっている。

　遺　　　物（第15図～第24図）

　約480点出土している。土器片は押型文が中心であるが、縄文系（第19図 14～19）や撚糸文系（第20図 1

～ 5 ）も出土している。押型文では格子目文（第15図～第18図 6 ）が多数出土しており、その他に、網目文（第

18図 7～10 ）、山形文（第18図 11～21、第19図 1・2 ）、楕円文（第19図 3～ 8 ）等が出土している。石器

は石鏃の凹基無茎鏃 5 点（第21図 4～ 8 ）、平基無茎鏃の未製品と考えられるもの 3 点（第21図 9～11 ）、楔

形石器と考えられるもの 1 点（第21図12 ）、剥片石器 7 点（第21図13～16 ）の他、磨石類 9点（第21図18・

19、第22図 1・3・4、第23図 1・2・4・5 ）等が出土している。

　第 7 号住居址（第25図）

　この住居址は、平安時代の第 2号住居址に切られて検出された。当初は第 2号住居址のプランと考えて調査

を行っていたが、発掘段階で張り出し状に広がることが判明し、重複を確認した。なお、床面は第 2 号住居址

とほぼ同じレベルである。

　この住居址は、一辺約 3ｍの方形で、軸方向はN44°Wであり、壁は直立気味に立ち上がっている。また、

斜面の低い場所からの出土ということもあり、遺構検出面からの深さは約40㎝と、今回の調査でも遺存状況は

良好のほうであった。覆土は黄色味を帯

びた土を中心にして堆積しているが、炭

や、焼土等の混入は確認されなかった。

また、覆土の堆積状況もレンズ状に堆積

しており、自然堆積と考えられる。なお、

床には硬化面は検出されず、地山と考え

られる黄色土が確認できたところを床と

判断した。しかし全面を検出した段階

で、若干床面があれた土で構成されてい

ることが判明し再度掘り込んだが、不整

形な落ち込みとなった。この落ち込み内

の土はすべてあれた黄色土であり、性格

は明確にできなかった。また、このよう

な状況であるため、炉址も確認できなか

った。このため、一応縄文時代早期の竪

穴としているものの疑問を挟む余地も

ある。

　覆土中には礫が混入していたものの、

遺物の出土はほとんどなかった。

第25図　第 7号住居址実測図
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1 : 暗褐色土（黄色小粒少量まじる）
2 : 暗褐色土（黄色味をおび、黄色小
 粒少量まじる）
3 : 暗褐色土（黄色小粒ややまじる）
4 : 暗褐色土（黄色味をおび、黄色土
 少量まじる）
5 : 暗黄色土（黄色土少量まじる）
6 : 暗褐色土（黄色味をおび、黄色土
 粒まじる）
7 : 暗褐色土（やや黄色味をおび、黄
 色土粒まじる）
8 : 暗黄褐色土（黄色土少量まじる）
9 : 黄色土（暗褐色土まじる）



― 26 ―

第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

5 cm0

第26図　第7号、8号、10号、13号住居址出土遺物　（ 1：7住、2～ 4：8住、5～ 17：10住、18：13住）
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第27図　第10号住居址実測図
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1 : 暗黄色土（褐色味をおびる）
2 : 暗黄色土（褐色味をおび、黄色土粒ややまじる）
3 : 暗黄褐色土（炭小量まじる）
4 : 暗黄色土（褐色味をおび、黄色土少量まじり、し
 まっている）
5 : 暗黄色土（比較的しまっている）
6 : 暗褐色土（カクラン）
7 : 暗黄色土（褐色味をおび、炭ややまじる）
8 : 暗黄色土（褐色味をおび、炭少量まじる）
9 : 暗黄色土
10 : カクラン

　第 10号住居址（第27図）

　この住居址は調査区の南東部より出土している。この地区は、畑の耕作土が薄く、遺構の床にまで耕作が

一部及んでいる状態であった。このため、削平が進んでいたことから、住居址の遺存状況も悪く、最深部で約

20 ㎝を測るにすぎない。プランは長径約 4. 5 ｍ、短径約 3. 5 ｍの楕円形であり、長軸がN77°Eと大きく東に

傾いている。床は凹凸が激しく、硬化面は確認されていない。また、住居址中央部付近は耕作により破壊され

ていた。覆土は全体的に暗黄色系の土で覆われ、地山との識別はこの明暗で行っている。また、壁は一度わず

かに立ち上がってから再び検出面から 5㎝ほどの深さで平坦面が検出され、その後ゆるやかに立ち上がってい

た。これにより、調査段階でも重複あるいは建て替えの可能性も考えたが、明確にすることができなかった。

しかし、テラス状になる地点の覆土は他の覆土と比較してややしまっている印象は受けた。このテラス部分は

測量する際に明確なプランが確認できなかったため、測量していない。なお、床に焼土は確認されていない。

　遺　　　物（第26図・第28図～第30図）

　約160 点出土している。格子目文（ 第 28 図 1～5 ）、網目文（ 第 28 図 6～8 ）、山形文（ 第 28 図 9～

12 ）、楕円文（第28図13～15 ）、縄文（第29図 1～5 ）等が出土している。石器は石鏃 1点（第26図 5 ）、楔

形石器と考えられるもの 2点（第26図13・14 ）の他、剥片石器が 4点（第26図12・15～17 ）出土している。
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第28図　第10号住居址出土遺物　（ 1）
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第29図　第10号住居址出土遺物　（ 2）
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第30図　第10号住居址出土遺物　（ 3）
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　第11号住居址（第31図）

　調査区の東境界付近で出土している。住居址全体の約半分を調査することができたと推定される。また、調

査できた範囲の約半分が農道部分にかかっていたため、まず西半部の調査を行い、農閑期を待って残りの東半

部の調査を行っている。

　当初、この地点を黒色系の土が傾斜地に自然堆積していると考えていたが、遺物が集中して出土していたため、

サブトレンチを入れて確認したところ、壁と考えられる部分が検出されたので遺構と判断した。この住居址は、

ローム層を掘り込んで作られていたものの、全体的に壁を明確に検出することができなかった。そのため、一

部掘り込んで破壊してしまっている。この住居址のプランは、一辺約 10ｍの円形を呈し、深さは遺構検出面か

ら約 80㎝と遺存状況は非常に良好であった。壁の断面形は傾斜しながら立ち上がる、いわゆる碗形を呈すると

考えられ、多い所では 3回傾斜角の変化点があり、少ないところでも2カ所の変化点をとらえることができた。

また、一部にテラス状の平坦部が壁の中間部分に検出されているが、調査時に覆土に変化が見られなかったこ

とから、このテラス状の平坦部についてはこの遺構に付随するものと考えている。

　さらに、焼成による赤化した部分が壁沿いの 4 箇所から出土しているものの、そのうちの 2 箇所は壁に掘ら

れているテラス状の地点からの検出である。また、北壁の部分を張り出し状に検出しているが、この遺構の関

連施設なのか、他の遺構の重複なのか把握することができなかった。床は固くしまったロームを掘り込んでい

るため若干しまっているものの硬化面という状況ではなかった。また、全体的に若干凹凸が見られ、深さ 2㎝～

55㎝の小規模なピットが出土している。主柱穴は、P1（深さ30㎝）P2（ 55㎝）がその可能性はあるものの、

特定は困難である。遺物は含繊維条痕文系が上層に出土しているが、当初住居址との認識がなかったために、

その多くを層位の確認をせずに取り上げてしまった。しかし、農道部分を拡張して行った調査地点では、暗褐

色系の覆土を上層、暗黄褐色系の覆土を中層、黄色土を中心とした最下層の覆土を下層と、大きく 3層に分層し

て遺物を取り上げている。なお、調査中に大きく分層したため、それぞれの層の境界については明確に分層し

ているとは言い難い。また、中層にあたる暗黄褐色系の土はよくしまっていた。

　遺　　　物（第32図～第57図）

　約1,880点出土している。土器は表裏に縄文を施文する破片（第40図～第41図）のものから、含繊維（第45

図 10～第 48図）のものまで多岐に渡っている。押型文は格子目文（第32図～第35図 1～ 9 ）、網目文（第35

図10～22、第36図 1～ 10 ）が中心となっているが、山形文（第36図11～第38図 1～ 15・18・19 ）や、楕円文

（第39図1～13 ）等も出土している。なお、第36図11～18・21は黒鉛入りの土器片である。多くの遺物が層位

的には上層から出土し、なかでも含繊維条痕文系が多くを占めていた。また、中層からは格子目文を中心として、

山形文等の押型文が出土している。なお、下層からは遺物の出土は極わずかであり、押型文が出土している。

　石器は石鏃が32点（第49図）石鏃の未製品と考えられるものが 3点（第50図 1～3 ）出土している。これら

の内、凹基無茎鏃のものが22点あり（第49図 1～17 ）、正三角形状を呈するもの（第49図 9～17 ）と、細長い

形態（第49図 1～8 ）に分けることができる。また、平基無茎鏃は 7 点（第49図18～22 ）と考えられるが、な

かには未成品や、石鏃以外の用途で製作された石器の可能性があるもの（第49図19 ）も含まれている。その他、

石錐（第50図 4 ）や剥器と考えられる石器（第50図 7～10 ）、楔形石器（第50図18・20・21 ）、剥片石器（第

51図他）等が出土している。大型の石器は、断面三角形のいわゆる穀摺石11点（第52図 1～6・第53図 1・4・

6・7 ）をはじめとした磨石を中心に出土している。また、石器として使用するために持ち込まれたと考えられ

る硬砂岩系を中心とした石材も出土している（第57図 4～11等）。
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第31図　第11号住居址実測図
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第32図　第11号住居址出土遺物　（ 1）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第33図　第11号住居址出土遺物　（ 2）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第34図　第11号住居址出土遺物　（ 3）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第35図　第11号住居址出土遺物　（ 4）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第36図　第11号住居址出土遺物　（ 5）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第37図　第11号住居址出土遺物　（ 6）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第38図　第11号住居址出土遺物　（ 7）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第39図　第11号住居址出土遺物　（ 8 ）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第41図　第11号住居址出土遺物　（ 10 ）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第42図　第11号住居址出土遺物　（11）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第43図　第11号住居址出土遺物　（12）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第44図　第11号住居址出土遺物　（13）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第45図　第11号住居址出土遺物　（14）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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1

第46図　第11号住居址出土遺物　（15）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第47図　第11号住居址出土遺物　（16）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第48図　第11号住居址出土遺物　（17）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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5 cm0

第50図　第11号住居址出土遺物　（19）
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第51図　第11号住居址出土遺物　（20）
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第52図　第11号住居址出土遺物　（21）
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第53図　第11号住居址出土遺物　（22）
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第54図　第11号住居址出土遺物　（23）
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第55図　第11号住居址出土遺物　（24）

10 cm0

1 2

4

3

5

6

8

7

A

D
A

A

C



1 . 　住　居　址

― 57 ―

第56図　第11号住居址出土遺物　（25）
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第57図　第11号住居址出土遺物　（26）
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　第 12号住居址（第58図） 

　この住居址は第11号住居址の南部から出土している。この住居址の調査によって規模や壁の立ち上がりの傾

向を把握できたため、第11号住居址の壁を把握することができた。この住居址も第11号住居址と同様に農道部

分を後で拡張して調査を行っている。直径約7. 5ｍの隅丸方形状のプランで、深さは約70㎝を測る。壁は断面

で碗形に立ち上がり、2～3カ所の傾斜角の変化点が確認される。また、床より高い位置でテラス状に壁を

掘り込んで、平坦部を作り出している部分もある。

　この住居址も第11号住居址と同様に農道部分の拡張区において大きく 3層に分けて遺物を取り上げている。

覆土の傾向としてはそれぞれ、上層は暗褐色系の土、中層は褐色味の強い暗黄褐色系の土、下層は暗黄褐色系

のしまった土であった。なお、遺物の取り上げ時には、上層と中層の分層が明確にできなかったため、中層と

して取り上げた遺物の数量は少数である。

　床面はロームまで掘り込まれていたが、硬化面は確認できない。また、若干凹凸が検出されており、深さ約

7㎝～23㎝のピットが不規則に出土している。なお、炉址は出土していない。

　遺物、礫は上層の暗褐色土を中心に出土しており、床面近くではほとんど出土していない。

　この住居址は集石炉が4基重複して出土している（第40号集石炉・第67号集石炉・第68号集石炉・第72号

集石炉）。

　遺　　　物（第59図～第82図）

　この住居址からは、土器片が多数出土しており、上層（○付図番号）からは縄文、条痕文等をはじめ、格子

目文、山形文といった押型文も出土している。下層（□付図番号）についても格子目文を中心としているもの

の、山形文、楕円文等の押型文や縄文が出土し、多様な様相を示している。

　石器は石鏃が20点確認され、これらの内、凹基無茎鏃のものが10点（第75図 1～ 3・5・6・13～17 ）、平

基無茎鏃は 2点（第75図 8・9 ）出土している。また、円基鏃が 2点（第75図10・11 ）、凹基有茎鏃が 1点（第

75 図 19 ）出土している。その他、掻器的な役割をもった石器（第 75 図 20～26 ）や、楔型石器（第 76 図 7～

14 ）と考えられる石器も出土している。大型の石器はいわゆる穀摺石（第77図 6・9、第78図 1・2・4・5・7・

8 、第79図 3～7 ）をはじめとする磨石類（第77図 6～第80図 5、第81図 1 ）と、礫器（第81図 4～第82図）

が出土している。

　第 13号住居址（第83図）

　この住居址は、第11号住居址の調査時に住居址南部の調査区との境界付近の壁が確認されないことから発見

された遺構である。調査区の境界地点であったため、調査面積も限られたものとなってしまっている。

　壁高は約80㎝で、その上層に包含層が存在していることが土層断面で確認されている。壁は断面碗型に立ち

上がり途中に3～4ヶ所の傾斜の変化点がみられる。覆土は全体的に暗褐色系の土で占められ、中層よりやや

下部に黒色味を帯びた層が確認できる。また、壁と床との境界部には小規模なピットが集中して検出されてい

るが周溝状に壁際全面には存在していない。ピット自身もさほど深くなく、2～11㎝程度であった。床は比較

的平坦であるが調査範囲内には柱穴と考えられるようなピットは検出されなかった。

　また、東部隅には偏平な安山岩が立てられ、その周辺から多量の焼土が出土している。この部分は焼土を残

した状態では小さな段差が数段検出されたが、焼土を取り除いた段階では方形に近いプランの落ち込みが、平

石を立てるために掘り込んだと考えられるピットを伴って検出されている。
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第58図　第12号住居址実測図
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第59図　第12号住居址出土遺物　（ 1）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第60図　第12号住居址出土遺物　（ 2）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第61図　第12号住居址出土遺物　（ 3）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第62図　第12号住居址出土遺物　（ 4）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第63図　第12号住居址出土遺物　（ 5）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第64図　第12号住居址出土遺物　（ 6）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第65図　第12号住居址出土遺物　（ 7）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第67図　第12号住居址出土遺物　（ 9）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第68図　第12号住居址出土遺物　（10）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第69図　第12号住居址出土遺物　（11）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）

5 cm0

11

7

1

2
3

4

5

6

8
9

13

1210

15

14

17

16

20

1918



― 72 ―

第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第70図　第12号住居址出土遺物　（12）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第71図　第12号住居址出土遺物　（13）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第72図　第12号住居址出土遺物　（14）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第74図　第12号住居址出土遺物　（16）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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5 cm0

第75図　第12号住居址出土遺物　（17）
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第76図　第12号住居址出土遺物　（18）
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第77図　第12号住居址出土遺物　（19）
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第78図　第12号住居址出土遺物　（20）
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第79図　第12号住居址出土遺物　（21）
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第80図　第12号住居址出土遺物　（22）
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第81図　第12号住居址出土遺物　（23）
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第82図　第12号住居址出土遺物　（24）
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第83図　第13号住居址実測図
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2 : 暗褐色土（しまっている）
3 : 暗褐色土（やや黒味をおびる）
4 : 暗褐色土
5 : 暗褐色土（やや黒味をおび、黄色小粒や
 やまじる）
6 : 黒褐色土（褐色味をおびる）
7 : 暗褐色土（焼土粒ややまじる）
8 : 暗褐色土（焼土粒少量まじる）
9 : 黒褐色土
10 : 暗褐色土（やや黄色味をおび、黄色土粒
 少量まじる）
11 : 暗褐色土（黄色味をおびる）
12 : 暗黄褐色土（黄色土少量まじる）
13 : 暗黄褐色土（褐色味強く、黄色土ややま
 じる）
14 : 暗黄褐色土（黄色土粒・焼土粒多くまじ
 る）
15 : 暗褐色土（焼土粒・黄色土粒少量まじ
 る）
16 : 黄色土（焼土少量まじる）
17 : 黄色土（焼土まじる）
18 : 暗褐色土（赤味をおびる）　熱のため
19 : 焼土
20 : 暗褐色土
21 : 暗褐色土（黄色土粒まじる）
22 : 暗黄褐色土
23 : 暗褐色土（焼土多くまじる）
24 : 黄色土（ハードローム）
25 : 暗褐色土（焼土ややまじる）
26 : 焼土（暗黄褐色土少量まじる）
27 : 暗褐色土（焼土多くまじり、黄色土やや
 まじる）
28 : 黄色土（地山）
29 : 焼土（暗黄褐色土まじる

　この遺構が出土した当初は平安時代のカマドかと考えたものの、平安時代と考えられる遺物が出土せず、押

型文を中心とする土器片が出土し、壁についても若干弧を描いていることから、早期の住居址と判断している。

このため、この焼土は何らかの施設であることは分かるものの実態は不明である。

　遺　　　物（第84図～第85図）

　調査範囲が狭かったためか遺物の出土量は少ない。土器としては格子目文（第 84 図 1・2 ）、網目文（第 84

図 3～ 5 ）、山形文（第84図 6～ 8 ）、縄文（第84図10 ）等様々な土器が出土している。また、石器も、磨石

類（第85図 1・2 ）、打製石斧（第85図 4・7 ）等少数ながら出土している。また第85図 5 は円柱状の石であ

り、この住居址以外からも数点出土している。石器としてとりあげてよいか不明である。
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第84図　第13号住居址出土遺物　（ 1）　（○付上層、△付中層、□付下層出土）
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第85図　第13号住居址出土遺物　（ 2）
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

（ 2）平 安 時 代

　第 1 号住居址（第86図・第87図）

　この住居址は、調査区北部の尾根の稜線上、Kc09 7－14 Bi－9付近に位置している。一辺が約4. 2ｍの方形で、

検出時の深さは約 25㎝であった。主軸はN28°E を示す。北東部壁の中央部に板状節理の安山岩でカマドが築

かれている。カマド内部の土は、暗褐色系の土が中心であった。カマドの外部には粘土等検出できなかった。

また、袖石は壁際の左右各 1 枚程度が原状をとどめている程度で、天井石はカマド内に落ち込み、遺存状況は

よくなかった。また、この周辺からは、土師器の長胴甕の破片をはじめ、内黒土器の坏等が出土している。

　また、南東部壁に細長い土坑が検出されているが、住居址の存在する以前の土坑と考えられる。

　床は軟弱で、硬化した床面が一度破壊されているようなブロック状の固まりを多量に含んだ土で構成されて

おり、硬化面は検出できなかった。また、4隅には不整形な土坑が掘り込まれている。これらの土坑のうち、

カマド右脇の土坑については覆土が暗黄褐色土ではあるものの、直径約 1 ｍのやや不整形な円形であるが、プ

ランが比較的しっかりしているため、この住居址の施設と考えられる。しかし、他の 3 基については深さがそ

れぞれ最深部で、27 ㎝、47 ㎝、35 ㎝とまちまちであり、住居址を築造する時点で掘り込まれていることは確

かながら、住居址が使用されている時点でどのような状態であったのか確認できなかった。

　なお、柱穴と考えられるピットは検出することができなかった。

　遺　　　物（第88図）

　この住居址からは土師器長胴甕を中心とした遺物が出土している。

　第88図3～14がこの住居址から出土し

ている遺物である。3は内黒土器の坏で

ある。やや歪んだ器形であるが、体部外

面に 2 ヶ所墨書がみられる。内面のミガ

キ調整はややあらい。4 は長胴甕の上半部

である。頸部付近を横位にナデ調整を行

っており、体部の縦位のハケ目をナデ消

している。また、体部のハケ目は上半部

で 3 回に分けて施されている。なお、口

縁部内面には横位のカキ目が施されてい

る。5～14 は長胴甕の破片である。6～

8 は体部上半部、その他は体部中部の破

片である。4・6・8 はいずれも口縁部

の屈曲は弱く、口縁部中部が肥厚するこ

とはない。

第86図　第 1号住居址カマド実測図
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1 : 黒褐色土
2 : 暗褐色土（やや黄色味をおび、焼土
 粒ややまじる）
3 : 暗褐色土（黄色味をおび、焼土少量
 まじる）
4 : 暗褐色土（黄色土多くまじる）
5 : 暗黄色土
6 : 暗黄褐色土（黄色土まじる）
7 : 暗褐色土（黄色小粒まじり、焼土粒
 ややまじる）
8 : 黄色土・黄褐色土の混合土
9 : 暗黄褐色土（黄色土粒ややまじる）
10 : 暗黄褐色土（焼土粒少量まじる）
11 : 暗褐色土（焼土多くまじる）
12 : 暗黄褐色土
13 : 焼土
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第87図　第 1号住居址実測図
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1 : 暗褐色土（黒味をおび、黄色小粒ややまじる）
2 : 暗褐色土（黄色小粒まじる）
3 : 暗黄褐色土（黄色土ややまじり、黄色小粒少量ま
 じる）
4 : 暗黄褐色土（黄色小粒少量まじる）
5 : 暗黄色土（黄色土粒少量まじる）
6 : 暗褐色土（黄色土まじり、黄色小粒少量まじる）
7 : 暗黄褐色土（暗褐色土少量まじる）
8 : 暗黄褐色土（黄色土粒多くまじる）
9 : 黄色土

1 : 黒褐色土（黄色土粒まじる）
2 : 暗黄褐色土（黄色土粒少量まじり、
 黒褐色土ややまじる）
3 : 暗黄褐色土（黄色土粒ややまじる）
4 : 暗黄褐色土
5 : 黄色土
6 : 暗黄褐色土（黒褐色土ややまじる）

1 : 暗黄褐色土（暗黄色土まじる）
2 : 黒色土
3 : 暗褐色土（黄色土粒少量まじる）
4 : 暗黄褐色土（黄色小粒少量まじる）

1 : 暗黄褐色土（暗褐色土まじる）
2 : 暗黄褐色土（黄色土粒少量まじる）
3 : 黄色土（地山）

1 : 暗黄褐色土（黄色土・暗褐色土まじる）
2 : 暗黄褐色土（黄色土粒ややまじる）

1 号土坑
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第88図　第 1号、2号住居址出土遺物　（ 1・2・15：2住、3～14：1住）
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第89図　第 2号住居址実測図
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1 : 暗褐色土
2 : 暗黄褐色土（暗褐色土まじり、黄色土多くまじる）
3 : 暗黄褐色土（黄色小粒ややまじる）
4 : 暗黄褐色土（黄色小粒まじり、黄色土多くまじる）
5 : 黄色土（暗褐色土少量まじる）

　第 2 号住居址（第89図・第90図）

　この住居址は、調査区西部に出土し、第 7 号住居址を切っている。長辺6. 3ｍ、短辺約 5 ｍで、南西部壁が

やや張り出しており、やや台形のようなプランである。検出時の深さは約50㎝であった。覆土は全体的に黄色

味を帯びた褐色土が中心であった。床には硬化面は確認されておらず比較的軟弱であり、この床を掘り込んだ

P1 ～ P6 のピットが検出されており、このうち柱穴は P 1（深さ約 28㎝）P 2（ 35㎝）P 3（ 31㎝）P 4（ 30

㎝）と考えられる。また、南西壁と、南東壁の直下には周溝が出土している。また、南東部壁の周溝はやや不

整形に出土しているが、この地点はプランが明確に検出できなかったことから、カクランが入っていた可能性

もある。

2
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第90図　第 2号住居址カマド実測図
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1 : 暗黄褐色土（焼土多くまじる）
2 : 暗褐色土（焼土少量まじる）
3 : 暗褐色土（焼土多くまじる）
4 : 焼土（やわらかい）
5 : 暗褐色土（焼土ややまじる）
6 : 暗黄褐色土（黄色土粒・焼土粒ややまじる）
7 : 暗黄褐色土（黄色土粒・焼土粒少量まじる）
8 : 暗黄褐色土（褐色味が強く、黄色土粒・焼土粒ややま
 じる）
9 : 黄色土
10 : 暗黄褐色土（黄色土粒少量まじり、焼土・焼土粒多く
 まじる）
11 : 暗褐色土（黄色土・暗褐色土まじる）
12 : 暗黄褐色土（黄色味強く、黄色土粒ややまじる）
13 : 暗黄褐色土（黄色土粒多くまじる）
14 : 焼土（しまっている）
15 : 暗褐色土（黄色土粒まじる）
16 : 暗黄褐色土（焼土少量まじる）
17 : 暗褐色土（焼土・焼土粒まじる）
18 : 暗褐色土（焼土粒多くまじる）
19 : 暗褐色土（焼土少量まじる）
20 : 暗黄褐色土（暗褐色土まじり、黄色土粒ややまじる）
21 : 暗黄色土（黄色土粒ややまじる）
22 : 黄色土（ブロック状）
23 : 暗黄褐色土（暗褐色土ややまじり、黄色土粒・焼土粒
 少量まじる）

　カマドは南東部隅に築かれ、袖石と天井石には鉄平石が材料として使用されている。天井石についてはカマ

ド内に割れて落ち込んだ状態で出土した。また、カマド左袖脇には上面を平坦にして置かれた礫が出土してお

り、作業台として使用されていたと考えられる。

　遺　　　物（第88図）

　この住居址からは図示できる遺物は第88図 1・2 の灰釉陶器 2 点のみであった。1 は段皿であり、完形品で

ある。丸みを帯びた高台を持ち、立ち上がり気味に口縁部へとのびている。2 は浅めの碗である。15 は鉄鏃で

ある。茎部が欠損している。これらの遺物から平安時代後期と考えられる。

  第 9 号住居址（第91図）

　この住居址は調査区東部に位置し、第12号住居址を切っている。プランは1辺が約5. 4ｍの正方形で、検出

時の壁高は約20㎝であった。なお、耕作による削平で南西隅が失われている。床には、硬化面は見られず、柱

穴も 2 カ所から検出できたにすぎない。周溝は北東壁と北西壁の一部に検出されたが、住居址内を全周してい

なかった。カマドは東隅から出土している。カマド内の土には焼土が混入しており、袖石外部には焼土がみら

れないことから、石の外部に暗褐色系の土を貼り付けてカマドを築造していることが想定できる。焼土はカマ

ド内だけでなく、奥壁の検出面にまで赤色化がおよんでいた。このカマドの石は他の 2 住居と異なり、節理の

ある安山岩ではなく、一般的な安山岩を使用している。南東壁際には土坑が 2 基出土しているが、両者ともに

この住居址に伴うものと考えられる。図化できる遺物は出土していない。
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第91図　第 9号住居址実測図
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1 : 暗褐色土（黄色小粒・暗黄褐色土ややまじる）
2 : 暗褐色土（黄色小粒ややまじる）
3 : 暗黄褐色土（黄色小粒ややまじり、黄色土粒少
 量まじる）
4 : 暗黄褐色土（黄色小粒少量まじる）
5 : 暗黄褐色土（黄色土粒ややまじる）
6 : 暗黄褐色土（黄色土・黄色土粒ややまじる）
7 : 暗褐色土（黄色小粒少量まじる）
8 : 黄色土（暗褐色土少量まじる）
9 : 暗褐色土（暗黄褐色土ややまじり、黄色土粒少
 量まじる）
10 : 暗黄褐色土（暗褐色土少量まじる）
11 : 暗黄褐色土（暗褐色土・黄色小粒ややまじる）
12 : 暗黄褐色土（黄色小粒まじる）
13 : 暗黄褐色土（暗褐色土まじり、黄色土粒・黄色
 土少量まじる）
14 : 暗黄褐色土（暗褐色土ややまじる）
15 : 暗黄色土（黄色土粒ややまじる）
16 : 暗黄褐色土（黄色土粒ややまじる）
17 : 暗褐色土（黄色土・暗黄褐色土ややまじる）
18 : 暗褐色土（暗黄色土ややまじる）
19 : 黄色土（暗黄色土ややまじる）
20 : 暗黄褐色土（黄色土・暗褐色土少量まじる）
21 : 暗黄色土（黄色土ややまじる）
22 : 暗黄色土（暗黄褐色土ややまじる）
23 : 暗黄褐色土（黄色土・暗黄色土ややまじる）
24 : カクラン
25 : 暗褐色土（焼土少量まじる）
26 : 暗褐色土（焼土まじる）
27 : 黒褐色土
28 : 焼土
28' : 焼土（暗褐色土に焼土非常に多くまじる）
29 : 暗褐色土（焼土多くまじる）
30 : 暗黄褐色土（黄色小粒多くまじり、焼土小粒や
 やまじる）
31 : 黒色土・黄色土の混合土
32 : 黄褐色土
33 : 暗黄色土（黄色土粒少量まじる）
34 : ロームブロック
35 : 暗褐色土（黄色土粒・黒褐色土少量まじる）
36 : 暗褐色土（黄色土粒ややまじり、黄色小粒まじる）
37 : 暗黄褐色土（黄色土粒まじる）
38 : 暗黄褐色土（焼土粒ややまじる）
39 : 暗黄褐色土（褐色味が強い）
40 : 暗黄褐色土（焼土多くまじる）

17

13



― 94 ―

第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

2 . 　土　　　坑
　土坑は総数153基を数えるため、ページの関係上代表的なものについて記述し、ほかの土坑については表によ

って報告にかえたい。

　土坑は大きく落とし穴状の形態を持つ土坑と、直径約50㎝前後で深さも数十センチ程度の小規模な土坑に 2

分され、一部断面袋状を呈するもの等も検出された。また、小規模な土坑は焼土を伴うものと、そうでないも

のとに細分できる。

　第 10号土坑（ 第93図 ）

　Kc09 7－13 Bm－45より出土している。遺構検出面でのプランは、直径2. 35ｍ×2. 1ｍの楕円形、底部のプ

ランは一辺0. 7ｍの方形で、断面すり鉢状を呈している。底部の中心部には、直径約24㎝のピットが検出され

ている。

　遺　　　物（ 第110図・第116図 ）

　3 点図示できた。第110図 2 は無文の土器である。5 は縄文の施された土器である。第116図 1 は石鏃である。

　第 28号土坑（ 第96図 ）

　この土坑は第3号住居址と重複して出土している。長径1. 45ｍ、短径1. 3ｍの不整楕円形を呈し、深さは約

40 ㎝を測る断面箱形の土坑である。当初は遺構検出面より突き出ていた礫によって集石と考えていたため、土

坑という認識となるまでに時間がかかり、住居址との前後関係を明確にすることができなくなってしまった。

　土坑内には遺構検出段階で出土していた礫が予想を上回る大きさであることがわかり、さらに底部にも 1 枚

出土した。礫は直径50㎝～ 60㎝、厚さ約5㎝の偏平な礫で、合計5枚出土している。出土遺物は上層に数片と、

底部におかれた礫上に 1 点出土しただけであった。なお、この土坑の底部付近中心部から土壌サンプルを採取

し、分析を行っている。

　遺　　　物（ 第110図・第116図 ）

　第110図 9 ～ 11が出土している。9・11が覆土中より出土し、10は底部の礫上から出土している。9 は無文

の土器、11は撚糸文、10は格子目を縦位に施文した押型文土器である。第116図 3 は掻器と考えられる。

　第 31号土坑（ 第96図 ）

　Kc09 7－14 Ba－48より出土している。この土坑上部には第 3 号礫群が分布しており、礫除去後に実施した

遺構検出および、サブトレンチの開坑によって確認された。長径 1. 4 ｍ、短径 1 ｍの不正形な楕円のプランで

ある。この土坑内からは土器と共に礫も出土しており、覆土の一部と底部には焼土が確認された。

　遺　　　物（ 第110図 ）

　第110図12 ～ 21が出土している。12・13は格子目文である。14・17は網目文、15・18は縦位施文の山形文、

16は市松文である。20・21は撚糸文である。  

　第 32号土坑（ 第96図 ）

　KC09 7－14 Ba－49より出土している。この土坑は第31号土坑と同様に第 3 号礫群直下より検出されている。

長径1. 4ｍ、短径 1 ｍの楕円形を呈しており、第31号土坑と同様に礫が出土している。
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　遺　　　物（ 第111図 ）

　この土坑からは 9 片の土器片が図示できた。網目文（ 第111図 1～4 ）を中心に、格子目文（ 第111図 5 ）、

楕円文（ 第111図 6 ）等が出土している。

　第 40号土坑（ 第97図 ）

　Kc09 7－13 Am－33より出土している。遺構検出面では直径1. 2ｍ、深さ約80㎝の円形で、底部は平坦で、

直径約 1. 2 ｍであるが、壁の中程の直径が約 1 ｍと若干狭いために底部がやや上面より広がったいわゆる袋状

を呈している。このタイプの土坑は他に第45号・第47号・第61号土坑が検出されている。

　第 70号土坑（ 第98図 ）

　この土坑は Kc09 7－13 Ap－41より検出された、今回の調査で唯一の縄文時代後期の遺構である。プランは

直径約0. 8ｍの円形であり、深さは14cm と遺存状況はあまりよくない。  

　遺　　　物（ 第112図18 ）

　第112図18が出土している。波状口縁をもち、口縁部上端部には連続した刺突文が施され、頸部の横位沈線

で区画された体部には縦位に沈線が施文されている。この土器は縄文時代後期初頭の鉢型土器と考えられる。

　第 102号土坑（ 第106図 ）

　Kc09 7－14 Ap－０付近より出土している。この土坑は第103～107号土坑と重複して検出されている。平面

形は一辺約 1. 1ｍを測るが、重複が著しいため、平面形も不定形で、底部には凹凸があった。また底部には焼

土が検出されている。このような土坑は、尾根の鞍部に集中して存在している傾向が伺えた。

　また、第92・142・145・146号土坑と第50号集石炉のように焼土を伴う土坑と集石炉が重複して検出される

例も数例ある。

　遺　　　物（ 第113図・第116図 ）

  第113図 5～10は、網目文の押型文である。第116図 7 は黒曜石製の剥片石器である。

　第 125号土坑（ 第103図 ）

　Kc09 7－14 Al－2 付近より出土している。長径1. 5ｍ、短径 1 ｍの楕円形を呈し、深さは約25cm であった。

土層断面図を記録することができなかったが、この土坑底部の一部には焼土が検出されている。

　遺　　　物（ 第114図・第116図・第117図 ）

　第 114 図 1～7 が出土している。格子目文（ 1・2・5 ）をはじめ、楕円文（ 3・4 ）、網目状撚糸文（ 7 ）等

が出土している。第116図12は楔形石器と考えられる。

　第 149号土坑（ 第108図 ）

　Kc09 7－14 Am－4より出土している。長径1. 3ｍ、短径1. 1ｍの不整方形である。深さは約20cmと浅かった。

　遺　　　物（ 第115図～第117図 ）

　第 115 図が出土した土器である。1～6 は同一個体であり、横位施文の山形文が見られる。また、7 には縄文

が施文されている。第116図18は楔形石器である。第117図 6 は凹石である。両面とも深い窪みが確認できる。
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第92図　土 坑 実 測 図 　（ 1 ）
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1 : 暗灰褐色土
2 : 暗褐色土（ 黄色土粒まじる ）
3 : 黒褐色土
4 : 暗褐色土（ 黄色小粒まじる ）
5 : 暗黄色土（ 暗褐色土まじる ）
6 : 黒褐色土（ 黄色小粒まじる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）
2 : 黒褐色土（ 暗褐色土まじり、黄色小粒や
 やまじる ）
3 : 暗褐色土（ 黒褐色土まじり、黄色小粒や
 やまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土・暗褐色土少量まじ
 る ）
6 : 暗褐色土（ 黄色味をおびる ）
7 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土少量まじる ）
8 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土・黄色土少量まじ
 り、黄色土粒ややまじる ）
9 : 暗黄色土（ 黄色土少量まじる ）
10 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土・黄色土まじる ）
11 : 暗黄色土（ 褐色味をおび、固くしまって
 いる ）
12 : 暗黄色土（ 黄色土まじり、固くしまって
 いる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじり、やわら
 かい ）
2 : 暗褐色土（ 黄色小粒まじり、暗黄褐色土
 少量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒多くまじり、暗褐
 色土少量まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒まじり、暗褐色土
 少量まじる ）
5 : 暗褐色土（ 黄色小粒多くまじる ）
6 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、黄色小粒
 少量まじる ）
7 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）
8 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
9 : 黄色土（ 暗黄褐色土少量まじる ）
10 : 暗黄色土（ 黄色土ややまじる ）
11 : 暗黄色土（ 黄色小粒・黄色土粒少量まじ
 る ）
12 : 暗黄褐色土（ 黄色味が強く、黄色土やや
 まじる ）
13 : 暗黄褐色土（ 黄色味強い ）
14 : 黄色土　　　　　　　　
15 : 暗黄色土（黄色土粒少量まじり、固くし
 まっている ）
16 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじり、固く
 しまっている ）
17 : 暗黄色土（ 黄色土粒ややまじり、固くし
 まっている ）
3～14 : 全体的にしまった土

1 : 暗褐色土（ 黄色小粒・炭少量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土まじり、黄色土粒
 ややまじる ）
3 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土まじり、黄色小粒
 ややまじる ）
4 : 暗褐色土（ 暗黄色土まじり、黄色小粒や
 やまじる ）
5 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、黄色小粒
 少量まじる ）
6 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土まじる ）
7 : 黄色土（ 暗褐色土少量まじる ）
8 : 暗黄色土（ 褐色味をおび、暗褐色土少量
 まじる ）
9 : 暗黄色土（ 黄色土粒ややまじる ）
10 : 暗黄色土（ しまっている ）
11 : 黄色土（ やや暗い ）
12 : 黄色土
13 : 暗黄色土（ 黄色土粒ややまじり、しまっ
 ている ）

1 : 焼土（ 炭まじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色土まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土多くまじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強く、黄色土少量まじる、地山 ）
7 : 黄色土（ 地山 ）

1 : 褐色土
2 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、黄色土少量まじる ）
3 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土少量まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
5 : 暗黄色土（ 暗褐色土まじる ）
6 : 黄色土（ 地山 ）
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第93図　土 坑 実 測 図 　（ 2 ）
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1 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土少量まじり、黄色
 小粒ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒少量まじり、暗褐
 色土ややまじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色小粒まじ
 る ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒多くまじる ）
5 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土少量まじり、黄色
 小粒多くまじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
7 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強く、黄色小粒ま
 じる ）
8 : 暗黄色土（ 褐色味をおび、黄色小粒多く
 まじる ）
9 : 暗黄褐色土（ 黄色土・暗褐色土まじる ）
10 : 暗黄色土（ 褐色味をおび、黄色小粒まじ
 る ）
11 : 暗黄色土（ 黄色土まじる ）
12 : 黄色土
13 : 暗黄褐色土（ 固くしまっている ）
14 : カクラン

1 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土少量まじり、黄色小粒ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土まじり、黄色小粒少量まじる ）
3 : 暗褐色土（ 暗黄色土まじり、黄色土粒少量まじる ）
4 : 暗黄色土（ 暗褐色土・黄色土粒ややまじる ）
5 : 暗褐色土（ 暗黄色土ややまじり、黄色土粒少量まじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強く、暗褐色土まじる ）
7 : 暗褐色土（ 暗黄色土少量まじる ）
8 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土・黄色小粒多くまじる ）
9 : 暗褐色土（ やや黄色味をおびる ）
10 : 黄色土（ 暗褐色土少量まじる ）
11 : 黒褐色土（暗褐色土・暗黄色土まじり、黄色土粒少量まじる）
12 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強く、黄色土粒ややまじる ）
13 : 黄色土（ ハードロームまじる ）
14 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土ややまじる ）
15 : 暗黄褐色土
16 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじる ）
17 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
18 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土少量まじり、黄色土粒ややまじる ）
19 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、黄色土粒少量まじる ）
20 : 黄色土（ 暗黄色土まじる ）
21 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
22 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土少量まじる ）
23 : 黄色土（ 暗黄色土まじり、固くしまっている ）
24 : 暗黄色土（ 固くしまっている ）
25 : 暗黄色土（ 黄色土まじる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色味をおびる ）
2 : 黒褐色土
3 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土ややまじり、黄色
 小粒多くまじる ）
4 : 暗褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）
5 : 暗褐色土（ 黄色土ややまじる ）
6 : 暗褐色土（ 黄色小粒少量まじる ）
7 : 暗褐色土（ 黄色土ややまじり、黄色小粒
 まじる ）
8 : 暗褐色土（ 黄色土・黄色土粒まじる ）
9 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじり、黄色土粒
 ややまじる ）
10 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土まじる ）
11 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、暗黄褐色
 土少量まじる ）
12 : 黄色土（ 暗褐色土まじる ）
13 : 暗黄色土（ 黄色土まじり、固くしまって
 いる ）

1 : 黒褐色土
2 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土まじり、黄色小粒少量まじる ）
3 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土・黄色小粒まじる ）
4 : 黒褐色土（ 黄色土・暗黄褐色土少量まじり、黄色小粒
 ややまじる ）
5 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色小粒少量まじる ）
6 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、暗黄褐色土・黄色小粒
 少量まじる ）
7 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土まじり、黄色小粒多くまじり、
 固くしまっている ）
8 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土・黄色土少量まじる ）
9 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土・黄色土少量まじり、黄色土粒
 ややまじる ）
10 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土まじり、黄色土粒少量まじる ）
11 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土まじり、黄色土粒少量まじる ）
12 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
13 : 暗黄色土（ 黄色土粒少量まじり、固くしまっている ）
14 : 暗黄色土（ 暗褐色土多くまじる ）
15 : 黄色土（ 暗黄色土まじる ）
16 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土まじり、黄色土粒ややまじり、
 固くしまっている ）

14
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第94図　土 坑 実 測 図 　（ 3 ）

1m0 50 cm0

2

847. 300m

1

5

34
2

848. 200m

2 3 4

11

13

10
6

8
9

3
4

5

7
12

848. 100m

5

4

8
7

2
1

3
6

847. 500m

7

8
9
10

11 13
12
9

5
123

4
6

847. 300m

2

1
4 3

地山

11号

12号

13号
26号

27号

1 : カクラン
2 : 暗黄褐色土
3 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土まじる ）
4 : 黄色土（ 暗黄褐色土まじる ）
5 : 黄色土（ 暗黄色土まじる ）

1 : カクラン
2 : 暗褐色土（ 黒褐色土・暗黄色土まじ
 る ）
3 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、黄色小
 粒少量まじる ）
4 : 暗褐色土（ 暗黄色土・黄色小粒まじ
 る ）
5 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじる ）
6 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土少量まじる ）
7 : 暗褐色土（ 黄色小粒少量まじる ）
8 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）
9 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土少量まじる ）
10 : 暗黄褐色土（ 黄色土ややまじる ）
11 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
12 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
13 : 暗黄褐色土（ 固くしまっている ）

1 : 暗褐色土（ 黄色味がかり、黄色土少量
 まじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色小粒少量まじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色味がかり、黄色土粒や
 やまじる ）
4 : 暗褐色土（ 黄色土ややまじり、黄色小
 粒少量まじる ）
5 : 黄色土（ やわらかい ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
7 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじり、黄色
 土粒ややまじる ）
8 : 黄色土（ 暗黄褐色土まじる ）
9 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強く、黄色土少
 量まじる ）
10 : 黄色土（ 暗黄色土ややまじる ）
11 : 暗黄色土（ 暗黄色土まじる ）
12 : 黄色土（ 暗褐色土少量まじり、しまっ
 ている ）
13 : 暗黄色土（ しまっている ）

1 : 暗褐色土（ 黄色小粒まじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじり、暗黄色土まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土少量まじる ）
5 : 暗黄色土（ 黄色土少量まじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土少量まじる ）
7 : 暗黄色土（ 黄色土まじる ）
8 : 暗黄色土

1 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強く、暗黄色土まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色土ややまじる ）
4 : 暗黄色土（ 暗褐色土まじる ）
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第95図　土 坑 実 測 図 　（ 4 ）
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1 : 暗褐色土
2 : 暗褐色土（ 黄色土まじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒
 ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色味が
 強い ）
3 : 焼土

1 : 暗黄色土（黄色土粒ややまじり、
 暗褐色土少量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
3 : 黄色土（ やや褐色味をおびる ）
4 : 暗黄褐色土（ 炭ややまじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじ
 る ）

1 : 暗褐色土（ 黄色土粒・炭
 ややまじる ）
2 : 黄色土（ 暗黄褐色土少量
 まじる ）
3 : 暗褐色土（ 焼土まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土・焼
 土少量まじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒・
 焼土粒少量まじる ）

1 : 黒褐色土（ やや黄色
 味をおび、黄色粒・
 焼土粒少量まじる ）
2 : 暗黄褐色土
3 : 暗黄褐色土（ 焼土多
 くまじる ）
4 : 黄色土
5 : 暗黄褐色土（ 焼土ま
 じる ）

1 : 暗褐色土（ 焼土やや
 まじる ）
2 : 暗褐色土
3 : 焼土
4 : 暗黄褐色土（ 焼土や
 やまじる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色味を
 おびる ）
2 : 暗褐色土（ 炭ややま
 じる ）
3 : 暗黄褐色土
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土
 少量まじる ）

1 : 暗褐色土（ やや黄色
 味をおびる ）
2 : 暗褐色土（炭まじる）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土
 まじる ）
4 : 暗黄色土

1 : 暗黄褐色土（ 黄色
 土粒少量まじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色土粒
 ややまじり、焼土粒
 少量まじる ）
3 : 焼土
4 : 黄色土

1 : 暗黄褐色土（ 焼土ま
 じる ）
2 : 焼土
3 : 焼土（ 黄色土少量ま
 じる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色土まじ
 る ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土
 粒・焼土粒ややまじる）

K K'

25号
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第96図　土 坑 実 測 図 　（ 5 ）
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1 : 暗褐色土（ 黄色小粒多くまじる ）
2 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、黄色小粒多くまじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじり、黄色小粒まじる ）
4 : 暗褐色土（ やや黒味をおび、黄色小粒少量まじる ）
5 : 暗黄色土（ 黄色土まじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色土ややまじり、黄色小粒少量まじる ）
7 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじり、黄色小粒ややまじる ）
8 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強く、暗褐色
 土まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土少量まじり、
 黄色土粒まじる ）
3 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土多くまじる ）
4 : 暗黄色土（ やや褐色味をおびる ）
5 : 黄色土（ 暗褐色土多くまじる ）
6 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土・ハードロー
 ム粒少量まじる ）
7 : 暗黄褐色土（ 焼土・暗褐色土まじる）
8 : 暗黄褐色土（ 焼土ややまじる ）
9 : 暗黄色土（ ハードローム粒多くまじ
 る ）
10 : 黄色土（ 地山 ）

1 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土少量ま
 じり、黄色土粒ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややま
 じる ）
3 : 暗褐色土
4 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土・焼土
 まじる ）

1 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、黄色
 土粒ややまじる ）
2 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、炭や
 やまじり、黄色小粒少量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土・暗褐色土まじ
 る ）

1 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土少量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじる ）
3 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、暗黄
 色土ややまじる ）
4 : 暗褐色土（ 黄色土粒少量まじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
6 : 暗黄色土（ 黄色土少量まじる ）
7 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
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第97図　土 坑 実 測 図 　（ 6 ）
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42号
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31
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1 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色土・暗黄褐色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土まじる ）
4 : 暗褐色土（ 黄色土多くまじる ）

1 : 暗褐色土（黄色小粒多くまじる）
2 : 暗褐色土（黄色土まじり、黄色小粒少量まじる）
3 : 暗褐色土（黄色小粒まじる）
4 : 暗褐色土（やや黄色味をおび、黄色小粒まじる）
5 : 暗褐色土（やや黄色味をおび、黄色土粒少量まじる）
6 : 暗黄褐色土（黄色土・暗黄褐色土少量まじる）
7 : 暗黄褐色土（褐色味が強く、黄色土少量まじる）
8 : 暗黄褐色土
9 : 暗黄褐色土（黄色土少量まじる）
10: 暗褐色土（やや黄色味をおび、黄色土少量まじる）
11: 黄色土（暗黄色土まじる）
12: 暗褐色土（やや黄色味をおび、黄色土ややまじる）
13: 暗黄褐色土（黄色土まじる）
14: 黄色土

1 : 暗褐色土（ 黄色土粒多くまじり、黄色
 土ややまじり、炭少量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色土まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色土粒多くまじり、黄色土や
 やまじり、炭少量まじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
4 : 黄色土（ 地山 ）

1 : カクラン
2 : 暗黄褐色土（ カクラン ）
3 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
4 : 黄色土

1 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土多くまじり、黄色小
 粒まじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色小粒まじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色土ややまじ
 り、黄色小粒まじる ）
4 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじり、炭ややま
 じる ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじり、黄色小
 粒まじる ）
7 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじり、暗褐色
 土まじる ）
8 : 暗黄色土（ 黄色土粒少量まじる ）

1 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土少量まじ
 る ）
2 : 暗褐色土（ 黄色土ややまじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土・暗褐色土少
 量まじる ）
5 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土・黄色土ま
 る ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじり、
 暗褐色土まじる ）
7 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
8 : 黄色土（ 暗黄褐色土少量まじる ）
9 : 黄色土（ 暗褐色土との混合土 ）
10 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
11 : 暗黄褐色土（ 黄色土との混合土 ）
12 : 黄色土と暗黄色土との混合土
13 : 暗褐色土（ 黄色土・黄色土粒少量
 まじる ）
14 : 暗黄褐色土（ 黄色土・暗褐色土と
 の混合土 ）

14
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第98図　土 坑 実 測 図 　（ 7 ）
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1 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土まじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色土粒少量まじり、暗黄褐色
 土まじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじり、暗黄褐色
 土まじる ）
4 : 暗褐色土
5 : 暗褐色土（ 黄色土粒少量まじり、黄色小粒
 ややまじり、暗黄褐色土まじる ）
6 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土まじる ）
7 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじり、暗黄褐色
 土まじる、 6 より割合が多い ）
8 : 暗黄色土（ 暗褐色土まじる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじり、
 暗黄褐色土まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土
4 : 暗黄褐色土（ やわらかくもろい ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
6 : 暗褐色土（ 黄色土粒少量まじる ）
7 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土まじる ）
8 : 黄色土（ 暗褐色土まじる ）
9 : 暗褐色土（ 黄色土多くまじる ）
10 : 暗褐色土（ 黄色土粒多くまじる ）
11 : 黄色土（ 暗褐色土多くまじる ）
12 : 暗黄褐色土
13 : 暗褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）
14 : 暗褐色土（ 黄色土粒まじる ）
15 : 暗褐色土（ 黄色土粒多くまじる ）

1 : 暗褐色土（ 暗黄色土まじり、黄色土粒少量
 まじり、黄色小粒多くまじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄褐色土・暗黄褐色土まじり、
 黄色土粒少量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄褐色土まじる ）
4 : 暗黄色土（ 黄色土粒まじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土ややまじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
7 : 黄褐色土（ 暗黄褐色土まじる ）
8 : 暗褐色土（ 黄色小粒ややまじり、黄色土粒
 少量まじる ）
9 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
10 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土まじり、黄色土粒や
 やまじる ）
11 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒多くまじる ）
12 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）
13 : 暗褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）
14 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土まじり、黄色土粒や
 やまじる ）
15 : 暗褐色土（ 暗黄色土まじり、黄色土粒多く
 まじる ）
16 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土まじり、黄色小粒や
 やまじる ）
17 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒・黄色土まじる ）
18 : 黄色土（ 地山 ）

1 : 暗褐色土（ 焼土粒ややまじり、黄色土粒少
 量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒まじり、黄色小粒や
 やまじる ）
3 : 焼土
4 : 暗褐色土（ 黄色小粒まじる ）
5 : 暗褐色土（ 焼土粒多くまじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 地山？ ）

1 : 黒褐色土
2 : 暗褐色土（ やや黄色味をおびる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
4 : 暗黄褐色土
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第99図　土 坑 実 測 図 　（ 8 ）
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1 : 暗褐色土（ 焼土少量まじる ）
2 : 暗褐色土
3 : 暗褐色土（ やや黒味をおびる ）
4 : 暗褐色土（ 黄色土まじる ）
5 : 暗褐色土（ 黄色土・黄色小粒少
 量まじる ）
6 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび
 る ）
7 : 暗褐色土（ 黄色土多くまじる ）

1 : 黄色土（ 暗褐色土少量まじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色味をおびる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土・暗褐色土
 まじる ）
4 : 黄色土

1 : 暗黄褐色土（黄色土粒ややまじる）
2 : 黄色土（焼土多くまじる）
3 : 暗黄褐色土（黄色土粒少量まじる）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじり、黄色
 土粒ややまじる ）
5 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土まじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土少量まじ
 り、黄色土粒ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（黄色土粒ややまじる）
3 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強い ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒・焼土粒
 少量まじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色味が強い ）
6 : 暗褐色土（暗黄褐色土多くまじる）
7 : 暗黄色土（ 黄色土多くまじる ）
8 : 焼土

1 : 暗褐色土（ 黄色味をおびる ）
2 : 暗黄褐色土（ 炭まじり、黄色土
 粒ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 炭ややまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじ
 る ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじ
 る ）
6 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじる ）
2 : 暗褐色土（ 焼土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土少量まじ
 る ）
4 : 暗黄色土（ 暗褐色土まじり、焼
 土まじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土・暗褐色土
 少量まじる ）
2 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土まじり、黄
 色小粒少量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじり、
 焼土粒ややまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
5 : 焼土
6 : 暗黄色土（ 黄色土少量まじる ）
7 : 暗黄色土（ 焼土多くまじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 焼土ややまじる ）
2 : 焼土
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1 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
2 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土少量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色味が強い ）
4 : 焼土

1 : 暗黄褐色土（ 黄色味が強い ）
2 : 暗黄色土（ 焼土まじり、黄色土粒ややまじる ）
3 : 暗黄色土（ 焼土少量まじる ）

1 : 暗黄褐色土

1 : 暗黄色土（ 暗褐色土まじる ）
2 : 黄色土
3 : 暗黄色土

1 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強い ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
3 : 暗黄色土（ 焼土粒ややまじり、黄色土粒少量まじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
3 : 暗黄色土（ 黄色土粒まじる ）
4 : 暗褐色土（ 炭ややまじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじり、黄色土少
 量まじる ）
6 : 黄色土
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第101図　土 坑 実 測 図 　（10）
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45867
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6
54

7
1
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3

1

846. 000m

1 : 暗黄色土（暗黄褐色土まじる）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量ま

じり、焼土粒ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 焼土粒・黄色小

粒少量まじる ）
4 : 暗黄褐色土
5 : 黄色土（ 暗黄色土まじる ）

1 : 暗褐色土（ やや黄色味をお
 び、焼土粒ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量
 まじり、焼土粒ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒まじ
 る ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒・焼
 土粒ややまじる ）
5 : 暗黄褐色土（焼土粒少量まじ
 る）
6 : 暗黄色土（ やや褐色味をお
 び、焼土粒ややまじる ）
7 : 暗黄色土
8 : 黄色土（ 焼土まじる ）
9 : 黄色土（ 暗黄色土まじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒少
 量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少
 量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 焼土まじ
 る ）

1 : 暗黄色土（ 焼土まじる ）
2 : 暗黄色土（ やや褐色味を
 おびる ）

1 : 黄色土（ ハードローム ）
2 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強
 く、焼土粒ややまじる ）
3 : 暗黄色土（ 焼土ややまじ
 る ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒・
 焼土粒少量まじる ）
5 : 黒褐色土（ 暗黄褐色土ま
 じる ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじ
 る ）
7 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土ま
 じる ）

1 : 暗黄褐色土
2 : 暗黄色土（ やや褐色味

をおびる ）
3 : 黄色土
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第102図　土 坑 実 測 図 　（11）
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1 845. 700m

1

5
4
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1 : 暗黄褐色土
2 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）
3 : 暗褐色土（ 焼土ややまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 焼土少量まじる ）
5 : 暗褐色土
6 : 暗黄褐色土（ 黄色味が強い ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒多くまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色小粒少量まじり、焼土粒ややまじる ）
4 : 暗褐色土（ 黄色土粒・焼土粒まじり、炭少量まじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土・焼土少量まじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 焼土多くまじり、黄色土まじる ）
7 : 黄色土（ 地山 ）
8 : 暗褐色土（ 黄色土粒多くまじり、焼土ややまじる ）
9 : 暗褐色土
10 : 暗褐色土（ 黄色土粒まじり、焼土ややまじる ）
11 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）
12 : 暗黄褐色土（ 焼土多くまじる ）
13 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
14 : 暗黄褐色土（ 焼土少量まじる ）
15 : 暗黄褐色土（ 焼土粒・黄色土粒ややまじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒や
 やまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土やや
 まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 焼土ややま
 じる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色味が強く、
 焼土少量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 焼土粒ややまじ
 り、暗褐色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ やや褐色味をお
 びる ）
5 : 暗黄褐色土（ 焼土粒ややまじ
 る ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量ま
 じる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
3 : 黄色土（ 暗褐色土まじる ）
4 : 暗黄褐色土

1 : 暗黄色土（ 暗褐色土まじる ）
2 : 暗黄色土（ 焼土少量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強い ）
4 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土少量まじる ）
5 : 暗黄色土（ やや褐色味をおびる ）

1 : 暗黄褐色土
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 炭ややまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 焼土ややまじり、
 黄色土少量まじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 焼土粒・黄色土粒
 ややまじる ）

71号
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第103図　土 坑 実 測 図 　（12）
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1 : 暗褐色土（ 赤色小粒少量まじる ）
2 : 暗褐色土（ 赤色小粒ややまじる ）
3 : 暗褐色土（ 暗黄色土・赤色小粒ややまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）

119号

845. 800m

846. 300m
E E'

4

1 2 3

1 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 赤色小粒・黄色土粒ややまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）

1 : 暗黄褐色土
2 : 暗黄色土（ 赤色小粒ややまじる ）

1 : 暗褐色土（ 赤色小粒ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 焼土ややまじる ）
3 : 暗赤色土（ 焼土 ）
4 : 暗黄色土（ 焼土大量にまじる ）
5 : 暗黄色土

F F'
846. 300m

1 2

3
1 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）
2 : 黒色土（ カクラン ）
3 : 暗褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色土粒
 ややまじる ）
2 : 暗黄色土（ 黄色土少量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 焼土粒少量まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじり、
 暗褐色土まじる ）
5 : 黄色土（ 地山 ）
6 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色土粒
 ややまじる ）
7 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじる ）
8 : 暗黄褐色土（ 焼土粒まじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 焼土塊まじり、赤色
 土粒少量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒ややまじ
 る ）
4 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土まじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじ
 り、赤色小粒まじる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじり、焼
 土ややまじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色土まじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色小粒少量まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒ややまじ
 る ）
5 : 暗黄褐色土（ 焼土・黄色土まじ
 る ）
6 : 暗褐色土（ 黄色土粒多くまじる ）
7 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土まじり、黄
 色土粒多くまじる ）
8 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじ
 る ）
9 : 暗黄色土

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじる ）
2 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土ややまじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
4 : 暗黄色土（ 黄色土多くまじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土まじり、黄色
 土粒ややまじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強く、黄色土
 粒少量まじる ）
7 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色土粒
 少量まじる ）
8 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色土粒
 まじる ）
9 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強く、非常に
 しまっている ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじ
 る ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒多くまじ
 る ）
3 : 黄色土（ 暗黄褐色土少量まじ
 る ）
4 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、
 黄色土粒ややまじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
6 : 暗褐色土（ 黄色土粒少量まじ
 り、黄色土まじる ）
7 : 暗黄色土（ 地山 ）

1 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、焼土
 粒ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじ
 る ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじり、焼
 土粒ややまじる ）

1 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、
 黄色土粒ややまじる ）
2 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、
 暗褐色土まじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色土粒少量まじる ）
4 : 暗黄褐色土（黄色土粒少量まじる）
5 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土まじる ）
6 : 暗黄褐色土（黄色土粒多くまじる）
7 : 暗黄色土
8 : 黄色土

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじり、焼土
 粒ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土・暗褐色土ま
 じる ）
3 : 暗黄色土（ 黄色土少量まじる ）
4 : 暗黄色土（ 黄色土粒ややまじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）

147号

E

E'
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1 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじ
 る ）
2 : 暗黄色土（ 焼土まじり、やわら
 かい ）
3 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）
4 : 黄色土

1 : 暗褐色土（ 焼土まじる ）
2 : 暗黄褐色土
3 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじり、焼
 土・炭ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒・焼土粒
 少量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色味が強く、黄
 色土粒・焼土粒ややまじる ）
5 : 焼土

1 : 暗黄褐色土
2 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土・焼土・
 黄色土粒まじる ）
3 : 暗褐色土（ 暗黄色土少量まじ
 り、黄色小粒まじる ）
4 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土まじる ）
5 : 焼土

1 : 暗黄褐色土（ 焼土少量まじり、黄色
 小粒多くまじる ）
2 : 黄色土（ 暗黄褐色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 焼土多くまじる ）
4 : 暗黄色土
5 : 焼土

1 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、黄色土粒ややまじる ）
2 : 暗褐色土（ やや黄色味をおびる ）
3 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土・焼土少量まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじる ）
6 : 暗褐色土（ やや黄色味をおびる ）
7 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土少量まじる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色土ややまじる ）
2 : 暗褐色土（ 暗黄色土多くまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
4 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色土や
 やまじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色土多くまじる ）
7 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじり、黄色土
 粒少量まじる ）
8 : 暗褐色土（ 黄色土粒まじる ）
9 : 暗黄褐色土（ ハードロームブロック
 多くまじる ）
10 : カクラン

1 : 暗褐色土（ 黄色土ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強く、黄色土粒
 少量まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
5 : 暗黄色土（ 黄色土ーハードローム多く
 まじる ）
6 : 暗黄色土（ 黄色土まじる ）
7 : 暗黄褐色土
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第105図　土 坑 実 測 図 　（14）
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1 : 暗褐色土（ 黄色土粒少量まじる ）
2 : 暗褐色土（ 褐色味をおびる ）　　　　　
3 : 暗褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒まじる ）
5 : 暗黄褐色土

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじり、黄色土
 粒ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土多くまじる ）
5 : 暗褐色土（ やや黄色味をおびる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色土粒ややまじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色土粒・焼土少量ま
 じる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、焼土少量まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 褐色味をおびる ）
5 : 焼土

1 : 暗黄褐色土（ 褐色味をおび、黄色土・赤色小
 粒少量まじり、黄色小粒まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 褐色味をおび、黄色土粒ややま
 じる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒まじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土まじり、黄色土粒やや
 まじり、赤色小粒少量まじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色土・暗褐色土少量まじる ）
7 : 暗黄褐色土

1 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒少量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 赤色小粒少量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒・黄色小粒ややま
 じる ）
4 : 暗黄褐色土（ 褐色味をおびる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじり、黄色
 小粒ややまじる ）
6 : カクラン

1 : 暗黄色土（ 黄色土粒少量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 焼土まじり、黄色小粒ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
4 : 暗黄色土（ 黄色土粒ややまじる ）
5 : カクラン

5
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第106図　土 坑 実 測 図 　（15）
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1 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強く、黄色土まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 焼土・黄色土粒まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒・炭まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒・焼土ややまじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじり、
 焼土まじる ）
3 : 暗黄色土（ 黄色土粒まじる ）

I 'I

1

846. 400m
4 9

8
101175632

1 : 暗黄褐色土（ 焼土粒ややまじる ）
2 : 黄色土（ 焼土少量まじる ）
3 : 黄色土（ 焼土ややまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土ややまじる ）
5 : 暗褐色土（ やや黄色味をおびる ）
6 : 暗褐色土（ 焼土まじる ）
7 : 焼土
8 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
9 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土多くまじり、
 黄色土・焼土粒少量まじる ）
10 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
11 : カクラン

1 : 暗褐色土（ 焼土少量まじる ）
2 : 暗褐色土（ 焼土粒少量まじる ）
3 : 暗褐色土（ 炭・焼土粒少量まじる ）
4 : 焼土
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土多くまじる ）
6 : 暗褐色土（ やや黄色味をおびる ）
7 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、炭・
 焼土粒・黄色土粒ややまじる ）
8 : 暗黄褐色土（ 焼土・黄色土多くまじ
 り、炭ややまじる ）
9 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
10 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
11 : カクラン
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第107図　土 坑 実 測 図 　（16）
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1 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土まじる ）
2 : 暗褐色土（ やや黄色味をおびる ）
3 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土少量まじる ）
4 : 暗黄色土（ 黄色土少量まじる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色小粒多くまじり、黄
 色土粒少量まじり、焼土粒ややまじる）    
　　　               　　ー 109号土坑覆土
2 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、黄色
 小粒まじる ）
3 : 暗黄褐色土
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじり、焼土粒
 ややまじる ）

1 : 暗褐色土（暗黄色土ややまじる）
2 : 暗褐色土（暗黄褐色土ややまじ
 る）
3 : 暗黄色土（黄色土粒ややまじる）
4 : 暗黄褐色土（暗褐色土まじる）
5 : 暗黄褐色土（黄色土ややまじる）

1 : 暗黄褐色土（ 焼土ややまじる ）
2 : 暗黄色土（ 焼土まじる ）
3 : 暗黄色土（根によるカクラン？）

1 : 暗褐色土（ 黄色土粒まじり、炭やや
 まじる ）
2 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土まじり、黄色
 土粒ややまじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色小粒少量まじり、炭
 ややまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
5 : 暗黄色土（ 黄色小粒多くまじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土・暗褐色土まじ
 る ）

1 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色
 土少量まじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色
 土粒ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 焼土ややまじる ）
2 : 暗黄色土（ 焼土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黒色土まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 褐色味がある ）
5 : 暗黄褐色土（黄色小粒ややまじる）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる）
7 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒まじる ）
8 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）
9 : 暗黄色土

1 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土まじり、黄色
 土粒少量まじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色土粒少量まじり、焼
 土粒ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじり、
 焼土少量まじる ）
5 : 暗褐色土（ 焼土少量まじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）
3 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 褐色味をおびる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色味が強い ）
2 : 黄色土（ 暗黄色土少量まじる ）
3 : 暗黄色土（ 黄色土多くまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 焼土ややまじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 焼土少量まじる ）
6 : 黄色土

1 : 暗黄褐色土（ 褐色味をおび、黄色
 小粒まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒ややまじる）
4 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒まじり、黄
 色土粒少量まじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色土多量にまじる）
7 : 焼土

1 : 暗黄褐色土（黄色小粒多くまじり、
 炭ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（黄色土粒多くまじり、
 黄色土少量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒多くまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
5 : 黄色土（ 地山 ）

1 : 暗黄褐色土（黄色土粒少量まじる）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじり、
 焼土粒ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 焼土粒・黄色土粒少
 量まじる ）
4 : 暗黄色土（ 褐色味をおび、黄色土
 まじる ）
5 : 暗黄色土（ 焼土多くまじる ）
6 : 暗黄色土（ 黄色土多くまじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土ややまじ
る）

2 : 暗褐色土（黄色小粒少量まじる）
3 : 暗黄褐色土（赤色小粒ややまじ

る）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒少量まじ

る）
5 : 暗褐色土（炭少量まじる）
6 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土まじり、

黄色土粒少量まじる）
7 : 焼土
8 : カクラン

1 : 暗黄褐色土（ 褐色味をおびる ）
2 : 暗黄色土（ 黄色土まじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）
4 : 暗褐色土（ 赤色味をおびる ）
5 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土ややまじ
 り、黄色土粒少量まじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 褐色味をおび、黄色小
 粒まじる ）　　
3 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒・焼土ややま
 じる ）
4 : 暗黄色土
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土・焼土まじる ）

1 : 暗黄褐色土
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 赤色粒まじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強く、
 黄色土粒ややまじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじ
 る ）
2 : 暗黄色土
3 : 暗褐色土（ 焼土ややまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）
5 : 暗褐色土（ 焼土粒ややまじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 焼土まじる ）
7 : 焼土

1 : 暗褐色土（ 黄色土粒少量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじ
 る ）
4 : 暗褐色土（ 褐色味をおびる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒ややまじ
 る ）
7 : 焼土



― 112 ―

第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第108図　土 坑 実 測 図 　（17）
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1 : 暗褐色土（ 黄色小粒少量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
3 : 暗褐色土（ 褐色味が強く、黄色小粒ややまじ
 る ）
4 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土・黄色土粒ややまじ
 る ）
5 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土まじり、黄色土粒やや
 まじる ）

1 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色土粒ややまじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、暗黄色土少量まじり、
 黄色土粒ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 炭ややまじり、暗黄色土少量まじる）
4 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土まじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土ややまじる ）
2 : 暗黄色土
3 : 暗黄褐色土（ 褐色味をおび、黄色小粒少量ま
 じる ）
4 : 暗黄褐色土（ 褐色味をおび、焼土ややまじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒ややまじり、炭まじる）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒まじり、赤色小粒少量
 まじる ）
7 : カクラン

1 : 暗黄褐色土（ 黄色味をおびる ）
2 : 暗黄褐色土
3 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土まじり、焼土ややまじる）
4 : 焼土
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
6 : 黄色土

1 : 暗褐色土（ 黄色味をおびる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土まじり、焼土ややまじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）

152号
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第109図　土坑、小竪穴実測図
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1 : 第12号住居址覆土
2 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土まじる ）ー第11号住居址覆土
3 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土多くまじる ）
4 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土・暗褐色土まじる ）
6 : 暗黄褐色土
7 : 暗黄色土（ 黄色土多くまじる ）
8 : 暗黄色土（ 黄色土粒・黄色土ややまじる ）
9 : 黄色土（ しまっている ）

1 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、焼土粒ややまじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、焼土粒・黄色土粒少量まじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、焼土粒・黄色土粒ややまじる ）
4 : 焼土
5 : 黄色土

1 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、しまっている ）
2 : 暗褐色土（ 灰ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ やわらかい ）
4 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土少量まじり、しまっている ）
5 : 黄色土（ 地山 ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒多くまじる ）
7 : カクラン

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土多くまじる ）
3 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土ややまじる ）
4 : 暗黄色土（ 黄色土まじる ）
5 : 黄色土（ やわらかい ）
6 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじる ）　　　　　　　　
7 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色土粒少量まじる ）
8 : 暗褐色土（ 黄色土粒少量まじる ）　　　　　　　
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1 Kc09 7－14 Bo－ 5 0.72 0.70 0.74 0.70 0.06 円形 円形

2 Kc09 7－14 Bo－ 5  1.68 1.52 0.50 0.48 1.02 0.22 0.39 不整円形 方形 落とし穴

3 Kc09 7－14 Bq－10 1.92 1.88 0.72 0.52 1.03 0.20 0.30 円形 長方形 落とし穴

4 Kc09 7－13 BP－48 1.58 1.40 0.68 0.46 0.77 0.18 0.35 楕円形 長方形 落とし穴

5 Kc09 7－13 Bk－41 1.48 1.26 1.32 1.04 0.16 不整円形 不整円形 土坑？

6 Kc09 7－13 B l－41 1.80 1.50 1.64 1.20 0.19 不整円形 不整円形 土坑？

7 Kc09 7－14 B l－ 2 3.20 2.20 0.60 0.54 1.05 0.20 0.38 円形 方形 落とし穴

8 Kc09 7－14 B l－ 0 2.44 2.32 0.66 0.60 1.34 0.22 0.41 不整円形 方形 落とし穴

9 Kc09 7－13 Bo－44 1.32 1.12 0.72 0.56 0.71 0.22 0.06 楕円形 長方形 落とし穴

10 Kc09 7－13 Bm－45 2.34 2.10 0.60 0.54 1.13 0.24 0.39 不整円形 方形 落とし穴

11 Kc09 7－13 Bk－ 5 1.32 1.14 1.04 0.72 0.19  不整円形 不整円形

12 Kc09 7－14 Bu－15 2.08 1.98 0.60 0.60 0.90 0.26 0.13 円形 方形 落とし穴

13 Kc09 7－14 Bu－14 1.40 1.16 0.72 0.52 0.67 0.16 0.30 楕円形 長方形

14 Kc09 7－14 Be－11 1.22 0.50 0.70 0.36 0.26 楕円形 楕円形 22 土、16 土と重複

15 Kc09 7－14 Bd－12 1.16 0.90 0.50 0.14 0.20 不整円形 楕円形 プラン不整形 . 底部に焼土あり

16 Kc09 7－14 Be－12 0.72 0.60 0.56 0.46 0.11 楕円形 楕円形 礫出土 14 土と重複

17 Kc09 7－14 Bf －11 0.66 0.56 0.26 0.20 0.16 円形 円形 底部・周辺に焼土あり

18 Kc09 7－14 Bf－12 0.76 0.62 0.46 0.32 0.90 不整円形 楕円形 底部に焼土あり

19 Kc09 7－14 Bf－12 0.50 0.34 0.10 0.08 0.11 楕円形 円形 2 基重複

0.14 0.08 楕円形

20 Kc09 7－14 Bf－13 0.90 0.72 0.50 0.38 0.19 楕円形 楕円形 底部に焼土あり

21 Kc09 7－14 Bg－13 0.70 0.66 0.58 0.32 0.14 円形 楕円形 底部・周辺に焼土あり

22 Kc09 7－14 Be－11 0.68 0.58 0.54 0.21 0.08 不整円形 楕円形 14 土と重複 . 土層断面図なし

23 Kc09 7－14 Bg－13 0.54 0.48 0.23 0.16 0.14 円形 楕円形 底部～周辺全面焼土

24 Kc09 7－14 Bf－13 0.60 0.52 0.38 0.33 0.17 円形 円形 土坑半面に焼土あり

25 Kc09 7－14 Bc－11 0.76 0.56 0.57 0.40 0.14 不整円形 不整円形

26 Kc09 7－14 Bq－ 5 1.44 1.26 0.72 0.52 0.84 0.04 0.04 不整楕円形 長方形 落とし穴

27 Kc09 7－14 Bf－ 8 1.54 0.84 1.10 0.55 0.17 不整楕円形 楕円形

28 Kc09 7－14 Bb－ 7 1.48 1.26 1.08 0.76 0.45 楕円形 楕円形 礫出土 土壌ｻﾝﾌﾟﾙ採取

29 Kc09 7－14 Ba－10 1.00 0.84 0.85 0.71 0.21 不整円形 不整円形

30 Kc09 7－14 Ba－10 0.85 0.66 0.64 0.46 0.18 不整円形 不整円形

31 Kc09 7－13 Ba－48 1.40 1.00 1.11 0.90 0.27 不整方形 不整方形 底部に焼土あり . 礫出土

32 Kc09 7－13 Ba－49 1.42 1.01 0.60 0.43 0.36 楕円形 不整円形 礫出土

33 Kc09 7－13 Ay－14 1.52 1.08 1.26 0.90 0.18 不整楕円形 不整楕円形 礫出土

34 欠番、30 土坑と同じ

35 Kc09 7－14 Bc－11 0.62 0.32 0.17 不整楕円形 不整楕円形 5 住と重複

36 Kc09 7－13 Bo－45 1.44 1.10 1.16 0.72 0.26 楕円形 楕円形 断面すり鉢状

37 Kc09 7－13 B l－47 1.12 1.06 0.70 0.62 0.94 円形 方形 落とし穴

38 Kc09 7－13 A i－30 1.42 1.26 1.12 0.70 0.16 不整円形 不整円形

39 Kc09 7－13 Ah－31 1.30 0.92 0.94 0.34 0.18 楕円形 楕円形

40 Kc09 7－13 Am－33 1.18 1.18 1.06 1.04 0.40 円形 円形 断面袋状

41 Kc09 7－13 Aq－32 1.62 1.25 1.14 0.54 0.94 楕円形 楕円形 落とし穴

42 Kc09 7－13 Ag－32 1.54 0.88 1.12 0.74 0.15 楕円形 楕円形

43 Kc09 7－14 Av－13 1.27 0.87 1.02 0.47 0.18 不整楕円形 不整楕円形

44 Kc09 7－13 Am－31 1.50 1.20 0.12 0.12 0.16 楕円形 楕円形 底部ﾋﾟｯﾄ 2 箇所

0.12 0.20 0.13

45 Kc09 7－13 Am－34 1.60 1.46 0.57 0.56 0.82 円形 円形 壁一部張り出しあり

46 Kc09 7－13 Ak－43 0.52 0.46 0.40 0.33 0.08 円形 円形 断面図なし

47 Kc09 7－13 Am－42 1.10 1.02 1.00 0.88 0.22 円形 円形 断面袋状

48 Kc09 7－13 Am－44 0.91 0.70 0.73 0.52 0.15 不整楕円形 不整楕円形

49 Kc09 7－13 Ak－42 0.95 0.97 0.73 0.22 楕円形 楕円形 円形土坑と重複

50 Kc09 7－13 Ak－45 1.12 0.85 0.46 0.44 0.16 不整楕円形 円形 底部に焼土あり 円形土坑と重複

第 1 表　小田原遺跡土坑一覧

番 号 出土位置
検　　　出　　　面 ピット 検　出　形　態

所　　　　見 備　　　　考上　端 下　端
深さ 直 径 深さ 検出面 底　部

長径 短径 長径 短径
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番 号 出土位置
検　　　出　　　面 ピット 検　出　形　態

所　　　　見 備　　　　考上　端 下　端
深さ 直 径 深さ 検出面 底　部

長径 短径 長径 短径
51 Kc09 7－13 Ak－44 0.68 0.66 0.47 0.46 0.13 不整円形 不整円形

52 Kc09 7－13 Ah－45 0.68 0.58 0.39 0.30 0.18 不整円形 不整円形

53 Kc09 7－13 Ah－45 0.63 0.53 0.40 0.30 0.08 不整円形 不整円形 底部から東壁にかけて焼土あり

54 Kc09 7－13 Ai－43 0.48 0.38 0.35 0.23 0.14 不整楕円形 不整楕円形

55 Kc09 7－13 Ai－43 0.82 0.73 0.58 0.42 0.15 不整円形 不整円形

56 Kc09 7－13 Ah－54 0.60 0.60 0.39 0.19 楕円形 楕円形 円形土坑と重複

57 Kc09 7－13 Af－41 0.87 0.73 0.56 0.45 0.17 楕円形 楕円形 底部に焼土あり

58 Kc09 7－13 Ag－40 0.98 0.76 0.75 0.58 0.15 楕円形 楕円形 底部に一部焼土あり

59 Kc09 7－13 Ai－47 1.42 1.22 1.14 0.96 0.22 不整円形 不整円形

60 Kc09 7－13 Af－49 0.88 0.88 0.60 0.60 0.12 不整方形 方形

61 Kc09 7－14 Ak－ 1 1.02 1.02 0.85 0.73 0.38 円形 円形 断面袋状 150 土と重複

62 Kc09 7－14 Aj－ 1 1.18 0.82 0.81 0.54 0.16 楕円形 楕円形 151 土と重複

63 Kc09 7－13 Ag－44 1.11 0.66 0.96 0.54 0.13 不整楕円形 不整楕円形 底部に一部焼土あり

64 Kc09 7－13 Ag－46 0.92 0.76 0.18 0.16 0.16 不整円形 不整方形 底部付近に焼土あり 円形土坑・65 土と重複

65 Kc09 7－13 Ag－46 1.02 0.73 0.82 0.54 0.07 楕円形 楕円形 底部に焼土あり 66 土・64 土と重複

66 Kc09 7－13 Ag－46 0.60 0.52 0.45 0.25 0.12 不整円形 楕円形 65 土と重複

67 Kc09 7－13 Ag－45 0.76 0.38 0.30 0.25 0.16 楕円形 不整方形 底部に焼土あり

68 Kc09 7－13 An－47 1.10 0.80 0.96 0.52 0.14 楕円形 楕円形 底部に焼土あり

69 Kc09 7－14 A l－ 0 1.22 1.00 0.86 0.76 0.13 不整円形 不整円形 底部に一部焼土あり

70 Kc09 7－13 Ap－41 0.82 0.74 0.50 0.42 0.14 円形 円形 後期土器出土

71 Kc09 7－13 Af－48 0.98 0.58 0.60 0.36 0.05 楕円形 楕円形 壁周辺に焼土あり

72 Kc09 7－13 Ae－48 0.90 0.86 0.70 0.68 0.08 不整方形 不整方形 壁付近に一部焼土あり

73 Kc09 7－13 Ad－47 0.94 0.78 0.73 0.66 0.11 楕円形 楕円形 底部に一部焼土あり

74 Kc09 7－14 Aj－ 0 0.94 0.62 0.48 0.42 0.20 楕円形 円形 不整形土坑と重複

75 Kc09 7－13 Ai－46 0.60 0.46 0.40 0.40 0.11 不整円形 隅丸方形 底部に一部焼土あり

76 Kc09 7－13 Ae－42 0.78 0.50 0.47 0.30 0.11 楕円形 楕円形

77 Kc09 7－13 A l－42 0.58 0.50 0.46 0.35 0.10 円形 円形 断面図なし

78 Kc09 7－13 Am－46 0.80 0.66 0.68 0.38 0.08 楕円形 楕円形 底部に一部焼土あり

79 Kc09 7－13 Am－44 0.75 0.66 0.46 0.22 0.26 不整方形 不整方形 円形土坑・80 土と重複

80 Kc09 7－13 Am－45 0.63 0.61 0.42 0.22 0.11 円形 楕円形 底部周辺に焼土あり 79 土と重複

81 Kc09 7－13 Ah－43 0.77 0.66 0.42 0.42 0.10 円形 円形

82 Kc09 7－13 Aj－42 0.57 0.54 0.36 0.36 0.13 円形 円形 底部に焼土あり

83 Kc09 7－13 Ae－49 1.04 0.70 0.90 0.52 0.17 楕円形 楕円形 底部に一部焼土あり

84 Kc09 7－13 Ab－49 0.88 0.50 0.64 0.22 0.08 不整楕円形 不整楕円形 底部に焼土あり

85 Kc09 7－13 Ap－47 0.66 0.58 0.50 0.42 0.18 円形 円形

86 Kc09 7－13 Ap－47 0.95 0.66 0.84 0.54 0.07 不整楕円形 不整楕円形 底部に一部焼土あり 2 基重複か ?

87 Kc09 7－13 Ap－48 0.64 0.56 0.50 0.44 0.09 円形 円形 底部に一部焼土あり

88 Kc09 7－13 Ao－49 0.78 0.54 0.56 0.56 0.15 円形 不整円形 底部に一部焼土あり

89 Kc09 7－13 Ao－46 0.76 0.54 0.70 0.40 0.24 楕円形 楕円形

90 Kc09 7－13 Ap－49 0.92 0.65 0.73 0.46 0.16 楕円形 楕円形

91 Kc09 7－14 Aq－ 0 1.40 0.74 1.20 0.56 0.12 楕円形 楕円形 底部に一部焼土あり

92 Kc09 7－14 Ar－ 0 1.18 0.70 0.64 0.14 不整円形 不整円形 142 土・145 土・146 土・50 号集石と重複

93 Kc09 7－13 Ae－43 0.63 0.55 0.44 0.37 0.09 円形 円形

94 Kc09 7－13 Ae－42 0.60 0.50 0.42 0.30 0.08 不整円形 不整円形 底部に一部焼土あり

95 Kc09 7－13 An－48 0.69 0.56 0.46 0.36 0.11 不整円形 円形 底部に一部焼土あり

96 Kc09 7－14 Aq－ 0 0.76 0.66 0.48 0.34 0.20 円形 不整円形 底部から壁の一部に焼土あり

97 Kc09 7－14 Ar－ 1 0.68 0.54 0.48 0.35 0.07 楕円形 楕円形 98 土と重複

98 Kc09 7－14 Ar－ 2 0.84 0.58 0.62 0.32 0.13 楕円形 楕円形 97 土と重複

99 Kc09 7－14 Ar－ 2 0.78 0.58 0.46 0.38 0.11 不整円形 不整円形

100 Kc09 7－06 Bn－39 1.42 0.90 1.16 0.44 0.67 楕円形 長方形 落とし穴

101 Kc09 7－06 Be－43 1.11 0.94 0.66 0.53 0.92 円形 円形 落とし穴

102 Kc09 7－14 Ap－ 0 1.14 0.94 0.11 楕円形 楕円形 底部に一部焼土あり 103 土と 105 土と重複
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

番 号 出土位置
検　　　出　　　面 ピット 検　出　形　態

所　　　　見 備　　　　考上　端 下　端
深さ 直 径 深さ 検出面 底　部

長径 短径 長径 短径
103 Kc09 7－14 Ap－ 0 0.90 0.78 0.18 不整隅円形 不整隅円形 底部に焼土あり 102 土と 104 土と重複

104 Kc09 7－14 Ap－ 0 0.76 0.70 0.64 0.48 0.13 円形 不整円形 103 土と重複

105 Kc09 7－13 Ap－49 1.00 0.70 0.08 楕円形 楕円形 底部から壁に焼土あり 102 土と 106 土と重複

106 Kc09 7－14 Aq－ 0 0.80 0.56 0.10 楕円形 楕円形 底部から壁に焼土あり 105 土と 107 土と重複

107 Kc09 7－14 Aq－ 0 0.74 0.58 0.60 0.40 0.09 楕円形 楕円形 底部から壁に焼土あり

108 Kc09 7－21 Br－23 2.06 1.98 1.64 1.62 0.24 円形 円形 礫出土

109 Kc09 7－14 As－ 2 0.95 0.66 0.62 0.44 0.10 不整円形 不整円形 底部に一部焼土あり 140 土と重複

110 Kc09 7－14 As－ 2 0.64 0.60 0.40 0.38 0.12 不整方形 不整方形

111 Kc09 7－14 At－ 1 0.72 0.56 0.42 0.40 0.12 不整楕円形 不整長方形

112 Kc09 7－14 Ar－ 2 0.88 0.70 0.66 0.48 0.10 楕円形 楕円形

113 Kc09 7－13 Am－45 0.54 0.44 0.42 0.22 0.06 楕円形 楕円形 底部に一部焼土あり

114 Kc09 7－14 As－ 3 0.76 0.52 0.18 不整円形 不整円形 141 土と重複

115 Kc09 7－13 An－49 0.62 0.52 0.52 0.34 0.07 円形 楕円形

116 Kc09 7－14 An－ 0 0.58 0.52 0.44 0.42 0.05 不整方形 不整方形 底部に一部焼土あり

117 Kc09 7－14 Ao－ 0 0.84 0.70 0.56 0.54 0.10 不整円形 不整円形 底部に焼土あり

118 Kc09 7－14 Ao－ 2 0.60 0.44 0.52 0.20 0.07 楕円形 楕円形

119 Kc09 7－14 Am－ 1 0.42 0.35 0.26 0.24 0.08 円形 円形

120 Kc09 7－14 Am－ 0 0.50 0.38 0.36 0.26 0.08 楕円形 楕円形 底部に焼土あり

121 Kc09 7－13 A l－49 0.56 0.40 0.32 0.28 0.05 不整楕円形 不整円形

122 Kc09 7－13 A l－48 0.46 0.36 0.26 0.20 0.08 楕円形 楕円形

123 Kc09 7－13 Am－48 0.53 0.42 0.32 0.28 0.04 楕円形 円形 底部に焼土あり

124 Kc09 7－14 Ap－ 1 1.06 0.92 0.96 0.69 0.15 不整円形 不整円形 底部に一部焼土あり

125 Kc09 7－14 A l－ 2 1.56 0.92 0.92 0.37 0.24 楕円形 楕円形 底部に一部焼土あり

126 Kc09 7－14 Ap－ 2 0.74 0.54 0.62 0.40 0.10 楕円形 楕円形 底部に一部焼土あり

127 Kc09 7－14 An－ 3 0.40 0.36 0.24 0.13 0.12 円形 楕円形

128 Kc09 7－14 An－ 3 0.65 0.56 0.44 0.29 0.13 円形 不整円形

129 Kc09 7－14 Aq－ 2 1.30 0.80 1.12 0.64 0.09 楕円形 楕円形 底部に焼土あり

130 Kc09 7－14 A l－ 1 0.56 0.46 0.32 0.25 0.18 不整円形 不整円形 底部に一部焼土あり

131 Kc09 7－14 Ak－ 1 0.88 0.82 0.58 0.48 0.11 円形 不整円形 底部に一部焼土あり

132 Kc09 7－14 Ar－ 4 0.60 0.56 0.40 0.24 0.11 不整方形 不整方形

133 Kc09 7－14 Ar－ 4 0.72 0.62 0.52 0.44 0.10 円形 円形 底部に焼土あり

134 Kc09 7－14 Ar－ 3 1.06 0.80 0.88 0.64 0.14 楕円形 楕円形 底部に一部焼土あり

135 Kc09 7－14 Ar－ 2 0.78 0.60 0.54 0.45 0.28 楕円形 楕円形

136 Kc09 7－13 A j－46 0.84 0.84 0.54 0.46 0.06 方形 不整方形 周辺に焼土あり 137 土と重複

137 Kc09 7－13 Ak－46 0.60 0.43 0.07 不整円形 不整円形 底部に焼土あり 136 土と重複

138 Kc09 7－14 Ad－ 0 1.04 0.86 0.88 0.64 0.10 楕円形 楕円形 底部に一部焼土あり 不整形土坑と重複

139 Kc09 7－14 Ad－ 1 1.20 1.10 1.06 0.96 0.18 不整円形 不整円形 底部に一部焼土あり

140 Kc09 7－14 As－ 2 0.58 0.26 0.12 不整円形 不整円形 底部に一部焼土あり

141 Kc09 7－14 As－ 3 0.80 0.74 0.38 0.06 0.26 不整円形 不整円形 底部周辺一部焼土あり 114 土と重複

142 Kc09 7－14 Ar－ 1 1.04 0.86 0.60 0.04 楕円形 楕円形 底部に焼土あり 92 土と 145 土と重複

143 Kc09 7－14 An－ 6 0.90 0.88 楕円形 楕円形 底部に焼土あり 71 集石、41 集石と重複

144 Kc09 7－14 Am－ 6 1.10 0.78 0.90 0.46 0.13 楕円形 楕円形 底部に焼土あり 71 集と重複

145 Kc09 7－14 Ar－ 1 0.75 0.58 0.44 0.12 不整円形 不整円形 底部に一部焼土あり 92 土と 142 土と隣接

146 Kc09 7－14 Ar－ 0 0.82 0.68 0.11 楕円形 楕円形 底部に一部焼土あり 50 集石と重複

147 Kc09 7－14 Ak－ 1 1.50 0.66 0.90 0.56 0.20 楕円形 不整方形 底部に一部焼土あり 148 土と隣接

148 Kc09 7－14 Ak－ 0 0.98 0.82 0.58 0.54 0.19 円形 円形 底部に一部焼土あり 61土と円形土坑と重複、147 土と隣接

149 Kc09 7－14 Am－ 4 1.36 1.12 0.88 0.84 0.23 不整方形 不整方形

150 Kc09 7－14 Ak－ 1 0.78 0.62 0.16 不整円形 不整円形 底部に一部焼土あり 61 土と重複

151 Kc09 7－14 A j－ 1 0.66 0.36 0.14 不整円形 不整円形 62 土と重複

152 Kc09 7－14 Am－ 6 0.94 0.74 0.64 0.52 0.11 不整円形 不整方形 底部に一部焼土あり

153 Kc09 7－14 A f－ 4 0.50 0.24 0.84 不整円形 不整円形 落とし穴
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第110図　土 坑 出 土 遺 物 　（ 1 ）　（ 1：3土、2・5：10土、3：12土、4：14土、6：17土、7：18土、8：27土、9～11：28土、
     12～21：31土 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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第111図　土 坑 出 土 遺 物 　（ 2 ）　（ 1 ～ 10：32土、11 ～ 13：33土、14：35土、15：47土、16 ～ 18：49土、19：50土、20：56土 ）
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第112図　土 坑 出 土 遺 物 　（ 3 ）　（ 1：43土、2：60土、3：61土、4：62土、5：69土、6：80土、7 ～ 9：92土、10：87土、11：90土、
　　　　　　12・13：98土、14：96土、15 ～ 17：92土、18：70土 ）
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5 cm0

1

第113図　土 坑 出 土 遺 物 　（ 4 ）　（ 1：95土、2：99土、3 ～ 10：102土、11・12：104土、13・14：105土、15：108土、
　　　　　　　　　　　　16：114土、17：145土、18：133土、19：136土、20：139土 ）
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第114図　土 坑 出 土 遺 物 　（ 5 ）　（ 1 ～ 7：125土、8 ～ 11：129土、12 ～ 14：142土、15・16：144土、17・18：147土 ）
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7

第115図　土 坑 出 土 遺 物 　（ 6 ）　（ 149土 ）
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5 cm0

第116図　土 坑 出 土 遺 物 　（ 7 ）　（ 1 ：10土、2：12土、3：28土、4：33土、5・6：61土、7：102土、8：117土、9：74土、
 10：108土、11・12：125土、13：127土、14・15：128土、16：142土、17：147土、
 18・19：149土、）
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1

第117図　土 坑 出 土 遺 物 　（ 8 ）　（ 1：16土、2：38土、3：27土、4：61土、5：125土、6：149土 ）
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　３. 　集　石　炉
　合計74基出土しており、中には集石炉と考えるのは難しい遺構もあるが、現場での遺構番号の混乱を避ける

ためにあえて集石炉として番号をとっている。

　集石炉にはサイコロ状の礫を平坦面を揃える形で敷いているものと、扁平な礫を使用している炉については

その礫自体を使用して炉の形状を形作っているものがみられる。また、敷かれた石の上部に拳大の礫を入れて

いる例も見られる。

　第 1 号集石炉（ 第118図 ）

　Kc09 7－14 Bb－7より出土している。直径70cmの平面円径の掘り込みがあり、その底部に扁平な礫を敷き、

上部に角礫をのせている。

　遺　　　物（ 第132図 ）

　第 132 図 1～14 が出土している。格子目文（ 1～7 ）を中心に、網目文（ 8・9・11 ）や山形文（ 10 ）等の押

型文が出土している。

　第 2号集石炉（ 第118図 ）

　Kc09 7－14 Be－3から検出されている。直径約 60cm の平面円形を呈し、底部と壁面に扁平な礫を組み、そ

の中に若干の礫が入っていた。

　遺　　　物（ 第132図 ）

　第132図15～19が図示できた土器である。格子目文（ 15 ）、市松文（ 16 ）、網目状撚糸文（ 17 ）等が出土し

ている。  

　第 3号集石炉（ 第118図 ）

　この集石炉は Kc09 7－14 Bf－0から出土している。直径 1. 3ｍの平面円形を呈し、比較的扁平な礫を使用

して形成されているが、厚く積み上げられている様子はなく、下には数点石が敷かれているのみであった。

　第 15号集石炉（ 第121図 ）

　この集石炉は Kc09 7－14 AW－2より出土している。扁平な礫を使用して直径60㎝程の小規模な掘り込みの

壁面に礫を立て、底部に礫を敷きつめて炉としている。このような構成の集石炉が13例出土している。

　第 17号集石炉（ 第122図 ）

　Kc09 7－14 Ap－6より出土している。直径 8 ㎝程度の礫が集中しているが、底部に掘り込みが確認できず、

集石炉というよりは集石としたほうが適切な遺構である。このような例は第62号集石炉が該当すると思われる。

　第 22号集石炉（ 第123図 ）

　この遺構は Kc09 7－14 Au－9から出土している。直径約1ｍ、深さ約30㎝の掘り込みに、方形の礫を上面

が平坦になるように敷きつめ、その上に礫を積み上げている。このようなタイプの集石炉の出土例が 5 例確認

されている。
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第118図　集石炉実測図　（ 1 ）
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846. 400m

846. 600m

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
2 : 暗黄色土
3 : 暗褐色土（ 黄色土ややまじり、やわらかい ）

1 : 暗褐色土（ 黄色味をおびる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
3 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土ややまじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 黄色土多くまじる ）
2 : 暗黄色土（ 暗褐色土少量まじる ）
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第119図　集石炉実測図　（ 2 ）

846. 400m
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1 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒多くまじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじる ）
3 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土まじる ）
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2 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色土粒ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒多くまじる ）
4 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、黄色土ややまじる ）
5 : 暗褐色土

846. 500m
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1 : 暗褐色土（ 黄色土粒少量まじる ）
2 : 暗黄色土（ 黄色土少量まじる ）
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第120図　集石炉実測図　（ 3 ）

846. 700m9号

1 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじる ）
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1 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土まじり、黄色土粒少量まじる ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土小量まじる ）
3 : 暗褐色土
4 : 暗黄褐色土（ やわらかい ）
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第121図　集石炉実測図　（ 4 ）

846. 600m
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1 : 暗褐色土（ やや黄色味をおびる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色小粒まじる ）
3 : 黒褐色土
4 : 暗褐色土（ 黄色土まじる ）
5 : 暗黄色土（ 黄色土まじる ）
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第122図　集石炉実測図　（ 5 ）
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1 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土まじる ）
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第123図　集石炉実測図　（ 6 ）
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第124図　集石炉実測図　（ 7 ）

50 cm0
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1 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土まじる ）
4 : 暗褐色土
5 : 暗褐色土（ 黄色土ややまじる ）
6 : 暗黄色土
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3 : 暗褐色土（ 黄色小粒少量まじる ）
4 : 暗褐色土（ 黄色土・炭ややまじり、
 黄色土粒少量まじる ）

1 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土まじる ）
2 : 暗褐色土（ 黒色味をおび、黄色小粒まじる ）
3 : 暗黄色土
4 : 暗褐色土（ 黒色味をおび、黄色土まじる ）
5 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじり、炭まじる ）
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第125図　集石炉実測図　（ 8 ）
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第126図　集石炉実測図　（ 9 ）　（ 第35集石炉 ）
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1 : 暗褐色土
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第127図　集石炉実測図　（10）
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1 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土まじる ）
2 : 暗褐色土
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
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1 : 暗褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
2 : 暗褐色土（ 黄色土粒まじる ）
3 : 暗褐色土
4 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土少量まじり、黄色土粒ややま
 じる ）
5 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
6 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土少量まじる ）
7 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじり、暗褐色土少量まじる ）
8 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
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2 : 暗黄褐色土
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土多くまじる ）

846. 000m

846. 200m

6

1 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）
2 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 褐色味をおびる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒まじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 暗黄色土少量まじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色小粒少量まじる ）
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1 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじる ）
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第128図　集石炉実測図　（ 11）

846. 100m
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1 : 暗褐色土
2 : 黄色土（ 暗黄色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土・炭ややまじる ）
5 : 暗褐色土（ 黄色土ややまじる ）
6 : 暗黄色土（ 暗黄褐色土ややまじる ）
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5 : 暗褐色土（ 焼土まじる ）
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第129図　集石炉実測図　（12）

50 cm0
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1 : 暗黄褐色土（ 褐色味が強く、やわらかい ）
2 : 暗黄褐色土（ 黄色土粒ややまじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
4 : 黄色土
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1 : 暗褐色土
2 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
4 : 暗黄色土
5 : 黄色土 ｝掘り過ぎ
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第130図　集石炉実測図　（13）
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第131図　集石炉実測図　（14）

50 cm0

846. 000m

69号

845. 900m

70号

845. 900m

71号

73号

846. 000m

74号

846. 000m

1

1 : 暗褐色土

845. 300m

1

75号

1 : 暗褐色土

845. 800m

1

1 : 暗褐色土

72号

1

1



― 140 ―

第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第2表　小田原遺跡集石炉一覧表

番号 出土位置
集石規模 掘形規模

類型 備　考
直　径 深さ 直　径 深さ 石敷 石組 敷石なし集石 その他

1 Kc09 7－14 Bb－ 7 φ 70× 30 φ 70× 20 ○平 B1

2 Kc09 7－14 Be－ 3 70×60 10 65×60 10 ○平 A 石組上に少量石あり

3 Kc09 7－14 Bf － 0 80×90 18 130×102 8 ○平 B1 敷石一部のみ

4 Kc09 7－14 Bf－ 1 150×150 14 100×80 8 ○ ? D1 石散在

5 Kc09 7－14 Aw－ 4 40×25  68×（52） 4 ○ ? D1 掘形なし、6号集石炉と重複

6 Kc09 7－14 Av－ 4 48×28 66×60 10 ○ ? C2 石散在、5 号集石炉と重複

7 Kc09 7－13 Bc－49 100×130 73×70 12 ○平 A 上部に石少量あり

8 Kc09 7－13 Bd－49 70×50 20 94×64 10 ○ C2 一部石敷き

9 Kc09 7－14 Ba－ 7 70×60 ？ 86×52 ？ ○ 用途不明、断面なし

10 Kc09 7－13 Bm－46 50×30 64×70 10 ○ C2 少量の石

11 Kc09 7－14 Av－ 4 50×40 78×60 8 ○ C1 一部石散在、掘形不明確

12 Kc09 7－14 Aw－ 9
76×50

（50）×（70）
24 82×78 22 ○角礫 B2 上部に石少量

13 Kc09 7－13 Bk－48 32×20 × ○ C2 少量の石のみ

14 × ×

15 Kc09 7－14 Av－ 2 60×46 60×48 14 ○平 B1

16 Kc09 7－14 Bb－ 4 50×42 56×52 12 ○ A 石敷のみ

17 Kc09 7－14 Ap－ 6 102×30 × ○ D2 石散在

18 Kc09 7－13 Ay－48 52×34 60×48 12 B1 石敷のみ

19 Kc09 7－13 Ay－47
70×50

（70）  （52）
×

φ 70
22 ○角 B2 上に礫少量

20 Kc09 7－14 Ar－ 4 42×30 20 52×46 20 ○ ? C2 底に平石あり

21 Kc09 7－14 Au－ 6
50×40

（38）  （30）
10 62×56 10 ○平 B1 上に礫少量

22 Kc09 7－14 Au－ 9
78×46

（76）  （60）
24 104×86 30 ○角 B2 上に礫あり

23 Kc09 7－14 Bq－ 5 90×50 20 ? × ? ? 6 住と重複、ﾌﾟラン不明

24 Kc09 7－13 Bc－48
60×50

（54）  （50）
20 105×81 22 ○ C2 上に少量の礫

25 Kc09 7－14 Bq－ 0 50×47 67×44 14 ○ C2 石散在

26 Kc09 7－13 Ax－49
79×62

（42）  （42）
34 96×81 34 ○角 B2 上部多量の礫

27 Kc09 7－14 Be－ 5 50×25 61×53 8 ○ C2 石少量

28 Kc09 7－13 A l－35 44×42 82×73 18 ○ C2 石少量

29 Kc09 7－13 At－47 30×20 × ○ D1 平石並べるのみ

30 Kc09 7－13 At－46 × ○平 ? D1 石 4 点のみ

31 Kc09 7－13 At－44 36×30 12 57×48 12 ○ A

32 Kc09 7－13 Av－47
69×46

（－）  （－）
19 73×60 18 ○角 B2

敷石、平面図なし、上に礫あ
り

33 Kc09 7－13 Ai－48 42×32 64×51 15 ○ A 敷石のみ

34 Kc09 7－14 An－ 5 46×26 10 54×56 8 ○平 B1 敷石のみ

35 Kc09 7－14 Ac－ 1 94×134 × ○ C2? 2 基重複

36 Kc09 7－14 Au－ 8 36×22 6 46×36 7 ○ B1

37 Kc09 7－14 Ae－ 0 60×52 100×80 15 ○ C2
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38 Kc09 7－14 Al－ 1 × × ○ D2 石 2 つ

39 Kc09 7－14 Am－ 5 50×40 69×56 10 ○平 B1

40 Kc09 7－14 Af－ 1 78×84 80×74 15 ○平 B1 2 基あり、遺構検出面に石

41 Kc09 7－14 Ak－ 5 43×4 90×70 14 ○ C2 石散在 .12 住と重複

42 Kc09 7－13 Ap－45 × 66×56 9 ○ C1 石 4 つ

43 Kc09 7－14 Aq－ 6 100×60 178×72 7 ○ C2 溝状土坑、重複 ? 底部に焼土

44 Kc09 7－13 Al－44
52×42

（46）  （47）
25 65×54 22 ○平 C2 上に石あり

45 Kc09 7－13 Ap－44 42×30 68×52 10 ○ C2 石少量

46 Kc09 7－13 As－48 40×30 46×40 12 ○平 A

47 Kc09 7－14 Ar－ 3 × 60×53 10 ○ C2 石 4 つ

48 Kc09 7－14 As－ 3  × 47×43 14 ○ C2 石散在、4 つ

49 Kc09 7－13 An－45 43×56 68×57 8 ○ C2 検出面に平石

50 Kc09 7－14 Ar－ 0  × 164×112 16 ○ D2 不整形土坑、集石 ?

51 Kc09 7－13 Ae－41 45×42 12 68×52 22 ○平 A 上に石散在

52 Kc09 7－13 Am－45 64×46 86×70 24 ○ C2

53 Kc09 7－13 Aw－47 42×20 52×49 9 ○平 A

54 Kc09 7－14 As－ 1 38×32 14 65×51 14 ○平 A 上に石なし

55 Kc09 7－13 Ak－42
78×60

（88）  （62）
26 82×64 20 ○平 B1 上に多量の石

56 Kc09 7－14 An－ 7 73×44 100×71 12 ○ C2 底部付近に石 .11 住と重複

57 Kc09 7－14 As－ 1 φ 20× φ 40× 4 ○ D2 焼土あり、検出面に石

58 Kc09 7－13 Ao－45 × × ○ C2 石 2 ヶ

59 Kc09 7－14 Al－ 4 φ 100× 116×85 4 ○ C2 石散在、大石 1 ヶ

60 Kc09 7－14 Al－ 5 82×40 18 93×68 14 ○ C1 石散在

61 Kc09 7－13 Al－45 24×22 42×36 9 ○ C1 検出面に平石 6 ヶ

62 Kc09 7－21 Bn－25 × × ○ C1 石 3 ヶ

63 Kc09 7－21 Bg－22 64×30 × ○ D2 楕円土坑に石散在

64 Kc09 7－21 Bg－23 44×30 × ○ 大型の礫使用

65 Kc09 7－21 Bx－49 × × ○ C1 石散在、敷石 ?

66 Kc09 7－14 Af－ 0 43×32 52×34 12 ○ C2 検出面に石

67 Kc09 7－14 Ag－ 4 44×30 20 50×22 14 C2  12 住と重複

68 Kc09 7－14 Ae－ 1 34×30 48×34 2 ○ C2 石少量 .12 住と重複

69 Kc09 7－14 Ak－ 3 × × D1 検出面に石 4 つ

70 Kc09 7－14 A j－ 3 74×38 9 96×70 14 ○平 B1 上に石少量

71 Kc09 7－14 Am－ 5 52×24 90×72 2 ○ D2 底に焼土、石少量

72 Kc09 7－14 Ah－ 3 90×80 18 105×98 20 ○平 B1 敷石ややあらい．12 住と重複

73 Kc09 7－14 Ak－ 3
40×42

（83）  （62）
60×50 11 ○ C2 石散在

74 Kc09 7－14 Ak－ 3 78×60 × ○ C2

75 Kc09 7－14 Ad－ 2 116×94 126×91 9 ○ C1 検出面に石散在

番号 出土位置
集石規模 掘形規模

類型 備　考
直　径 深さ 直　径 深さ 石敷 石組 敷石なし集石 その他
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第132図　集 石 炉 出 土 遺 物 　（ 1 ） （ 1 ～ 14：1集、15 ～ 19：2集、20 ～ 22：14集、23：4集 ）
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第133図　集 石 炉 出 土 遺 物 　（ 2 ） （ 1・24集、29：59集、3：70集、4：39集、5：40集、6：43集、7：60集、8：66集、
　　　　10・11：71集、12・13：72集、14：75集 ）
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第134図　集 石 炉 出 土 遺 物 　（ 3 ） （ 1・2：43集、3 ～ 6：59集、7：75集、8：74集、9・10：4集、11・12：5集、13：8集、14：12集 ）
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第135図　集 石 炉 出 土 遺 物 　（ 4 ） （ 1・2：18集、3：20集、4：23集、5：27集、6：37集、7：40集、8：57集 ）
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第136図　集 石 炉 出 土 遺 物 　（ 5 ） （ 1：52集、2：59集、3 ～ 5：55集、6：66集、7：60集、8：27集 ）
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4 . 　石　　　列

4 . 　石　　　列
　第 1 号石列（ 第137図 ）

　この遺構は Kc09 7－14 At－4を中心にして検出されている。長さ 1. 91 ｍ、幅約 30 ㎝の列と、長さ 2. 12 ｍ

幅約30㎝の 2 列で構成されている。礫は、西部の石列から多量に出土しており、土がほとんど入り込んでいな

い状況であった。東部についてはややまばらな印象である。礫を除去した後の掘形は明瞭であり、深さは約

20cmを測った。

　また、西部石列からは、近世以降と考えられるすり鉢の底部も出土している。

　遺　　　物（ 第138図・第139図 ）

  第138図 2 ～ 5・第139図 2 はいわゆる磨石である。第139図 1 は黒曜石製の剥片石器である。

　第 2号石列（ 第137図 ）

　この遺構は Kc09 7－14 At－4より出土している。長さ1. 64ｍ、幅約40㎝の規模である。第1号石列と同様

に礫が密集して出土しており、その中に礫器が混入しているような状況であった。また、掘形の規模は第 1 号

石列とほぼ同規模であり、深さも23cm とよく近似している。

　なお、この石列からは土器が出土していないため、時代の決定は難しい。

　遺　　　物（ 第139図・第140図 ）

　第139図 4・第140図 2・3・5 はいわゆる磨石である。第140図 4 は石材として遺跡に持ち込まれた礫と考

えられる。

　第 3号石列（ 第137図 ）

　この遺構は Kc09 7－13 Ap－49より出土している。長さ 1 ｍ、幅約35㎝と第 1 号、2 号石列に比べて小規

模である。掘形から推定すると、溝状に掘り込んだ部分と、土坑状に掘られた部分が重複しているような状況

であり、土坑状の掘り込みが溝を切っているような様子であった。なお、礫を検出した段階ではこの重複状況

は把握することができなかった。

　この遺構からは遺物は出土していない。

　第 4号石列（ 第137図 ）

　この遺構は Kc09 7－14 An－7より出土している。当初細長く列をなしているような状況が見られたため、石

列としたが、調査が進むと、長さ 1 ｍ、幅約60㎝の規模となり、石列として取り扱うのが適当か疑問の残る結

果となってしまった。また、底部には比較的大きめな礫が存在していることから、集石炉の可能性もある。

　この遺構からも遺物は出土していない。
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1m0

第137図　石 列 実 測 図

1 号

2 号
3 号

4 号
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4 . 　石　　　列

第138図　第 1 号石列出土遺物
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第139図　第 1 号、2 号石列出土遺物　（ 1 ～ 3：1石、4：2石 ）
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4 . 　石　　　列

第140図　第 2 号石列出土遺物
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第141図　溝 址 実 測 図
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1 : 暗褐色土（ 暗黄色土多くまじる ）
2 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土ややまじる ）
3 : 暗褐色土（ 暗黄褐色土少量まじる ）
4 : 暗褐色土（ 黄色小粒ややまじる ）
5 : 暗黄褐色土（ 暗褐色土少量まじる ）
6 : 暗黄褐色土（ 黄色土少量まじる ）
7 : 暗褐色土（ やや黄色味をおび、しまっている ）

A'A

1 : 暗褐色土
2 : 暗褐色土（ 黄色味をおび、黄色土まじる ）
3 : 暗黄褐色土（ 黄色土まじる ）
4 : 暗黄褐色土（ 黄色土多くまじる ）

1 : 黒褐色土
2 : 黄色土と暗褐色土の混合土
3 : 暗褐色土（ 黄色土少量まじる ）

5 . 　溝　　　址
　第 1号溝址（ 第142図 ）

　Kc09 7－13 Bj－46 付近から出土している。長さ約 35 ｍで深さは約 20 ㎝と浅い。全体的に黄色小粒の混じっ

た暗褐色の土で覆われている。出土遺物はなかった。

　第 2号溝址（ 第141図 ）

　Kc09 7－14 Bj－2付近から出土している。長さ約3ｍを測り、北部は一段深く掘り込まれている。遺物は出土

していない。

　第 3号溝址（ 第141図 ）

　Kc09 7－14 Bd－16付近から出土している。長さ約 1 ｍ、幅約30㎝の小規模な遺構である。深さは20㎝を測

る。遺物は出土していない。

　第 4号溝址（ 第141図 ）

　Kc09 7－13 Ao－49付近から出土している。長さ約 1 ｍ、幅約60㎝と規模の小さい溝址である。
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6 . 　礫　　　群

6 . 　礫　　　群
　遺構検出作業時に礫が比較的集中している地点が 3 カ所検出され、それぞれに遺構番号をつけて調査記録を

実施した。しかし、その後の調査により、これらの礫群のうち、第 1 号礫群については、第 3・8 号住居址、

第 2 号礫群については第 6 号住居址の上層に存在していた礫であることが判明した。このため、本来は各住居

址の項に掲載しなければならないが、遺物をグリッドおよび、一括で取り上げている部分もあるため、あえて

礫群として掲載している。

　第 1号礫群（ 付図 4 ）

　この礫群は kc09 7－14 Bd－6付近を中心に検出された。礫群といっても密集しているのではなく、散漫に広

がっている状態であった。

　この礫群は、前述のとおり第 3・8 号住居址の上層の遺物を含んでおり、平面図でもこれらの住居址付近に

礫が集中している傾向がうかがえる。

　遺　　　物（ 第143図・第145図 ）

  出土している遺物で掲載できた土器は17点である。格子目文（ 第143図 1～8 ）を中心にして山形文（ 第143

図10・12）、楕円文（ 第143図11・14・15 ）が出土し、黒鉛の入った破片（ 第143図13 ）も出土している。

　石器は第145図 6・9 である。6 は黒曜石製の剥片石器である。9 は石材として持ち込まれたと考えられる礫

である。

　第 2号礫群（ 付図 5 ）

　Kc09 7－14 Bb－5付近より出土している。Kc09 7－14 Ay－5付近には第23号集石炉も出土しており、第 6

号住居址の上面に重複して出土していることが分かる。また、第 1号礫群と同様に住居址の確認される地点に、

より礫が集中している傾向がうかがえる。

　遺　　　物（ 第144図・第145図 ）

　21点の土器片を掲載することができた。第 1号礫群と同じように、格子目文（ 第144図 1～11 ）を中心として、

山形文（ 第144図13～16 ）、楕円文（ 第144図17 ）、市松文（ 第145図18 ）等が出土している。

　石器は、第145図 2～5・7・8 である。第145図 2～5 は黒曜石製の剥片石器で、比較的大きな石器である。

また、第145図 7 は横刃型石器（ 刃部図中の側面 ）、8 は石材として持ち込まれた礫と考えられる。

　第 3号礫群（ 付図 6 ）

　Kc09 7－14 Bb－4付近より出土している。この礫群でも礫が大きく 2 カ所に集中している傾向が確認できた

ため、検出作業を行ったが集中地点には遺構は検出されなかった。  

　遺　　　物（ 第146図～第148図 ）

　20点の土器片が図示できた。格子目（ 第146図1～8 ）を中心として山形文、楕円文、市松文等が出土している。

　石器は第147図・第148図が出土している。磨石 2 点（ 第147図 3・10 ）をはじめ、凹石（ 第147図 4 ）や敲

石（ 第147図 9 ）、石材として持ち込まれたと考えられる礫（ 第147図 5～8・第148図 1・4）と考えられる石

も出土している。
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第143図　第 1号礫群出土遺物
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6 . 　礫　　　群

第144図　第 2号礫群出土遺物
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第145図　礫群出土遺物　（ 1 ）　（ 1：3号礫群、2 ～ 5・7・8：2号礫群、6・9：1号礫群 ）
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6 . 　礫　　　群

第146図　第 3 号礫群出土遺物
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第Ⅰ章　小田原遺跡の遺構と遺物

第147図　礫群出土遺物　（ 2 ）　（ 第 3 号礫群 ）
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6 . 　礫　　　群

第148図　礫群出土遺物　（ 3 ）　（ 第 3 号礫群 ）
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第Ⅱ章　ま　と　め
1 . 遺　　　構
（ 1） 住　居　址

　今回の調査では13基の竪穴住居址が出土した。このうち、平安時代の竪穴住居址が 3 基であり、残りの10

基が縄文時代早期の竪穴であった。

　平安時代の住居址は、北東部にカマドが築かれ、床面がさほど硬化していない状況が確認され、笠根遺跡で

検出されている住居址と同様な傾向を示す。時期的にも、遺物の点数が少ないので明確には確定できないもの

の、須恵器が出土せず、内黒土器と灰釉陶器が出土している状況から、笠根遺跡とほぼ同じ時期と推定するこ

とができる。

　このうち、第 1 号住居址は、住居址の四隅に、不定形な掘り込みが確認され、用途、住居址が機能していた

時点での状況等がどのような状況であったのか検討が必要である。

　次に、縄文時代の住居址であるが、これらの竪穴からはすべて押型文が出土しており、後述されているよう

に、早期前半期の竪穴と考えてよさそうである。これらについては、一辺約 3 ｍの比較的小型の遺構と、一辺

約 5 ｍクラス、一辺約 8 ｍクラスの 3 つの規模に分けることができそうである。大型の住居址については、第

6 号住居址以外は深さも約80ｍと遺存状況も良好であった。

　小型の竪穴については覆土中に多量の礫が混入しているといった共通する特徴が見られ、これらの礫中に遺

物が含まれていた。このため、遺物のほとんどが床面より浮いた状態で出土している。

　また、床面を精査したが、遺構に伴うと考えられるピットが確認されなかったことも共通する。このため、

報告段階では住居址としているものの実際の取り扱いでは「竪穴」とした方が適切ではないかとも考えている。

　次に中型の住居址であるが、このクラスについては、第10号住居址しか確認されていないため、状況は不明

である。この住居址については、床直上まで削平がおよび、プランを明確に把握しきれなかった面がある。こ

のため、記録段階で楕円形状に記録せざるをえなかったものの、写真で見ると、円形の住居址が重複している

ととらえたほうが適当ではないかと思われる。

　大型住居址は、遺構を完掘していないため、規模等について確定できない要素もあるが、第12号住居址を主

体として考えた場合、全体として隅丸方形を呈し、小型の竪穴と比較して、壁の立ち上がりがなだらかで、傾

斜の変化点が数カ所に確認される。床面はいわゆるハードロームまで掘り込まれ、柱穴となるかどうかの小規

模なピットが多数検出されている特徴がある。壁際の覆土は地山の土目と近似していたため、的確に遺構が検

出できず、ずるずると掘り進めていくことにより確認していいたため、壁際については層位等を明瞭に記録す

ることができなかった。

　なお、第11号住居址の床面に、焼土が数カ所から検出されているが、これらについては調査段階で検出する

ことができなかった、底部に焼土を伴う土坑が重複していたためと考えられる。

　また、第13号土坑は、遺構の一部しか調査を実施できなかったものの、北壁部に焼土が検出されている。こ

の地点では板状剥離を呈する安山岩が立てられており、何らかの施設であることは確実であるが、類例につい

て確認できないため、今後の検討課題である。  

　住居址については小型の竪穴は尾根の鞍部に集中し、大型の住居址は南向きの傾斜地にまとまって検出され

ている状況であり、遺構の規模によって立地が異なるという傾向をみることができよう。
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（ 2） 土　　　坑

　土坑は、いわゆる落とし穴状の土坑の他に、底部に焼土を伴うものや、内部に何も伴わないものが検出され

ている。落とし穴状の土坑については、遺跡の北東部に集中しており、生活域と分離された地点に掘り込まれ

ている印象を持つものの、時期を決定できるような遺物が出土していないため、明確にすることができない。

　焼土を伴う土坑については、炉穴との見方が示されているような土坑も検出されているが、その根拠となる

遺構の必要条件を把握していないため、ここでは焼土を伴う土坑として一括して取り扱う。

　焼土を伴う土坑は、平面形態から円形またはそれに類するプランを有するもの（Ａ類）と、不整円形を呈す

るもの（Ｂ類）の 2 種類に大きく分けることができる。Ａ類はさらに、底部の被熱箇所によって、3 種類に分

かれる。1 類は底部の中央部付近を中心に検出されるもので、2 類は、中央部には検出されず、壁面付近に見

られるものである。また、底部のみではなく遺構外にまで被熱箇所が及んでいる土坑（ 3 類）も検出されている。

各タイプは印象的にではあるが、検出状況に差異がみられる。まずＡ 1 類は単独で出土しており、Ａ 2 類は 2

～3 基の土坑が重複しているような状況を示し、Ａ 3 類については複数の同類の土坑が隣接して出土している

傾向が伺える。

　一方、Ｂ類は同様のプランを持つ遺構が 6 基ほど重複し、中には集石炉とも切り合い関係を持つ遺構も存在

する。また比較的浅いといった特徴が共通してみられる。覆土についても黒色系の土は少なく、火を焚くため

にそのつど掘り込まれているといった印象が強い。このことは短期的な使用であったことを物語っているので

はなかろうか。

（ 3）集　石　炉

　集石炉は本遺跡では大きく 4 種類に分類が可能と考えられる。

　Ａ：4～5 個の扁平な礫を使用して炉状に組み込む。石組みの中に角礫が少量出土する例もある。

　　　今回 7 例検出された。

　Ｂ：礫を敷いた上部に礫を入れ込むもので、敷かれている礫が扁平なものを中心にしているもの（1）と、角礫

　　　が中心となるもの（ 2 ）に細分できる。Ｂ 1 は 10例、Ｂ 2 は 5 例検出されている。

　Ｃ：掘り込み中に単純に礫を入れ込んだもの。礫が扁平なもの中心（1）の場合と、角礫中心の場合（2）がある。

　　　Ｃ 1 は 7 例、Ｃ 2 は25例出土している。

　Ｄ：遺構検出面に礫がおかれるだけのもの 。やはり扁平な礫の場合（1）と、角礫の場合（2）とに分けられる。

　　　Ｄ 1 は 1 例、Ｄ 2 は 2 例出土している。  

　集石炉の形態としては、Ｃ 2 類が最も多く、一般的な形態ととらえることができる。この類型はさらに規模

の大小によって 2 分でき、大型のものは住居址に極近い地点（重複も含めて）に存在しており、機能的な差が

あったことも考えられる。Ｃ 2 類の小型のタイプおよびＢ1 類は町内でも調査例があり、縄文時代に一般的に

見られる類型と考えられるかもしれない。

  一方、Ａ類やＢ 2 類については町内の調査事例ではあまり類例がみられないタイプであった。Ａ類は尾根の

鞍部に集中して検出されており、比較的平坦な地点を選んでいる傾向が伺えよう。礫の構成も比較的シンプル

で、4～5 個の扁平な礫を箱状に組み合わせているのみであり、いわゆる「石組炉」と呼ばれる遺構を想定さ

せる。これに対してＢ 2 類は立地的には特徴的なものは見いだせないものの、各礫の平坦面を揃えるようにし

て土坑底部に敷きつめ、その上に礫を詰め込む構造は他の町内遺跡では見られないことから、押型文土器の出

土するこの遺跡に特徴的な類型といえる。
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2 . 遺　　　物
（ 1 ） 早期前葉土器
1 ）出土状況

　縄文時代早期前半に比定される土器は細片をのぞいておよそ1,500点が出土、そのうち押型文系土器は900点

である。ただし、細片を含んでいない数である。大半は遺構内の出土であり、特に 9基の該期住居址竪穴覆土内

の出土は86%に及ぶ。伴出する縄文、撚糸文、無文土器を加えると覆土内から出土した土器は全体の91%である。

　ここでは住居址竪穴の覆土から出土した土器全般についてその概略を記しておく。出土数の詳細は第 3 表に

まとめた。

3 号住居址

細片を除いて63片が出土。内訳は格子目文（第 2 図）23、網目文（第3図1～7・14）8、無文18、山形文（同

8 ･ 9 ･ 1 2、第4図 1～5 ）9、楕円文（第 3 図10・11・13）4、縄文（同16）1 ほかである。格子目文は格子目

の大きさが中くらいのものが多く、山形文は長く細い山形で、黒鉛入りのものは 4 片（第4図 2～4 ）だけである。

4 号住居址

9 片があるだけである。格子目文（第11図 1～4・8 ）5、網目文（同 7 ）1、楕円文（同 6 ）2、無文 1 と少

なくて詳しいことは分からない。楕円文は大粒である。

5 号住居址

　19片と少ない。格子目文（第12図 1～5 ）9、市松文（同 6 ）1、山形文（同10）2、楕円文（同 7～9 ）3、

撚糸文 2、無文 2 である。第12図 3 の格子目文は横位施文で無文部を残す。

6 号住居址

細片を除く185片が出土している。格子目文（第15･16･17･18図 1～6 ）93、網目文（第18図7～10）7、

市松文（第19図9～13）7、山形文（第18図11～21、第19図 1・2 ）18、楕円文（第19図 3～8 ）16、縄文（同

14～19、第20図）6、撚糸文（第20図 4・5 ）2、網目状撚糸文（同 1～3 ）3、無文29、含繊維（同14～17）

4 である。

　格子目文には大きな破片がいくつかあって、器形、文様構成を知ることができる。第15図 1 は口縁が大きく

外湾して、胴上部が緩く膨らみ中くびれ形になる。格子目は小さく、口縁部～頸部を縦位に胴部を横位に施文

する。器形は、あまり開かないチューリップハット形に近い例、直線的に外反する例など若干バラエティーが

ある。格子目は小さいものが多いことが注意されようか。山形文は縦位施文がほとんどであり、長く細い山形

である。縄文には縄の太細がある。

8 号住居址

66片が出土している。内訳は網目文（第 8 図 5・6 ）11、格子目文（第 7・8 図 1～4 ）28、市松文（第 8 図

14）1、山形文（同 7・8 ）5、楕円文（同 9 ･11・13）3、網目状撚糸文（同10）1、無文17である。
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３住 ４住 ５住 ６住 ８住 10 住 13 住
3 ･ 4 ･ 5 ･ 6 ･
8 ･ 10 ･ 13 住

計

11 住 12 住 住居址
文 様 別
点 数

１住 ２住 ９住

1 ･ 2 ･
9 住 Ba ５

付 近
サブ
トレ

Ｂ
BC
49
礫群付
近

Bf ･
Ba
礫群付
近

Bf10
そ
の
他

その他
一括計

その他
文様別
点 数上 中 下 一括 周辺 計 上 下 一括 サブ 北壁

サブ 計 
計

１ 網 目 文

縦位施文 8 1 6 2 2 5 24 8 19 1 17 2 47 4 3 2 9 80 1 1 1 3 1 1 6 7
横位施文 1 3 1 5 4 3 7 12 4 3 1 8 8
縦・横位施文 6 4 10 10
口唇刻み （1） （1） （1） （1） （1） 1 1 1
小計 8 1 7 11 3 9 39 8 23 1 20 2 54 4 3 2 9 102 1 1 1 5 6 2 1 15 16

２ 格 子 目 文

斜大（5.0 ㎜以上） 9 6 1 16 3 4 1 1 9 7 5 1 13 38 1 1 1 1 2 3
斜中（3.0 ～ 5.0 ㎜） 15 3 6 41 13 4 2 84 10 29 1 41 4 85 20 9 3 32 201 5 3 1 9 10 3 12 4 1 5 1 36 45
斜小（3.0 ㎜以下） 8 2 3 43 7 1 64 9 4 3 14 30 4 3 2 9 103 2 1 3 3 11 1 6 1 22 25
正 2 2 2 1 1 1
口唇刻み 1 1 1
小 計 23 5 9 93 28 6 2 166 22 38 5 56 4 125 31 17 6 54 345 8 4 1 13 13 3 25 5 2 11 2 61 74

３ 市 松 文 1 7 1 2 11 6 8 14 2 6 3 11 36 1 1 1 5 1 7 8
小 計 1 7 1 2 11 6 8 14 2 6 3 11 36 1 1 1 5 1 7 8

４ 山 形 文

縦位帯状 1 1 3 2 7 2 11 1 5 19 10 7 4 5 26 52 3 3 3
横位帯状 2 1 1 4 1 4 1 6 2 2 4 14 1 1 1
斜位帯状 1 1 1 1 1 2 2
縦位密接（不明を含む） 2 9 1 3 5 20 8 4 3 10 25 10 2 5 17 62 1 1 2 4 3 2 1 10 12
横位密接（不明を含む） 3 3 2 3 5 1 3 4 12 1 1 2 2
斜位密接 1 1 1
異方向密接 1 1 1
異方向帯状 3 2 5 1 1 18 18 24
黒鉛入り（縦・横位一括）（ 3 ）1 2 3 6 2 6 2 16 5 4 2 11 30 1 1 1
小 計 9 2 18 5 4 5 43 19 21 4 26 2 72 28 16 22 15 81 196 1 4 1 6 5 7 3 1 16 22

５ 楕 円 文

大・中 2 6 3 3 14 3 5 2 7 1 18 2 2 1 5 37 1 2 3 1 4 1 1 7 10
小 4 3 9 1 1 18 2 2 8 1 13 3 2 4 9 40 1 1 1 3 1 2 7 8
縦並び 1 1 1
帯 状
小 計 4 2 3 16 3 4 1 33 5 7 2 15 2 31 5 4 5 14 78 1 3 4 1 1 7 2 3 14 18

６ 平行線押型文 1 1 2 4 1 2 3 7
小 計 1 1 2 4 1 2 3 7

７ 縄　　　文 

縦位帯状 2 2 27 1 4 2 34 7 5 15 27 63 2 2 2
横位帯状 1 1 2 6 4 10 3 2 2 7 19
密接（不明を含む） 6 1 1 8 2 10 1 9 22 8 2 5 3 18 48 1 1 2 1 2 2 5 7
異方向帯状 2 2 2
小 計 1 6 4 1 12 35 11 1 17 2 66 18 7 22 7 54 132 1 1 2 3 2 2 7 9

８ 撚 糸 文 縦位帯状 5 5 1 3 4 9
密 接 2 2 3 2 9 2 3 3 8 2 1 3 20 1 6 7 7
小 計 2 2 3 2 9 2 3 8 13 3 4 7 29 1 6 7 7

９ 網目状撚糸文 3 1 4 1 1 2 2 2 8 1 1 1 1 1 3 4
小 計 3 1 4 1 1 2 2 2 8 1 1 1 1 1 3 4

10 無　　　文 
無 文 18 1 2 28 17 4 4 74 27 15 4 57 8 111 44 9 17 70 255 3 6 3 12 2 6 8 1 1 4 2 24 36
黒鉛入り 1 1 1 1 2
小 計 18 1 2 29 17 4 4 75 27 16 4 57 8 112 44 9 17 70 257 3 6 3 12 2 6 8 1 1 4 2 24 36

11 含 繊 維

条痕文 3 1 4 18 1 2 15 36 49 10 8 67 107 3 3 1 3 4 7
貝殻腹縁文 9 1 10 10
沈線文 1 2 1 4 4 4 8
押引文 1 1 1
無 文 1 1 1 1 3 2 5 7 1 1 1
小 計 4 1 5 29 4 3 15 51 56 10 10 76 132 1 4 5 4 9

不　　　明 1 1 1 1 3 4 4
計 63 9 19 185 66 30 25 397 148 130 21 225 20 544 193 68 44 10 67 382 1323 16 20 9 45 19 25 69 11 4 23 7 162 207

第 3 表　文様別土器片点数
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6 住同様に格子目文は、上半部を復原できる接合個体がある。第7図11は器形は口縁部が緩く外反し、胴上半

は直立に近い形態である。文様施文は、口縁部～頸部を縦位に、以下を横位に密接施文する。

　10号住居址

　細片を除いて30片が出土している。内訳は網目文（第28図 6～8 ）3、格子目文（同1～5 ）6、市松文（同

16・17）2、山形文（同 9～12）4、楕円文（同13～15）4、縄文（第29図 1～5 ）4、撚糸文（同 6～8 ）3、

無文 4 と全体に少数のうえバラつきがある。

　縄文の底部が図上復原できる。尖底部は乳房状ではない細身の底部で、縦位施文である。若干施文に乱れが

あるが、無文部を帯状に残す。単節のＬＲである。胎土は、赤色、白色、黒色、半透明灰色、透明の細粒を多

量に含み、内面はザラザラである。雲母を多量に含み、立野式に共通の胎土を示す。

　11号住居址

　破片は544片と最も多い。内訳は網目文（第35図10～22、第36図 1～10）54、格子目文（第32～35図 1～9 ）

125、山形文（第36図11～21、第37・38図 1～15・18・19）72、楕円文（第39図 1～13）31、平行線文（第38

図16・17）4、市松文（第39図14～20）14、縄文（同21・22、第40・41・42図 1～14）66、撚糸文（同16・18

～21）13、網目状撚糸文（同15・17）2、無文（第43～45図 1～9 ）112、含繊維（第45図10～18、第46～48図）

51である。

第 4 表　文 様 別 点 数
3 ･ 4 ･ 5 ･ 6 ･
8 ･ 10 住 11 住 12 住 その他 計 ％

網 目 文 39 54 ９ 16 118 8.5

格 子 目 文 166 125 54 74 419 30.3

市 松 文 11 14 11 ８ 44 3.2

（42.0）

山 形 文 43 72 81 22 218 15.8

楕 円 文 33 31 14 18 96 6.9

平 行 線 文 ０ ４ ３ ０ ７ 0.5

（23.2）

縄   文 12 66 54 ９ 141 10.2

撚 糸 文 ９ 13 ７ ７
36

2.6

網目状撚糸文 ４ ２ ２ ４ 12 0.8

（13.6）

無   文 75 112 70 36 293 21.2

小 　 計 392 493 305 194 1384

含 繊 維 ５ 51 76 ９ 141

合 　 計 397 544 381 203 1525
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文 様 と 器 形

　数量的には格子目文が主体的であるが、細片が多く、器形、文様構成など全体を知ることのできるまとまり

はない。口縁部破片から推測すると、器形は大きく外湾するものと、直線的に緩く外反するものとある。文様

構成は全面密接であり、口縁部～頸部は縦位に、以下、横位に施文する。縦に無文帯を残すものも少しあるが、

意識的な帯状施文ではないと思われる。

　網目文も多いが、まとまった破片がなく器形、文様構成など明確ではない。ほぼ格子目文と器形、施文とも

同じである。

　山形文は異方向帯状も含め、波長の長く細い山形が主である。黒鉛入りは小さな山形である。器形はあまり

外湾しない砲弾形になると思われる。楕円文は大粒のものが多い。

　縄文は同一個体片がまとまってあり、図上復原できるよい資料である。第40図③、⑦は、内面・口唇施文

の異方向帯状構成をとる特異な存在である。外面は口唇直下と胴部に横位帯状に施文する。横位帯状の間隔が

広い点が注意される。特異な点は内面の施文で、口唇直下の横一帯のみならず 3 帯ほどやや乱れながら施文し

ていることである。帯状構成の外面が密接構成だったら表裏縄文土器である。器形は、やや大きく外湾し、胴

部は軽く膨らむチューリップハット形になると思われる。縄文は単節のＬＲである。胎土は10住の縄文底部に

同じで、立野式特有のものである。

　器形と胎土については、小さな山形文の第38図⑮も厚い器壁で立野式と同じ含有物を多量に含む点が注意さ

れる。ただし、同 6・8 の山形文は含有物の少ない、樋沢式に近い胎土である。

　無文土器は含有物が極めて多く、立野式と同じである。雲母の微粉はむしろ格子目文、網目文より多いほど

である。器形は砲弾形であろう。

　含繊維土器は櫛状施文具による条痕文または沈線文の土器である。内面に条痕はなく、繊維の量はそれほど

多くない。一部に貝殻腹縁文の付く例が10片ある（第46図 8～12）。

　出土層位と文様

　11住では、農道部に住居址範囲が広がり、この部分は断面に基づいて分層発掘されている。上・中・下の 3

層に分けて遺物を取り上げているが、下層は床面近くで遺物が少ないので、上・中層の比較でおよその傾向を

見ることができる。

  ・含繊維は大半が上層にある。

  ・縄文は上層に35片、中層に11片、接号例のまとまった第40図③・⑦は大部分が上層の出土である。

  ・山形文の黒鉛入りは上層に 6 片、中層に 2 片と上層に多い。

  ・市松文は6片すべて中層である。

  ・網目文、格子目文は中層に多い（上層38、中層83）。

  ・無文は上層に多い（上層27、中層16）。

  以上はあくまでも傾向であって、含繊維は下層にも 3 片とたとえ僅かでも検出されているのであり、断定的

にはいえないが、含繊維の一群は覆土上面に混入していると見てよいであろう。縄文が上層に多い点は注意さ

れようか。

12号住居址

　11号住に次いで多い381片（不明、細片を除く）が出土している。内訳は網目文（第60図13～18）9、格子

目文（第59・601～12､ 第61図 9～20）54、市松文（第65図11～20）11、山形文（第62～64図）81、楕円文（第
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65図 1～10図）14、平行線文（同21～23）3、縄文（第66～68図 1～7 ）54、撚糸文（同 8～11・13）7、網目状

撚糸文（同12・16）2、無文（同14・15、第69・70図）70、含繊維（第71～74図）76、である。

文 様 と 器 形

　山形文が多い点が特徴であるが、同一個体破片が多いため数量的な比較は意味がないかもしれない。

　格子目文は破片が多い割に、まとまった接合例もないのではっきりいえないが、器形は口縁が比較的外湾が

強いものと緩いもの両者がある。施文は同じように口縁部～頸部を縦位に施文するが、胴部横位施文の例が少

ないので、それ以下は明確ではない。

　山形文は異方向帯状施文の好資料がある（第63図）。口唇直下に横位帯状一帯、少し間隔をあけて、胴部上

半に横位帯が入ると思われる。口唇部施文、そして内面には 2 帯を横位に施文する。内面施文の差を除けば11

住の縄文（第40図③・⑦）に文様構成は酷似する。文様は山形が細く長いが、条の間隔が広く、原体が短いな

ど樋沢式に近い特徴をもつ。胎土に黒鉛を含まず、雲母の微粉を多量に含む。第63図、第64図 1・2・4・5

まで同一個体破片と思われる。

  その他の山形文では横位帯状が目立つ。山形は小さいが原体はやや長い。第62図 9は黒鉛入りであるが、雲

母の微粉を多量に含む。

出土層位と文様

　11住と同様に分層発掘されている。上・下 2 層に分けて、遺物を取り上げており、その内容は次のとおりで

ある。

  ・含繊維土器は上層のみに集中する。

  ・無文は上層に44片、下層に 9 片。

  ・縄文は上層に18片、下層に 7 片。

  ・山形文は上層に28片、下層に16片。

  ・格子目文は上層に31片、下層に17片。

  上層に遺物が集中的に出土したということで上下差は明瞭な結果は出ていない。含繊維については上層のみ

に集中しており、これは伴出資料から除外して考えてもよいであろう。

13 号 住 居 址

　破片25片が出土しているが、各文様が少しずつあり、まとまりがない。網目文（第84図 3～5 ）9、格子目

文（同 1・2 ）2、山形文（同 6～8 ）5、楕円文（同 9 ）1、縄文（同10）1、撚糸文（同11・12）2、無文 4、

含繊維（同15）1 である。

　2 ）押型文系土器の位置付け

　小田原遺跡の押型文系土器は、ほとんど全種が出揃っているといっても過言ではないほどに内容豊富である。

破片が多い割には復原できる接合も少なく、図上復原もあまりできなかったことは残念である。したがって、

破片だけの文様の組み合わせを見て一定の傾向を出すことが有効であるかどうか、検討を要することであろう。

そのため、ここでは、およその傾向を見るにとどめて、詳しい位置付けは差し控えることにした。

　文様は大きく10種を抽出した（ここでは混在と思われる含繊維土器を除く）。文様種別点数は第 4 表のとお

りである。
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　文様別に見ると、特に目に付くことは格子目文が30. 3％と主体的に存在することである。次いで無文の

21. 2％、山形文15. 8％、縄文10. 2％である。立野式土器の特徴の一つ、網目文（ネガティブな楕円文）は 8. 5

％であるが、市松文は3. 2％と少ない。しかし、格子目文、網目文、市松文を合わせると42 . 0％と多い。実際

には山形文、楕円文のほとんどが立野式に伴うタイプのものであることを考慮すれば、押型文土器は若干の樋

沢式の山形文を除くと大半が立野式といえるであろう。

　なお、格子目文の大・中・小の分離は、格子目のおよそ 1 辺が5. 0㎜以上を大、3. 0～5. 0㎜を中、3. 0㎜以

下を小とした。楕円文の大・中は米粒状の細久保タイプに一般的な丸みのあるものを小、立野タイプに伴う細

長い大きい類や縦横に並ぶ類を大・中にした。

3 ）小田原遺跡の押型文系土器

　立野式土器のまとまった在り方を示し、なおかつ精緻な分析が行われている遺跡は美女遺跡である。そこで

は、バラエティーに富む文様種別から比較的読み取りにくい立野式押型文土器の文様構成に至るまで研究・報

告がなされている。

　概略をまとめると、報告者馬場保之氏は、立野式土器の文様については 7 類に分け、その中でさらにＡ～Ｉ

種に細分し、器形は 8 類に分け、口唇部の形状は6種、また文様構成は 9 類型を抽出している。立野式土器の

バラエティーに富む文様を可能な限り網羅して全体の分析をしている姿勢は十分に評価されてよいであろう。

　今回の小田原の分析では、基本的にその分類を参考にしつつ、大まかな括りのなかでまとめるにとどめた。

復原資料が少ないことや、接合破片が乏しく、文様・器形の全体を窺い知ることのできる資料的まとまりに欠

けたためである。

　小田原の編年的位置付けを知る上で、美女の押型文土器と文様、文様構成は重要である。美女では立野式の

押型文に加えて、縄文、撚糸文、網目状撚糸文、無文、その他押型文を立野式に含めて考えている。これにつ

いては異論を唱える向きもあろうが、文様構成比を比較する上では必要であると考える。小田原では型式の扱

いはともあれ、同じように組成を見た（第149図）。

　美女の各住居址別文様組成は第150図に示した。報告書のまとめでは、文様の組成比から市松文の多いグル

第149図　小田原遺跡文様組成比（住居址別）
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第150図  美女遺跡文様組成比（住居址別）（住居址の順番は引用にあたり作り替えている）

ープ（Ａ群）、山形文・楕円文が多く市松文が少ないグループ（Ｂ群）、格子目文の多いグループ（Ｃ群）の 3

グループに分け、さらに住居址の切り合いによる新旧関係からＡ→Ｂ→Ｃ群の古→新関係を把握。つまり、「全

体として格子目文の増加傾向と市松文の減少傾向が指摘できる」と結論している。また、文様の「類型の消長」

において、後出する文様類型、消失していく文様類型をあげているが、これについては後出あるいは消失して

いく類はオーソドックスな文様のバラエティー部分とみれなくもないので、ここではあまり触れない。

　美女遺跡で把握された古→新の 3 段階をベースに置くと、小田原の格子目文主体の在り方は、第 2～第 3 段

階に相当する。9 基の住居址は、11・12住を除くと土器片の総数が少ないため、個々の比較は無理である。土

器片の多い、11・12住はそれほど大きな変化・差はないので、両者に時間をおくことなく考える必要があろう。

その上で美女と比べてみた場合、最も大きな違いは無文、縄文の比率が小田原11・12住では高いことである。

縄文は異方向帯状構成の樋沢式の構成要素の一角を占めている。しかし、一見して表裏縄文を思わせる内面施

文があり、胎土も立野式に共通する含有物を含んでいる点は注意される。これは新たに樋沢と立野を結び付け

る資料の一つに加えることが許される一群かと思っている。無文土器も樋沢式では大きな組成要素をなしてい

ることはいうまでもない。美女に比べて無文土器が増加していることはやはり重要である。

　以上のことから、小田原11・12住は、立野式でも最終段階、美女遺跡 3 段階ないし、それに後続する段階と

捉えておきたい。縄文については、樋沢式に伴う例は深い位置の内面施文はほとんどない。表裏縄文との関連

性については、検討の余地があろうか。

　最後に、含繊維土器の存在であるが、前述のとおり住居址竪穴の覆土上層に集中して出土した一群である。

外面櫛状工具による条痕文または沈線文、として理解する。内面は条痕をナデにより消して整形している。わ
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ずかに部分的に条痕の認められるものがある。近くでは、岡谷市禅海塚、茅野市判の木山、少し離れて望月町

新水Ｂ、御代田町塚田の各遺跡に類例を求められる。新水Ｂ併行ぐらいに考えておきたい。樋沢、向陽台、美

女には全く見られない一群であり、混入と捉えられる。

参考文献

1997　会田　進・阿部　芳郎・田中　聡・中沢　道彦ほか　

　　 『 押型文と沈線文 』本編　長野県考古学会縄文（早期）部会

1998 馬場　保之　「 美女遺跡の土器 」 『 美女遺跡 』　飯田市教育委員会

（ 2 ） 石　　　器
1 ）石　　　鏃

　石鏃は未製品および欠損品を含めて79点が遺物整理の対象となった。このうち、分類可能な製品（欠損品も

含む）44点について分類した。なお、遺構外出土の石鏃については遺漏があるが、時間の制約から、今回の集

計に反映させることができなかった。

  また、石鏃の分類は各報告書で様々な方法が行われているが、ここでは樋沢遺跡での分類を参考にしている。

第1類  全体の形状が二等辺三角形を呈しているもの。これらは、基部の抉れから、逆Ｖ字状に加工されてい

るもの（A）と、いわゆるＹ字形石鏃（B）、平基（C）に細分できる。また、Ｙ字形石鏃は側縁形状が直線的（1）

か、弧を描く（2）かによって細分でき、さらに弧が丸みを帯びる（1）か、直線的（2）かで 2 分することがで

きる。

第 2 類  全体の形状が正三角形を呈している。これらは、基部が逆Ｖ字状を呈するもの（A）、Ｙ字形石鏃（B）

浅い弧状の抉れ（C）に分類される。また、Ｙ字形石鏃は側縁部の形態が、直線的（1）か、弧を描く（2）かに

よって細分でき、さらに弧が丸みを帯びる（1）か、直線的（2）かで2分することができる。

第 3 類  いわゆる鍬形鏃である。

第 4 類  長さ 3cm 前後の大型の石鏃である。全体に二等辺三角形を呈し、基部の加工によって浅い弧状（A）

と深い弧状（B）に分類できる。

第 5 類  有茎の石鏃である。この形態は出土例が1点しかなく、細分はできない。

  これらの形状では、第 1 類（A）が4点、（B 1 ）が3点、（B 2－1）が3点、（B 2－2）が3点、（C）が 1 点出

土している。

第 2 類は（A）が 5 点、（B 1）が 3 点、（B 2－1）が9点、（B 2－2）が 0 点であり、（B 2－2）は今回の調査で

は確認されなかった。また、第 3 類は 2 点、第 4 類（A）は3点、（B）は 1 点、第 5 類も 1 点の出土であった。

　石鏃の総点数が少数のため、はっきりしないものの総体的には第 2 類（B 2）を中心として、第 2 類（B）が

主体的になっているようである。また、第 2 類（C）の出土量も比較的多いことや、鍬形鏃が若干見られるこ

とを考慮すると、美女遺跡の全体的な傾向とは若干異なっているような印象をうける。

　未製品は21点確認され、このうちで二等辺三角形を呈するものは 9 点、正三角形を呈するものは12点であ

った。二等辺三角形を呈するもののうち 3 点はほぼ成形が終了しており、これらの形状をみると平基無茎石鏃

といった形状であり、表面を成形し、背面を加工し始めた段階で終了している。その他の未製品も一方の側縁

を加工したのみのものが多いが、その多くが表裏ともの成形痕が確認でき、一方の側縁部を粗成形した後にも

う一方を加工していき、最終段階で茎部を加工するといった手順が想像できるが明確にはできない。
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2 . 遺 　 　 　 物

　また、欠損品は14点であったが、基部の欠損品が 7 点、先端部の欠損が 6 点、両者が欠損しているものが 1

点であった。先端部位の欠損品はすべて平基無茎鏃の形態であり、欠損品と考えるより未製品としたほうが適

当かもしれない。基部の欠損では一方のみの欠損が 3 点、両方とも欠損しているものが4点であった。

　2 ）楔 形 石 器

　本報告書では、いわゆるピエスエスキーユ、楔形石器として使用されたと考えられる石器および石鏃の素材

となる石核を、明確な分類基準を持たないままにすべて楔形石器と総称している。そのため、混乱も生じてい

るが了承願いたい。 またこれらに分類できると考えられる石器は約30点をかぞえる。

なお、これらの中には石鏃の加工の初期段階と考えられる未製品も含まれており、その分類基準はきわめてあ

いまいである。今後さらに検討を進めていきたいと考えている。

　 3 ） 磨　石　類

　凹石、磨石、敲石、石摺り石（いわゆる穀摺石）を一括して磨石類としてまとめた。これらは河原転石を素

材として利用し、使用のための「形」を作り出すことをしない石器である。形状は使用の結果であり石核など

に転用される例も報告されている。（註 2 ）

　これらは、そこに残された使用痕によって石器の名称が付されているが、複数の使用痕が残されている場合

が多く、多機能を併せ持つ石器という観点から、また機能に時間差を持つという観点から、一つの機能のみ取

り上げて呼称するのではなく、あえて一括して磨石類とした。（註 1 ）

　a　機能部の分類

　凹み、磨耗痕、敲打痕と呼ばれる使用痕を機能部として、それらを「何らかの用途に応じて使用した結果と

して残された使用痕」と捉えることを前提としている。以下の 5 種の使用痕Ａ～Ｅを分類した。図中の記号は

これに当たる。

　第 1 種　磨耗痕Ａ  素材の稜線部分または側面に、細長く残る平坦な面である。磨り減ったような在り方で

あるため、磨耗痕であると思われる。面の断面形は、軽く弓状に反り、角は丸みを持つ。面の感触はザラザラ

という表現で示され、面の縁に剥離痕Ｅを残す例が多い。

第2 種　磨耗痕Ｂ面　素材の広い平坦面に残された範囲の広い磨耗痕である。平坦面とは実測図上の表裏面で

あるが、断面凸レンズ状に、あるいは扁球形状に丸みのある面と、平らな面

とある。面の感触はツルツルが多い。

　第 3 種　敲打痕Ｃ部　素材の先端、縁、側面に残された部分的な摩滅面

である。尖端では小さな平坦面を形成し、縁、側面では角がつぶれて丸み

を帯びる。敲打によって摩滅した敲打痕であろう。残る部位にバラエティ

ーが見られる

　第 4 種　敲打痕Ｄ部　表裏面、側面に残された局所的な使用痕の集合、

すなわち凹みである。鋭い尖端の打撃痕、衝撃痕と思われる例が多い。凹

みの形状によって細分できる。

　第 5 種　剥離痕Ｅ　Ａ面の長辺の縁に残る大小の剥離痕。大きめな剥離

が並ぶことから、調整剥離のような敲打による打撃痕ではなく、縁全体に

力が加わって生じた剥離であろう。

機能面・部 点　数

ＡＢＣＤ 14

ＡＢＣ 9

ＡＢ  Ｄ 11

Ａ  ＣＤ ９

ＡＢ ４

Ａ  Ｃ 29

Ａ    Ｄ ７

Ａ 28

計 111

第 5 表  石摺り石の機能面・
部の組み合わせと点数
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第Ⅱ章　　ま　と　め

　b　細分類と名称

　これらの使用痕が単独の在り方をする場合は、磨耗痕Ａは石摺り石、いわゆる穀摺石あるいは特殊磨石であ

る。磨耗痕Ｂは磨石、敲打痕Ｃは敲石、敲打痕Ｄは凹石である。ここでは磨石類を以下の 4 種に分けた。

1 石摺り石　磨耗痕Ａ面を残すいわゆる穀摺石と呼ばれる石器である。単独のものより使用痕Ｂ面、Ｃ部、

Ｄ部のいずれか、あるいはいくつか複数を残す場合が多いが、Ａ面を残す場合はすべて石摺り石とした。

2 磨石　磨耗痕Ｂ面を残す円形ないし楕円形の円い石器である。四角形の6面が磨耗するセッケン形もある。

　　　Ａ面を除いてＣ、Ｄ部を残す場合はＢ面を優先して磨石とした。

3 凹石　Ｄ部を有する石器である。

　　 Ａ、Ｂ面を残すものを除いて、Ｄ部を残す場合はＤ部を優先した。

4　敲石　Ｃ部の敲打による摩滅を残す石器である。スタンプ形石器とは区別する。小型の細長い転石を使

　　った敲石も含めて考える。

　Ｃ 小田原遺跡の磨石類

　総数は剥片を含め184点、器種別点数は石摺り石111点、磨石10点、凹石28点、敲石 8 点、はっきりしないもの、

本類の一部と思われる剥片等不明のもの27点である。

　不明なものを除くと70％が石摺り石である。出土状況は別表のとおり住居址から54点、土坑、集石址、礫群、

石列などから21点が出土。そのほか畑の石捨て場から36点が採集されている。ここの石器の説明は第 5 表にま

とめたので詳細はそちらを参照されたい。

　各種の概略を以下簡単にまとめておく。なお、分類基準は樋沢遺跡調査報告書の分析をそのまま使っている

ので詳しくはそちらを参照されたい。（註 3 ）

石 摺 り 石

　押型文系土器に伴出する特徴的な石摺り石は、断面三角の三角柱状の形状が典型的といわれているが、本遺

跡でも、断面三角形の 1 類は37点と主体を占める。しかし最も特徴的な 1－Ａ類は13点と少ない。それに対し、

断面楕円ないし卵形の 2 類が18点とやや多いことが注意される。また注目したいことは樋沢遺跡や向陽台遺跡

に少ない 8 類が26点と多いことである。住居址覆土から11点（第 4 表及び 7 表）出土している。

　磨　　　石　　

　平坦な面に広い磨耗面を残す磨石は10点と少ない。住居址の出土は5点だけであるが、石摺り石のＢ面を加

えると37点となる。分厚いセッケン形はない。

　凹　　　石

　大小の深い凹み、または打撃痕の浅いキズや月のアバタ状の浅いキズが集合するなどの凹みだけの認められ

る凹石は28点ある。このうち住居址から出土したのは11点と少ない。石摺り石に残る凹みは浅い敲打痕のよう

なキズの集合が多く、1 カ所集中的にあっても浅い凹みが多いが、単独の凹石は深い凹みが多い。（第80図 5 ）

　敲　　　石　

　角や先端、縁あるいは側縁に敲打痕の残す敲石は8点と少ない。

　小型の転石を使った敲石は出土していない。石摺り石に併用されたＣ部の認められる例は61点あり、Ｂ面、

Ｄ部に比べてかなり多い。石摺り石と敲石のみ重複する例が29点になる。
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考察：立野式押型文土器の石摺り石、その形態と編年的位置について

　 1 石摺り石の名称

　中部山岳地方の押型文系土器を出土する遺跡の特有な石器に石摺り石がある。最も特徴的な断面三角形のも

のは樋沢式ないし細久保式土器に伴うとされ、製粉具あるいは皮なめし具など様々な用途がいわれてきた。こ

れについて樋沢遺跡の報告書に研究史と分類および用途について詳しくまとめているので詳細はそちらを参照

していただくとして（註 3 ）、名称について、また一部のタイプの位置付けについて不足の部分があったので

補足の意味で小田原遺跡の石摺り石についてまとめる。

　この石器は従前より穀摺石の名称で呼ばれてきた。製粉具であると思われたからであるが、穀類のない縄文

時代にはふさわしくないとの見地もあり、特殊な磨石として特殊磨石の名称が一般化していた。しかし、筆者

は和田峠下のホウロク遺跡の集中出土を契機に分析を進めて、これが皮なめしの道具ではないかという結論に

達し、また、押型文土器期から、縄文時代全般をとおして同様機能の磨石が散見されることが分かってきたため、

「石摺り石（いしずりいし）」の名称を提起した。皮なめし工程の中にある石摺り作業に使う石器という意味

である。

　皮をなめすという工程は、民俗なめしの事例では様々な方法があり、必ずしも石摺り作業を必要としない。

また、縄文時代の皮の利用形態にも、需要度にも年代的変化があったであろう。石鏃の出土量など石器組成の

上からも充分な検討の上で、機能を論ずるべきであるが、磨耗痕の観察をする限り、何かを摺ってできた磨耗

面であることは明らかである。製粉具として平な石の上で摺ることによってできた面でないことは磨耗痕の部

位や形状から見て明らかである。第一に臼となる台部が出土していない。

　また、呪術具ならともかく、生産・加工具に特殊な機能や形態があってはならないと考える。

　以上のことから、少なくとも穀摺石や特殊磨石の名称はやめるべきである。

　 2 石摺り石の分析

　（ 1 ） 分類基準としての断面形
　石摺り石の最も特徴的なことは、河原転石の形態を整えることなく、稜線部分や側面を使用していることで

ある。したがって磨耗痕Ａ面の位置や数は断面形によく示される。Ａ面の数は素材の形状によって決まる。断

面三角の角柱状は稜が 3 辺あり、それらが使われると結果として断面六角形になる。扁平な断面楕円形は一辺に、

同じく長方形は二辺にＡ面が残されることが多い。断面によって形状の特徴も限定される。断面三角あるいは

四角ということは細長い角柱状が多く、板状は丸みのある不整四角形または長方形、楕円形（小判形）が多い。

　このようにみると、形態分類の基準を考えるには形とともに断面形を考慮しなければならないことが分かる。

基本的に断面形は三角形、扁楕円（小判形）、卵形、隅丸長方形である。

　平面形は、磨耗痕Ａ面を手前に向けて置いた状態がよく特徴を現すと考えられる。断面をみるとき、機能面

が下を向き、石摺り作業の状態に近いからである。形は基本的に横に長い楕円形、三角形、長方形であるが、

一様ではなく小判形、卵形（フットボール形）、隅丸長方形・台形・二等辺三角形・直角三角形など様々である。

河原転石の形を整形していないのであるからバラエティーがあって当然であろう。

　以上の断面形、平面形から8類に分類される。

1 . 石摺り石の名称
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考　　　察

（ 2 ） 分　　　類
第 1 類　断面形が三角形の棒状あるいは角柱状の一群。全体の形状から3 種に分けられる。

Ａ　三角柱状の細長いもの、3 稜線に磨耗痕が残る断面六角形の例がある

Ｂ　断面形、平面形とも丸みのあるもの

Ｃ　断面三角形であるが角柱状にならない不整形なもの、破損品で不明確のもの。

第 2 類　断面が円ないし楕円形の細長い柱状または棒状の一群。同様に3 種に分けられる。

Ａ　断面が円形に近く、2～3 面のＡ面を持つもの

Ｂ　断面が隅丸長方形

Ｃ　断面が卵形

第 3 類　断面が扁平な長方形ないし角張った不整四角形の柱状または棒状の一群。磨耗痕は稜ではなく側面に

　ある。同様に3 種に分けられる。

Ａ　断面形、平面形とも長方形

Ｂ　断面形が台形ないし不整四角形

Ｃ　断面形、平面形とも不整形

第 4 類　断面形が楕円または卵形をなし、全体の形状も卵形かフットボール形の一群。

　磨耗痕Ａ面以外に平坦な面はないほど全体に丸みと厚みがある。2 種がある。

Ａ　小型で丸みのあるもの

Ｂ　平面形が隅丸四角形に近いもの

第 5 類　断面形が正方形に近い柱状の一群

遺 構 名 石摺り石 磨　　石 凹　　石 敲　　石 計

 3 号 住 居 址 ４ ４

 4 号 住 居 址 １ １

 5 号 住 居 址 １ １ ２

 6 号 住 居 址 ６ １ １ ８

 8 号 住 居 址 １ １ ２

11 号 住 居 址 22 ５ ２ 29

1 2 号 住 居 址 18 ２ ４ １ 25

1 3 号 住 居 址 ２ ２ ４

小   計 （54） （５） （11） （５） （75）

土       壙 １ ２ １ ４

集 　 石 　 址 ４ １ ７ 12

礫 　 　 　 群 １ ２ １ １ ５

石 　 　 　 列 ８ １ ９

石 捨 て 場 36 １ ７ １ 45

そ の 他 ７ ７

111 10 28 ８ 157

第 6 表　磨石類遺構別点数
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2 . 石摺り石の分析

第 6 類　断面形や平面形が不整形ではっきり分類できない一群。

第 7 類　扁平な薄い板状の石の一辺に、磨耗痕Ａ面と剥離痕Ｅが残るもの。類例はきわめて少ない。

第 8 類　薄い扁平な楕円形もしくは小判形、隅丸四角形の細長い一群。磨耗痕Ａ面は側面にあり、1～6 類に　

比べて板状であり一見して異質。3 類とは類似するが厚さが異なり表裏面が平面的である。厚さをどこで区　

切るか根拠はないが、側面全体を使用する場合は多少厚くても本類でいいのではないかと考えるに至った。

　平面形から3 種に分けられる。

Ａ　平面形が楕円形ないし不整円形、隅丸四角形

Ｂ　平面形が隅丸の長方形、扁楕円形の細長いもの、セッケン形を含む

Ｃ　大型磨製石斧状の細長いもの、両端に剥離痕が入り礫器状であるものを含む

　以上、基本的に樋沢遺跡の分類にしたがっているが、それはこの石器の在り方が極めて類似していることと、

両者を比較する上に合理的であると考えたからである。8 類は樋沢より良好な資料があり、補足することがで

きた。

（ 3 ） 小田原遺跡の石摺り石
①　形態の特徴　

　石摺り石の総点数は111点である。住居址覆土の出土は54点、住居址別点数、その他遺構別点数は第 6 表の

とおりである。これらの分類別点数も第 7 表に示した。

第 7 表  石摺り石の分類別点数
住    居    址 土

壙
集石 礫群 石列 石捨 他 計３ ４ ５ ６ ８ 11 12 13 小計

１－Ａ １ ４ ３ （８） ５ 13

１－Ｂ １ ２ １ （４） １ １ ６
１－Ｃ １ ３ ４ （８） ８ １ 17
２－Ａ １ １ １ （３） ２ ５
２－Ｂ １ １ （２） １ ３
２－Ｃ １ １ （２） １ ４ ２ ９
３－Ａ ２ ２
３－Ｂ
３－Ｃ １ （１） １ ２
４－Ａ １ （１） １ ２
４－Ｂ

５ １ １
６－Ａ
６－Ｂ １ １ １ （３） １ １ ５
６－Ｃ

７
８－Ａ ２ ２ １ （５） ２ １ ６ １ 15
８－Ｂ １ １ １ ３ （６） ２ ８
８－Ｃ １ ２ １ ４
不  明 １ １ １ ５ ３ （11） １ １ １ ２ ３ 19
計 ４ ０ １ ６ １ 22 18 ２ （54） １ ４ １ ８ 36 ７ 111
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1 類の断面三角形のものが36点と、全体の33％を占め、2 類が17点と両者で半数をしめる。3～6 類は少

ないが、これはどの遺跡も共通する傾向にある。

　注意したいのは8類が27 点（26%）とやや多いことである。住居址では6・11・12住に多い。11・12住は全

体に遺物が多いので比較しにくいが、6 住は 6 点の石摺り石の中で 3 点が 8 類である（第23図 1・2・5 ）。

　②　扁平な石摺り石　8 類について

　8類だけ抜き出して見ると、その特徴はさらに明瞭である。

6 住出土の第23図 1 は典型的な 8 類Ａである。磨耗痕Ａ面は側面にあり、表裏の広い平坦面にＢ面・Ｄ部を

残し、Ｃ部も角に認められる。Ｃ・Ｄ部は全体に痕跡は弱く、浅く明瞭ではないがよく特徴を示す。同 2 はＡ

面がかすかに観察される。

　第23図 5 は 8 類Ｂの典型である。同様にＡ～Ｄが認められ、扁円形の二辺にＡ面がある。

　11住は 3 点ある。第55図 1 が最も8類らしい形状（Ａ）であるが側面にＡ面が残るだけである。第54図 4 は

セッケン形に近いタイプであるが、凹みの形状はやや異質である。第54図 1 は 2 類と区別が難しいタイプであ

る。やや厚みがあり、断面かまぼこ状に近いが、細長い形が想像されることからあえて8類にしておく。これ

まで注意が足りなかった類である。

　12住には 4 点ある。第79図 4 はセッケン形の典型 8 類Ｂである。やはりＡ～Ｄまで確認され、Ａ面は側面に、

Ｂ面は平坦面にある。第78図 5 も 8 類Ｂ、同 7 はやや厚みがあり問題であるが側面が使用されていることと、

表裏面が平坦であることから同じくＢに加えた。同 8 は逆に丸みのある表裏面であるが、きわめて扁平であり

一見して 8 類である。

　石捨て場で採集された資料中に 8 類が多く見られる。時期的な考察には不十分であるが8類Ｃは好例が 2 点

ある。一つは形状が蛤刃形石斧のようであり、尖端に剥離痕が入り打製石斧か礫器のようである。しかし両側

の側面が平坦に磨耗して剥離痕Ｅも残る。敲打痕Ｃ・Ｄ部も認められる。他の 1 点も同様であるがＤ部は残っ

ていない。これらの先端部の剥離はＡ面形成の後で行われているように観察される。10住の第30図 8、2 号石

列の第140図 2 も 8 類Ｃの好例である。11住出土の第55図 2 も同類かもしれない。

　 3 立野式押型文土器の石摺り石

  小田原の石摺り石について類例を求めて位置付けしておきたい。小田原の立野式押型文土器に極めて近いと

思われる美女遺跡と地理的に近い向陽台、樋沢遺跡の石摺り石と比較を試みる。

　（1）塩尻市向陽台遺跡の石摺り石

　昭和60～62年度、国道20号線改築工事（塩尻バイパス）に伴う調査において、Ⅱ区から縄文時代早期の住居

址 4 基が発見された。そのうち 3 号住居址は、樋沢式押型文土器期の住居址で、他時期の遺物を含まない単一

な該期遺物の在り方を示していた。（註 4 ）

3 号住居址は樋沢遺跡の場合よりも、異方向帯状施文の山形文土器の樋沢式土器を単純に出土している。伴

出した石器類も該期の石器組成の様相を示す好例と思われる。

　本址では磨石類34点が検出されており、内訳は石摺り石21、磨石 7、凹石 6 である。石摺り石21点の細分は、
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基本的に樋沢遺跡と同様の観点で分類している。第 1 類が15点、第 2 類が 2 点、第 3・4 類が各 1 点、不明 2 点と、

1 類が大半を占めていることが特徴である。

　樋沢式土器に伴う石摺り石は、1 類の断面三角形の一群が主体的にあることを再度指摘しておきたい。

　第 8 類については、この時点ではまだ明確な分析ができていなかったこと、良好な資料に接していなかった

ことにより、十分に抽出されていないが、磨石に細分した 7 点のなかに第 8 類Ａが 3 点含まれている（註 4、

第253図152・153・157）。これら 3 点は152を除いて、Ａ面～Ｄ部を合わせ持ち、側面にＡ面（向陽台遺跡の

分析時点ではＢ面に扱っている）を残す。D 部の凹みは、152・153が浅く、157は深い。157は小田原遺跡の第

54図 4 によく似ている。

　（2）岡谷市樋沢遺跡の石摺り石

　これまで 4 次にわたる調査が行われているが、最大の面積を発掘した平成10・11年度第 4 次調査は、良好な

包含層が調査できたため、ある程度まとまった出土品があった。（註 3 ）

　調査面積384 . 4㎡、押型文土器を主体とする縄文時代早期の遺物が出土、磨石類は92点、6 例の接合がある

ので実質86点の内訳は、石摺り石67、磨石 4、凹石 9、敲石 6 である。分類基準は前述のとおり、当遺跡と同

じである。

　樋沢遺跡では破片・細片を除き、良好に全体形状を観察できる41点の石摺り石について分析した。第 1 類断

面三角形の類は17点、断面卵形の第 2 類が11点、第3～6類は合わせて10点、第 8 類は 2 点が出土しただけで

ある。

　この数字を見る限り、主体は断面三角形のいわゆる穀摺り石と呼ばれたタイプのものであるが、断面六角形

になる磨耗痕Ａ面が 3 面の例は 8 点とそれほど多くない。これまであまり注意されていない断面卵形の第 2 類

は、丸みがあり角柱状の第 1 類と趣を異にするが、第 4 類もフットボール形の丸みと厚みがあって、同様のイ

メージである。Ａ面は 1～2 面がほとんどである。2・4 類で14点である。

　第 8 類は 2 点とも、Ａ種の扁平な楕円形と丸みのある台形状である。1 点はＡ面～Ｄ部まで使用痕を残すが、

Ｄ部の凹みは浅い。Ａ面は側面に 1 面、Ｃ部は角および側面、縁辺の広範囲に残る。1 辺は敲打痕によって平

坦面を形成するほどである。もう 1 点はＡ面を1面残しているだけで、表裏面と磨耗痕Ｂ面を残す丸みのある

磨石に近いタイプである。（第153図40・43）

　（3）飯田市美女遺跡の石摺り石

　美女遺跡は広域営農団地農道整備事業伊那南部2期地区、および県単農道整備事業に先立って、平成7～9年

度に調査・整理が行われた。調査面積4,270㎡、縄文時代の遺構では早期の竪穴住居址11棟（その他4棟）を主

体に、炉穴、集石、小竪穴等が多数発掘されている。

　縄文時代早期の住居址は、押型文系土器期の単一な集落址であり、それも立野式期とされる。したがって、

比較的単一と見られる出土品の検討から、各住居址の出土石器、磨石類について再度分析を加えた。これにつ

いては、平成10・11年度樋沢遺跡調査報告書（註 3 ）でも取りあげている。今回改めて実地調査して、そのと

きの分析を確認することができた。飯田市教育委員会の了解の上、実測図に若干の補足を加えて図示する。（第

151～153図）（註 2 ）
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第151図　美女遺跡の石摺り石 （ 2 ） （ 8 類 A ）

SB 08 . 5

SB 14 . 1

SB 14 . 6
SB 11 . 5

SB 08 . 4

SB 14 . 2

SB 14 . 3

SB 14 . 3

SB 19 . 9

SB 20 . 6
SB 20 . 8

SB 18 . 5
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第152図　美女遺跡の石摺り石 （ 1 ） （ 上 2 段－ 8 類 A、下段  8類Ｂ ）

SB 20 . 5
SB 20 . 9

SB 20 . 5
SB 20 . 3

SB 08 . 7

SB 18 . 3

SB 18 . 6
SB 19 . 5

SB 21 . 9
SB 21 . 5

SB 25 . 7

SB 19 . 7
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第153図　美女遺跡（ 上段 A 類 C、中段－不明 ）と樋沢遺跡（ 下段－ 8 類 A ）の石摺り石

SB 18 . 2
SB 20 . 7

SB 26 . 3
SB 14 . 4

SB 18 . 1
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　ＳＢ01住居址では、8類Ｂタイプの磨石は2点存在するが、磨耗痕Ａ面は認められない。

　ＳＢ08住居址では、8類Ａ・Ｂタイプが各1点ずつあり、Ａ面が側面に残る。第152図 SB08．7は両側面に、

第151図 SB08．5 はわずかであるが1側面に認められ、Ｄ部も浅く残る。

　ＳＢ11住居址は、8類Ａが 1 点あり、Ａ面のみ側面に認められる。

　ＳＢ14住居址は最も磨石類の出土点数が多く、8類Ａが7点ある。1～2面のＡ面を側面に残し、浅い凹みの

Ｄ部は4点に残る。Ｂ面は、明確に認められるのは1点（第151図 SB14．2 ）である。

　ＳＢ18住居址は5点あるが、バラエティーに富み、8類Ａが1点、Ｂが2点、Ｃが2点ある。注意したいのは、

Ｃの2点である（第153図 SB18．1・2）。報文では掻器としてみているとおり、長大な転石の両端又は片端に

大小の剥離を加え、刃部のような縁には調整加工痕か使用痕のような細かい剥離が並ぶ。この細長い石斧状の

両側縁又は片側縁に磨耗痕Ａ面が認められる。これは、整形のための磨痕とする報告書と見解を異にするが、

別項では同様のタイプが石摺り石（特殊磨石）として図示されているので、削器または掻器とその石核との見

解もあって、明確にその差を読み取れない。これについては別の機会に検討を加えさせていただく。なお、8

類Ｃの剥離は、磨耗痕Ａ面より後の行為であると思われる。

　SB19住居址には 3 点あるが、1 点（第151図 SB19．9 ）は片刃礫器と説明されているとおり、半分を調整加

工して刃部を作り出している。Ａ面は側面に小さく残る。8 類Ａが原形であろう。他の2点は欠損品であるが、

Ｂと思われる。

　SB20住居址には、8 類Ａ～Ｃが認められる。やはり片刃削器のような礫器状のＣが 1 点認められる。 6 点

が 8 類Ａであり、2 点がＢである。Ｂの 1 点はセッケン形に近い形状である。第152図 SB20．9、同 SB20．3・

5 は剥離痕を大きく残し、石核のようである。

　SB21住居址には、2 点の 8 類Ｂがある。Ａ・Ｂタイプながら、磨耗痕Ａ面を認められない磨石が 3 点ある。

　SB24住居址は、8 類は認められないが、21住同様の磨石が 2 点ある。

SB25住居址には1点、26住居址にも 1 点が認められる。

住居址 8 類Ａ Ｂ Ｃ 不　明 計

SB01

08 １ １ ２

11 １ １

14 ４ ２ ６

18 １ ２ ２ ５

19 １ ２ ３

20 ６ ２ １ ９

21 ２ ２

24 ０

25 １ １

26 １ １

計 14 10 ３ ３ 30

　第 8 表  美女遺跡における石摺り石 8 類の点数
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（ 4 ） 他地域の石摺り石

　立野式押型文土器に最も近い大川式押型文土器の遺跡である奈良県宮の平遺跡では、534点の磨石・敲石類

が出土している。報告者の橋本裕行氏は、これらの石器を分析して使用痕をＡ～Ｄに分類し、Ａ～Ｄの4 型式に

細分、Ａ型式が石摺り石に相当するが、これには二者ありとする。一つは断面楕円形または扁楕円形、一つは断

面三角形、そしてこれを時間差による差と捉え、後者は樋沢式に伴い立野式にはわずかに存在するだけ、大川

式には伴わない可能性が高いと考えている。（註 5 ）

　資料を見る機会がなく全点に当たって使用痕を確認したわけではないので、確定的にいうことはできないが、

報告書でみると、小田原でいう8 類ＡおよびＢがいくつか含まれている。集石址 3に4 点、同 5に3 点、同 6に

2 点、その他遺構に 6 点ほどが確認できる。いずれも断面が扁平な楕円形（小判形に近いが表裏面が平らでな

いものが多い）で平面形は不整楕円形・円形、隅丸三角形、細長い丸みのある長方形である。おそらく全体の

中ではかなりまとまった数になるであろう。

そのほかの類は断面が楕円形ないし卵形か円形に近く、厚みのあるものが多い。樋沢では 2 類にしたもので

ある。先に触れたように 8 類とは厚みの差であり側面全体が磨耗面になる点では共通する。表裏面が平坦では

なくかまぼこ状になる類は2類にしたほうがよいと思われる。樋沢式期より古い段階に出現するかもしれない。

8 類は樋沢式に先行して出現することは確実なようである。まだ古い段階の遺跡全部にあたったわけではな

いのではっきりいえないが、2 類も可能性を残しているようである。

（ 5 ） ま　と　め

　以上、向陽台、樋沢、美女の三遺跡について 8 類タイプを実調した結果を概略にまとめた。中でも美女遺跡

では、少なくとも石摺り石の磨耗面Ａ面を持つ 8 類Ａ・Ｂが27点確認できた。また、Ｃの礫器状（石斧状）の

細長いタイプも 3 点あることが分かった。Ｃについてはこの種の円礫を石核として、剥片が削器、掻器に使わ

れているので、慎重に扱う必要があろう。観察する限り、剥離が磨耗痕の後で行われていることから、石核へ

の転用ということも考えなくてはならない。

　美女遺跡は、相当に立野式期に限定された集落址である。この 8 類タイプの在り方はやはり指摘したとおり、

樋沢式期の断面三角形タイプと、所属時期を異にすると思われる。現在の押型文系土器編年観からすれば、こ

の扁平な石摺り石は、断面三角形のいわゆる穀摺り石と呼ばれたタイプに先行するということである。

  また礫器状のタイプは、押型文系土器の初期に位置づけてよいであろう。小田原遺跡の 8 類Ｃも、押型文系

土器の編年的位置からみてなんら矛盾しない。

註 1　1986　会田　進　「磨石類」　『梨久保遺跡』　岡谷市教育委員会

註 2　1998　馬場　保之・角張　純一　「美女遺跡の石器」　『美女遺跡』　飯田市教育委員会

註 3　2000　会田　進　「縄文時代の「石摺り石」－いわゆる「穀摺石」の形態分類と使用痕の分析」

　　　『樋沢遺跡』　岡谷市教育委員会

註 4　1988　小林　康男、樋口貴重子 ､ 会田　進ほか　｢ 向陽台遺跡 ｣『一般国道20号（塩尻バイパス）改築　

　　工事埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』　塩尻市教育委員会

註 5　2003　橋本　裕行　「宮の平遺跡縄紋早期遺構出土の磨石・敲石類について」『宮の平遺跡Ⅱ』

　　　　　　奈良県立橿原考古学研究所



― 185 ―

3 . 立野式押型文土器の石摺り石
第

5
表

　
磨

石
類

ほ
か

図
版

№
遺

物
番

号
細

分
類

形
態

残
存

比
石

材
A

面
数

E
部

B
面

C
部

D
部

備
　

　
　

　
考

第
6
図

   
4

OD
W

32
2 
 3

住
№

15
石

摺
石

2－
A

　
　（

1/
2）

3
2

1
2

円
柱

状
、

C
部

平
坦

に
な

り
石

棒
状

〃
　

　
6

 〃
   

37
9 
 3

住
№

2－
26

石
摺

石
8－

B
　

　（
3/

4）
2

2
1

2
８

－
A

類
、

板
状

の
転

石
の

側
面

〃
　

　
7

 〃
   

39
5 
 3

住
№

2－
42

石
摺

石
?

1
〃

　
　

5
 〃

   
38

7 
 3

住
№

2－
34

石
摺

石
6－

B
　

　（
1/

4）
1

1
〃

　
　

1
 〃

   
32

8 
 3

住
№

20
〃

　
　

2
 〃

   
37

0 
 3

住
№

2－
18

砥
石

擦
り

切
り

痕
の

よ
う

な
浅

い
溝

が
表

裏
面

に
残

る
〃

　
　

3
 〃

   
34

2 
 3

住
№

34
砥

石
中

く
び

れ
で

全
体

に
よ

く
平

坦
面

を
残

す

第
13

図
   

5
 〃

   
59

2 
 4

住
№

15
凹

石
（

1/
1）

2
凹

内
な

め
ら

か

第
13

図
   

6
 〃

   
63

3 
 5

住
№

16
石

摺
石

?
　

　（
1/

5）
1

1
1

A
面

巾
43

㎜
と

巾
広

い
〃

   
   

8
 〃

   
62

8 
 5

住
№

12
敲

石
　

　（
1/

3）
3

1
 ?
   

割
れ

口
の

角
と

陵
,平

坦
面

の
縁

近
く

〃
   

   
7

 〃
   

63
6 
 5

住
№

19

第
23

図
   

1
 〃

   
76

1 
 6

住
№

77
石

摺
石

8－
A

（
5/

6）
2

1
2

4
1

A
面

は
側

面
、

C
部

は
四

つ
の

角
に

あ
る

D
部

は
擦

痕
が

残
る

。
ア

バ
タ

状
の

凹
み

と
は

異
な

る
〃

   
   

2
 〃

   
74

0 
 6

住
№

58
石

摺
石

8－
A

　
　（

1/
1）

1
2

A
面

の
痕

跡
か

す
か

〃
   

   
4

 〃
   

72
4 
 6

住
№

42
凹

石
　

　（
1/

1）
2

第
21

図
  2

0
 〃

   
73

7 
 6

住
№

55
剥

片
打

痕
残

る
。

明
ら

か
に

剥
し

て
い

る
が

使
用

痕
な

し
第

23
図

   
7

 〃
   

69
4 
 6

住
№

17
第

21
図

  1
9

 〃
   

77
9 
 6

住
№

95
石

摺
石

1－
B

　
　（

1/
2）

2
2

1
1

C
部

平
坦

面
を

形
成

す
る

第
22

図
   

1
 〃

   
77

4 
 6

住
№

70
石

摺
石

?
　

　（
1/

4）
1

1
1

〃
   

   
2

 〃
   

76
9 
 6

住
№

85
〃

   
   

3
 〃

   
69

2 
 6

住
№

15
敲

石
　

　（
1/

3）
1

割
れ

口
の

縁
の

一
辺

が
平

坦
部

を
形

成
す

る
〃

   
   

6
 〃

   
67

9 
 6

住
№

   
2

石
摺

石
?

破
片

1
1

1

第
22

図
   

4
 〃

   
77

0 
 6

住
№

68
石

摺
石

1－
C

   
 （

2/
3）

2
1

2
B

面
は

不
明

瞭
、

A
面

が
ア

バ
タ

状
に

粗
れ

る
C

部
平

坦
面

を
な

す
〃

   
   

7
 〃

   
77

1 
 6

住
№

37
第

23
図

   
3

 〃
   

73
5 
 6

住
№

53
〃

   
   

5
 〃

   
74

1 
 6

住
№

59
石

摺
石

8－
B

　
　（

1/
1）

2
1

2
2

2
A

面
の

一
面

を
除

い
て

各
機

能
部

の
痕

跡
は

か
す

か
第

24
図

   
1

 〃
 1

09
1 
 6

住
№

砥
石

　
　（

1/
1）

砥
石

か
、

全
周

面
に

使
用

痕
が

残
る

〃
   

   
2

 〃
   

75
3 
 6

住
№

70
砥

石
砥

石
か

、
平

坦
面

と
側

面
の

二
面

が
よ

く
使

わ
れ

て
い

る

第
24

図
   

4
 〃

12
14

  8
住

№
13

石
摺

石
1－

A
　

　（
1/

2）
3

1
1

1
1－

A
類

　
　

C
部

は
平

坦
面

、
D

部
ア

バ
タ

状
〃

   
   

3
 〃

   
12

1 
 8

住
№

10
磨

石
　

　（
1/

2）
1

2
A

面
は

わ
ず

か
な

痕
跡

第
30

図
   

8
 〃

   
Ⅱ

48
43

  1
0住

石
摺

石
8－

C
　

　（
1/

3）
1

1
C

部
に

剥
離

痕
、

石
斧

状

第
56

図
   

1
 〃

   
Ⅱ

36
57

  1
1住

№
   

8　
　

石
摺

石
1－

A
　

　（
1/

2）
1

2
断

面
直

角
三

角
形

、
し

か
し

A
面

は
１

陵
、

E
部

は
両

側
に

顕
著

〃
   

   
4

 〃
   

Ⅱ
36

50
  1

1住
№

  １
敲

石
1

割
れ

口
の

縁
を

敲
打

し
て

い
る

か
〃

   
   

5
 〃

   
Ⅱ

36
60

  1
1住

№
11

敲
石

?
　

　（
1/

3）
〃

   
   

7
 〃

   
Ⅱ

36
53

  1
1住

№
   

4
石

摺
石

1－
C

　
　（

4/
5）

1
1

1
断

面
三

角
だ

が
平

面
は

お
む

す
び

形
を

な
す



― 186 ―

考　　　察
図

版
№

遺
物

番
号

　
細

分
類

形
態

残
存

比
石

材
A

面
数

E
部

B
面

C
部

D
部

備
　

　
　

　
考

第
53

図
   

1
 〃

   
Ⅱ

36
56

  1
1住

№
  ７

石
摺

石
1－

A
　

　（
2/

3）
2

2
2

E
部

が
顕

著
、

D
部

浅
い

ア
バ

タ
状

〃
   

   
 2

 〃
   

Ⅱ
36

64
  1

1住
№

14
凹

石
　

　（
1/

1）
1

使
用

痕
わ

ず
か

〃
   

   
 3

 〃
   

Ⅱ
36

55
  1

1住
№

   
6

石
摺

石
2－

C
　

　（
1/

1）
3

1
3

1
B

面
部

分
的

に
ツ

ル
ツ

ル
に

な
る

〃
   

   
 4

 〃
   

Ⅱ
38

28
  1

1住
北

凹
石

　
　（

1/
1）

2
浅

い
凹

み
〃

   
   

 6
 〃

   
Ⅱ

36
61

  1
1住

№
11

石
摺

石
1－

C
　

　（
1/

1）
1

1
全

体
に

丸
み

が
あ

る
第

53
図

   
7

 〃
   

Ⅱ
36

70
  1

1住
№

2－
5

石
摺

石
?

　
　

破
片

2
第

54
図

   
1

OD
W

Ⅱ
64

68
  1

1住
上

層
石

摺
石

8－
B

？
　

　（
1/

2）
1

腐
食

し
て

明
確

で
は

な
い

〃
   

   
 2

 〃
   

Ⅱ
67

09
  1

1住
中

層
凹

石
（

1/
1）

1
2

D
部

浅
い

ア
バ

タ
状

の
凹

み
〃

   
   

 3
 〃

   
Ⅱ

38
29

  1
1住

北
凹

石
（

1/
2）

2
浅

い
凹

み
〃

   
   

 4
 〃

   
Ⅱ

66
73

  1
1住

上
層

石
摺

石
8－

A
（

1/
2）

1
2

2
2

D
部

は
深

い
ロ

ー
ト

状
の

凹
み

と
、

ア
バ

タ
状

の
凹

み
C

部
平

坦
面

を
な

す
〃

   
   

 5
 〃

   
Ⅱ

72
19

  1
1住

道
下

石
摺

石
2－

B
（

1/
2）

1
新

し
い

キ
ズ

が
つ

い
て

不
明

瞭
〃

   
   

 6
 〃

   
Ⅱ

64
64

  1
1住

上
層

石
摺

石
3－

C
（

1/
2）

1
1

1
Ｄ

部
不

明
瞭

、
B

面
も

痕
跡

わ
ず

か
〃

   
   

 7
 〃

   
Ⅱ

36
65

  1
1住

№
2－

1
凹

石
（

1/
1）

1
第

57
図

   
1

 〃
   

Ⅱ
66

64
  1

1住
上

層
石

摺
石

1－
C

（
1/

1）
1

1
2

両
端

が
大

き
く

破
損

し
、

一
端

は
そ

の
後

も
敲

い
て

い
る

第
55

図
   

1
 〃

   
Ⅱ

69
61

  1
1住

中
層

石
摺

石
8－

A
（

1/
1）

2
1

A
面

か
す

か
、

Ｂ
面

擦
痕

が
残

る
〃

   
   

 2
 〃

   
Ⅱ

70
68

  1
1住

中
層

石
摺

石
?

　
　

破
片

1
1

1
石

斧
状

に
剥

離
が

残
る

。
８

類
Ｃ

の
可

能
性

あ
り

〃
   

   
 8

 〃
   

Ⅱ
30

64
  1

1住
石

摺
石

?
　

　
細

片
1

第
52

図
   

1
 〃

   
Ⅱ

30
66

  1
1住

石
摺

石
1－

A
（

1/
2）

1
B

面
、

C・
Ｄ

部
全

く
見

ら
れ

な
い

〃
   

   
 2

 〃
   

Ⅱ
30

70
  1

1住
石

摺
石

1－
B

（
1/

3）
2

1
腐

食
し

て
や

や
明

瞭
で

な
い

〃
   

   
 4

 〃
   

Ⅱ
38

30
  1

1住
石

摺
石

?
　

　
破

片
2

1
1

断
面

六
角

の
タ

イ
プ

か

〃
   

   
 3

 〃
   

Ⅱ
37

35
  1

1住
石

摺
石

1－
A

（
1/

2）
2

3
3

D
部

の
あ

と
に

B
面

を
形

成
し

て
い

る
面

が
一

面
あ

る
。

や
や

く
ぼ

む
よ

う
な

B
面

で
、

砥
石

か
も

し
れ

な
い

 。
A

面
は

巾
広

く
き

れ
い

、
D

部
は

ア
バ

タ
状

に
浅

い

〃
   

   
 5

 〃
   

Ⅱ
30

65
  1

1住
石

摺
石

2－
A

　
　（

2/
3）

2
1

折
損

後
も

A
面

使
用

〃
   

   
 6

 〃
   

Ⅱ
67

08
  1

1住
中

層
 

石
摺

石
1－

B
　

　（
2/

3）
2

1
1

D
部

浅
い

ア
バ

タ
状

〃
   

   
 7

 〃
   

Ⅱ
30

69
  1

1住
石

摺
石

?
　

　
破

片
2

先
端

の
平

坦
面

は
A

面
の

よ
う

で
あ

る
。

自
然

の
円

柱
状

で
は

な
く

A
面

の
集

成
の

結
果

か
。

矢
柄

研
磨

器
の

一
部

か
と

も
思

わ
れ

る
形

状
を

呈
す

第
55

図
   

7
 〃

   
Ⅱ

36
52

  1
1住

№
   

3
石

摺
石

6－
B

   
 （

3/
4）

1
1

1
C

部
若

干
、

E
部

剥
落

多
い

第
77

図
   

6
 〃

   
Ⅱ

38
57

  1
2住

№
11

石
摺

石
6－

B
　

　（
2/

3）
3

1
1

2
A

面
は

2面
の

磨
耗

が
わ

ず
か

、
C

部
も

か
す

か
な

痕
跡

〃
   

   
 8

 〃
   

Ⅱ
47

28
  1

2住
？

　
　

剥
片

使
用

痕
か

、
徴

細
な

剥
離

痕
が

２
ヶ

所
に

集
中

す
る

〃
   

   
 9

 〃
   

Ⅱ
38

95
  1

2住
上

層
石

摺
石

1－
C

（
1/

3）
2

1
1

C
部

に
剥

離
痕

残
す

第
80

図
   

1
 〃

   
Ⅱ

77
57

  1
2住

東
壁

際
石

摺
石

1－
C

　
　（

1/
6）

1
1

2
三

角
形

状
の

一
辺

を
A

面
に

使
う

典
型

的
な

例
Ｄ

部
は

ア
バ

タ
状

、
B

面
は

腐
食

し
て

は
っ

き
り

し
な

い

〃
   

   
 4

 〃
   

Ⅱ
77

85
  1

2住
北

サ
ブ

ト
レ

石
摺

石
1－

C
（

1/
2）

1
1

1
2

A
面

巾
38

㎜
、

２
面

が
併

列
す

る
〃

   
   

 2
 〃

   
Ⅱ

73
08

  1
2住

上
層

局
部

磨
製

石
斧

か
先

端
に

研
磨

痕
と

使
用

に
よ

る
。

剥
離

痕
が

残
る

〃
   

   
 3

 〃
   

Ⅱ
47

27
  1

2住
磨

石
　

　
細

片
2

擦
痕

が
観

察
で

き
る

〃
   

   
 5

 〃
   

Ⅱ
38

99
  1

2住
上

層
凹

石
（

1/
1）

1
2

2
Ｄ

部
は

ロ
ー

ト
状

に
き

れ
い

に
凹

む
、

C
部

に
剥

離
痕

が
残

る
〃

   
   

 8
 〃

   
Ⅱ

74
46

  1
2住

上
層

凹
石

　
　（

3/
4）

1
Ｄ

部
は

浅
い

、
C

部
に

よ
る

破
損

か
〃

   
   

 6
 〃

   
Ⅱ

71
15

  1
2住

敲
石

　
　

細
片

1
第

81
図

   
1

 〃
   

Ⅱ
74

47
  1

2住
上

層
石

摺
石

1－
C

　
　（

1/
4）

1
1

断
面

扁
平

な
三

角
形

を
呈

す
〃

   
   

 2
 〃

   
Ⅱ

73
05

  1
2住

下
層

磨
石

　
　（

1/
3）

1
1

〃
   

   
 3

 〃
   

Ⅱ
38

69
  1

2住
№

23
石

摺
石

2－
A

　
　（

5/
6）

2
1

B
面

に
擦

痕
を

残
す

か
〃

   
   

 7
 〃

   
Ⅱ

38
77

  1
2住

№
31

石
摺

石
?

　
　

破
片

1
第

79
図

   
1

 〃
   

Ⅱ
74

48
  1

2住
上

層
　

　
　

　
　

凹
石

　
　（

1/
3）

1
ア

バ
タ

状



― 187 ―

3 . 立野式押型文土器の石摺り石
図

版
№

遺
物

番
号

　
細

分
類

形
態

残
存

比
石

材
A

面
数

E
部

B
面

C
部

D
部

備
　

　
　

　
考

第
79

図
   

2
 〃

   
Ⅱ

38
58

  1
2住

№
12

?
〃

   
   

 3
 〃

   
Ⅱ

76
88

  1
2住

下
層

石
摺

石
?

　
　

細
片

1
1

細
片

、
巾

32
㎜

の
A

部
を

残
す

〃
   

   
 4

 〃
   

Ⅱ
77

86
  1

2住
№

包
含

層
石

摺
石

8－
B

（
1/

1）
2

3
2

2
1

扁
平

石
け

ん
形

の
長

辺
側

面
が

全
面

A
面

と
な

る
。

B
面

片
方

は
ツ

ル
ツ

ル
、

D
部

は
浅

い
、

C
部

は
明

確
で

は
な

い
が

、
大

き
な

剥
落

痕
を

残
す

〃
   

   
 5

OD
W

Ⅱ
74

50
  1

2住
上

層
石

摺
石

1－
B

　
　（

2/
3）

3
1

1
2

1
折

損
後

も
A

面
を

使
用

、
折

れ
た

縁
を

敲
打

し
て

い
る

〃
   

   
 6

 〃
   

Ⅱ
76

50
  1

2住
下

層
石

摺
石

2－
C

　
　（

2/
3）

2
2

1
3

A
面

巾
32

㎜
、

折
損

後
も

A
面

使
用

か
D

部
は

ア
バ

タ
状

に
B

面
全

体
に

広
が

る
〃

   
   

 7
 〃

   
Ⅱ

76
89

  1
2住

下
層

石
摺

石
1－

A
　

　（
1/

2）
2

1
2

D
部

は
か

す
か

な
痕

跡
、

典
型

的
な

断
面

三
角

〃
   

   
 8

 〃
   

Ⅱ
88

47
  1

2住
№

1
？

　
　

破
片

1
破

片
の

縁
に

使
用

痕
の

剥
離

が
残

る
第

78
図

   
1

 〃
   

Ⅱ
38

61
  1

2住
№

15
石

摺
石

1－
A

　
　（

1/
2）

2
1

1
1

C
部

は
平

坦
な

縁
の

周
辺

全
体

、
A

面
は

破
損

し
て

痕
跡

わ
ず

か
〃

   
   

 2
 〃

   
Ⅱ

40
03

  1
2住

上
層

石
摺

石
1－

A
　

　
破

片
2

1
2

1
〃

   
   

 4
 〃

   
Ⅱ

38
65

  1
2住

№
9

石
摺

石
?

　
　（

1/
2）

2
1

A
面

、
C

部
痕

跡
わ

ず
か

〃
   

   
 5

 〃
   

Ⅱ
38

70
  1

2住
№

24
石

摺
石

8－
B

　
　（

1/
3）

1
1

〃
   

   
 6

 〃
   

Ⅱ
38

50
  1

2住
№

4
凹

石
　

　（
1/

1）
2

浅
い

く
ぼ

み
〃

   
   

 7
 〃

   
Ⅱ

38
52

  1
2住

№
6

石
摺

石
8－

A
　

　（
1/

3）
2

2
2

A
・

B
面

と
も

よ
く

使
わ

れ
て

い
る

〃
   

   
 8
 

 〃
   

Ⅱ
38

66
  1

2住
№

20
石

摺
石

8－
B

　
　（

2/
3）

1
1

A
面

、
C

部
と

も
痕

跡
わ

ず
か

第
85

図
   

1
 〃

   
Ⅱ

78
07

  1
3住

上
層

石
摺

石
2－

B
　

　（
3/

4）
2

2
2

1
A

面
最

大
45

㎜
、

Ａ
・

Ｂ
面

と
も

使
用

が
著

し
い

〃
   

   
 2

 〃
   

Ⅱ
78

87
  1

3住
石

摺
石

4－
A

　
　

破
片

1

〃
   

   
 3

 〃
   

Ⅱ
78

88
  1

3住
   

磨
石

？
　

　
破

片

〃
   

   
 4

 〃
   

Ⅱ
78

12
  1

3住
上

層
   

磨
石

？
　

　
破

片

第
11

7図
   

3
 〃

   
Ⅱ

13
55

  2
7土

壙
№

2
凹

石
　

　（
1/

1）
2

６
ヶ

所
と

４
ヶ

所
の

凹
み

痕
が

あ
る

が
、

い
ず

れ
も

浅
い

。
１

ヵ
所

の
み

浅
い

ロ
ー

ト
状（

な
め

ら
か

）の
凹

み
〃

   
   

 2
 〃

   
Ⅱ

51
95

  3
8土

壙
№

1
敲

石
　

　
破

片
1

　
１

？
〃

   
   

 4
 〃

   
Ⅱ

52
07

  6
1土

壙
№

石
摺

石
　

　
破

片
1

2
折

損
縁

に
磨

痕
が

残
る

、
A

面
は

不
明

確
6

 〃
   

Ⅱ
79

65
 1
49

土
壙

№
1

凹
石

　
　（

1/
1）

2
Ｄ

部
は

深
い

凹
み

を
両

面
に

も
つ

第
13

4図
   

9
 〃

   
 8
10

0 
  4

号
№

2
石

摺
石

?
　

　
細

片
1

〃
  
  
 1
0

 〃
   

 3
10

2 
  4

号
№

4
石

摺
石

8－
A

　
　（

1/
3）

1
1

1
A

面
は

側
面

〃
  
  
 1
1

 〃
   

 3
11

4 
  5

号
№

2
石

摺
石

6－
Ｂ

　
　（

1/
2）

1
2

1
2

A
面

巾
広

に
な

る
ら

し
い

〃
  
  
 1
2

 〃
   

 3
11

2 
  5

号
東

部
砥

石
　

　
破

片
〃

  
  
 1
3

 〃
   

 3
15

4 
  8

号
№

1
凹

石
　

　（
1/

2）
1

摩
滅

し
て

不
明

瞭
〃

  
  
 1
4

 〃
   

 3
21

9 
 1
2号

№
2

磨
石

　
　（

1/
3）

腐
食

に
よ

る
摩

滅
か

は
っ

き
り

し
な

い
第

13
5図

   
1

 〃
   

 3
25

7 
 1
8号

№
2－

1
凹

石
　

　（
1/

3）
1

1
折

損
縁

に
敲

打
の

剥
離

痕
が

並
ぶ

、
D

部
か

す
か

〃
   

   
 2

 〃
   

 3
25

8 
 1
8号

№
1

?
〃

   
   

 3
 〃

   
 3
30

9 
 2
0号

№
1

砥
石

　
　

破
片

磨
耗

わ
ず

か
〃

   
   

 4
 〃

   
 3
33

1 
 2
3号

？
〃

   
   

 6
 〃

   
Ⅱ

50
08

  3
7号

？
〃

   
   

 7
 〃

   
Ⅱ

50
28

  4
0号

№
2－

1
凹

石
　

　（
1/

2）
2

Ｄ
部

は
浅

い
か

す
か

な
凹

み
を

残
す

第
13

6図
   

1
 〃

   
Ⅱ

50
59

  5
2号

№
2

凹
石

　
　（

2/
3）

2
Ｄ

部
は

浅
い

か
す

か
な

凹
み

を
残

す
〃

   
   

 3
 〃

   
Ⅱ

50
69

  5
5号

№
2

凹
石

　
　（

1/
1）

1
円

錐
状

の
き

れ
い

な
凹

み
〃

   
   

 4
 〃

   
Ⅱ

50
63

  5
5号

№
１

凹
石

　
　（

1/
1）

1
1

B
面

片
側

も
あ

る
ら

し
い

が
不

明
確



― 188 ―

考　　　察
図

版
№

遺
物

番
号

　
細

分
類

形
態

残
存

比
石

材
A

面
数

E
部

B
面

C
部

D
部

備
　

　
　

　
考

第
13

6図
   

6
 〃

   
Ⅱ

51
30

  6
6号

№
2

 ?
〃

   
   

 5
 〃

   
Ⅱ

50
70

  5
5号

№
3

凹
石

　
　（

1/
2）

1
1

Ｄ
部

の
凹

み
は

か
す

か
な

痕
跡

〃
   

   
 7

 〃
   

Ⅱ
51

20
  6

0号
№

3
石

摺
石

8－
A

　
　（

1/
1）

2
1

2
Ｄ

部
は

浅
い

広
い

凹
み

、
A

面
は

巾
狭

い
〃

   
   

 8
 〃

   
 3
34

9 
 2
7号

№
2 
   

   
 ?

第
14

5図
   

7
 〃

   
 1
66

5 
 B

a－
5付

近
の

礫
群

№
21

横
刃

縁
辺

が
摩

滅
す

る
が

は
っ

き
り

し
な

い
〃

   
   

 9
 〃

   
 1
92

3 
 B

c－
49

礫
群

№
96

　
石

摺
石

（
剥

片
）

1
第

14
7図

   
1

 〃
   

 1
86

2 
 B

c－
49

礫
群

№
37

　
？

〃
   

   
 2

 〃
   

 1
96

5 
 B

c－
49

礫
群

№
13

8
磨

石
（

剥
片

）
1

1
剥

片
の

縁
に

徴
細

な
剥

離
痕

が
残

る
〃

   
   

 4
O
D
W

19
32

  B
c－

49
礫

群
№

10
5

凹
石

1
 〃

   
 1
96

3 
 B

c－
49

礫
群

№
13

6
？

（
剥

片
）

　
 〃

   
 1
04

7 
 B

c－
49

礫
群

№
24

 ?
　

 〃
   

 1
88

6 
 B

c－
49

礫
群

№
53

 ?
第

14
8図

   
4

 〃
   

 1
93

0 
 B

c－
49

礫
群

№
10

3
敲

石
1

〃
   

   
 3
 

 〃
   

 1
84

6 
 B

c－
49

礫
群

№
21

磨
石

（
細

片
）

1

第
13

8図
   

1
 〃

   
 3
43

4 
 1

号
№

   
5　

 ?
〃

   
   

 2
 〃

   
 3
43

5 
 1

号
№

   
6

石
摺

石
?

　
　（

1/
2）

1
1

3
折

損
後

も
使

用
か

〃
   

   
 3

 〃
   

 3
44

2 
 1

号
№

13
石

摺
石

8－
B

　
　（

1/
2）

1
1

折
損

後
に

縁
を

使
用

、
剥

離
痕

が
残

る
〃

   
   

 4
 〃

   
 3
44

3 
 1

号
№

14
石

摺
石

?
　

　（
1/

3）
2

腐
食

は
な

は
だ

し
く

Ｂ
面

、
Ｃ

・
Ｄ

部
は

不
明

確

〃
   

   
 5

 〃
   

 3
44

4 
 1

号
№

15
磨

石
？

　
　（

2/
3）

1

第
13

9図
   

2
 〃

   
 3
43

7 
 1

号
 №

8
石

摺
石

4－
A

　
　（

1/
3）

1
〃

   
   

 4
 〃

   
Ⅱ

81
31

  2
号

№
3

石
摺

石
8－

A
　

　（
1/

3）
3

1
1

A
面

は
角

を
使

っ
た

珍
し

い
例

第
14

0図
   

2
 〃

   
Ⅱ

81
29

  2
号

№
1

石
摺

石
8－

C
　

　（
1/

5）
2

1
1

1
こ

こ
ま

で
細

長
い

例
は

あ
ま

り
な

い
磨

斧
状

の
素

材
の

２
側

面
を

使
う

〃
   

   
 3

 〃
   

Ⅱ
81

30
  2

号
№

2
石

摺
石

8－
A

　
　（

2/
3）

2
2

2
全

体
に

腐
食

し
て

不
明

確
〃

   
   

 4
 〃

   
Ⅱ

81
32

  2
号

№
？

〃
   

   
 5

 〃
   

Ⅱ
81

36
  2

号
№

石
摺

石
8－

B
　

　（
2/

3）
2

2
1

A
面

最
大

巾
39

.6
m
m
、

よ
く

使
わ

れ
て

い
る

石
捨

場
他

 〃
   

Ⅱ
60

94
  石

捨
石

摺
石

1－
A

　
　（

1/
1）

3
1

2
C

部
の

剥
離

痕
が

双
方

に
大

き
く

残
る

、
C

部
の

片
方

は
角

を
使

う
。

断
面

三
角

 〃
   

Ⅱ
61

36
  石

捨
   

   
石

摺
石

1－
A

（
2/

3）
3

2
C

部
の

片
方

は
割

れ
口

の
角

を
使

う
　

　
　

　
　

　
　

　
 〃

   
Ⅱ

60
14

  石
捨

石
摺

石
3－

A
（

1/
3）

3
A
3面

と
も

細
く

残
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 〃
   

Ⅱ
60

34
  石

捨
石

摺
石

1－
A

　
　（

1/
2）

3
1

1
Ｃ

部
は

角
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 〃

   
Ⅱ

60
25

  石
捨

石
摺

石
3－

A
　

　（
1/

1）
2

1
2

1
Ｄ

部
ア

バ
タ

状
、

一
面

に
２

ヵ
所

、
Ｃ

部
の

剥
離

痕
は

大
き

く
多

い
。 
 卵

形
 〃

   
Ⅱ

61
88

  石
捨

石
摺

石
3－

C
　

　（
1/

1）
2

2
C

部
の

片
方

は
角

、
A

面
は

細
い

面
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 〃

   
Ⅱ

60
06

  石
捨

石
摺

石
1－

A
　

　（
2/

3）
2

1
1

C
部

は
平

端
に

摩
滅

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 〃
   

Ⅱ
61

37
  石

捨
石

摺
石

2－
A

 　
（

2/
3）

2
1

1
2

Ｃ
部

の
片

方
は

相
当

強
い

打
撃

に
よ

り
大

き
く

破
損

、
破

損
後

も
使

用
　

 〃
   

Ⅱ
62

02
  石

捨
石

摺
石

2－
A

　
　（

1/
2）

2
2

1
Ｃ

部
は

き
れ

い
な

平
端

面
に

な
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 〃
   

Ⅱ
61

96
  石

捨
石

摺
石

1－
B

　
　（

1/
2）

2
1

1
Ｃ

部
は

わ
ず

か
な

痕
跡

、
折

損
後

に
縁

を
使

用
か

　
　

 〃
   

Ⅱ
60

47
  石

捨
石

摺
石

?
　

　（
1/

4）
2

1
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 〃
   

Ⅱ
60

72
  石

捨
石

摺
石

8－
A

　
　（

1/
5）

2
1

1
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 〃

   
Ⅱ

60
51

  石
捨

石
摺

石
6－

B
　

　（
1/

1）
1

1
3

Ｃ
部

の
片

方
は

平
坦

面
を

形
成

、
陵

線
上

の
尖

端
に

敲
打

痕
　

 〃
   

Ⅱ
60

31
  石

捨
石

摺
石

2－
C

　
　（

1/
1）

1
2

Ｃ
部

の
両

方
は

角
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　



― 189 ―

3 . 立野式押型文土器の石摺り石

図
版

№
遺

物
番

号
　

細
分

類
形

態
残

存
比

石
材

A
面

数
E

部
B

面
C

部
D

部
備

　
　

　
　

考
 〃

   
Ⅱ

60
19

  石
捨

石
摺

石
1－

A
　

　（
5/

6）
1

中
央

の
く

び
れ

は
ひ

も
か

け
用

か（
後

世
の

も
の

?）
 〃

   
Ⅱ

60
63

  石
捨

石
摺

石
1－

C
　

　（
3/

4）
1

1
2

Ｃ
部

は
角

を
使

用
、

片
方

は
破

損
部

の
A

面
角

　
　

　
　

 〃
   

Ⅱ
61

21
  石

捨
石

摺
石

1－
C

　
　（

5/
6）

1
1

1
2

Ｃ
部

は
破

損
部

の
縁

を
使

用
 〃

   
Ⅱ

61
40

  石
捨

石
摺

石
?

　
　（

1/
2）

1
1

Ｃ
部

は
破

損
部

の
縁

を
使

用
 〃

   
Ⅱ

60
56

  石
捨

石
摺

石
1－

C
　

　（
1/

4）
1

1
1

先
端

の
平

坦
面

縁
を

使
用

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 〃

   
Ⅱ

60
07

  石
捨

石
摺

石
1－

C
　

　（
1/

2）
1

1
2

Ｂ
面

は
か

す
か

な
痕

跡
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 〃
   

Ⅱ
60

97
  石

捨
石

摺
石

8－
A

　
　（

1/
2）

1
1

Ｄ
部

は
浅

い
が

範
囲

広
い

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 〃
   

Ⅱ
60

10
  石

捨
石

摺
石

8－
A

　
　（

1/
4）

1
2

Ａ
・

Ｂ
面

と
も

痕
跡

は
か

す
か

に
残

る
程

度
　

　
　

　
　

　
　

　
 〃

   
Ⅱ

61
97

  石
捨

石
摺

石
1－

C
　

　（
1/

3）
1

1
1

1
D

部
は

ア
バ

タ
状

、
C

部
は

平
坦

面
を

形
成

　
　

　
　

　
 〃

   
Ⅱ

61
45

  石
捨

石
摺

石
2－

C
　

　（
1/

2）
1

1
剥

落
不

明
な

部
分

が
多

い
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 〃
   

Ⅱ
60

41
  石

捨
石

摺
石

2－
C

　
　（

1/
3）

1
1

Ｃ
部

は
平

坦
面

を
形

成
OD

W
Ⅱ

61
14

  石
捨

石
摺

石
1－

C
　

　（
1/

2）
1

1
1

Ｃ
部

は
平

坦
面

を
形

成
 〃

   
Ⅱ

60
59

  石
捨

石
摺

石
2－

C
　

　（
1/

3）
1

Ｂ
面

、
C

部
腐

食
の

た
め

不
明

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

　

 〃
   

Ⅱ
61

23
  石

捨
石

摺
石

8－
C

　
　（

1/
2）

1
1

2
A

面
の

痕
跡

わ
ず

か
斧

状
の

素
材

の
側

面
を

使
う

Ｃ
部

の
片

方
は

折
損

部
縁

を
わ

ず
か

に
使

用
　

　
 〃

   
Ⅱ

61
93

  石
捨

石
摺

石
8－

A
?

　
　

1
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 〃
   

 6
01

6 
 石

捨
石

摺
石

8－
A

　
　（

1/
2）

1
　

？
2

Ｄ
部

の
凹

み
内

は
な

め
ら

か
、

B
面

不
明

確
　

　
 〃

   
 6
18

6 
 石

捨
　

　
石

摺
石

8－
A

　
　（

1/
1）

1
1

2
Ｄ

部
は

有
溝

砥
石

状
、

A
面

は
2面

か
、

C
部

が
不

明
瞭

　
 〃

   
 6
00

9 
 石

捨
　

石
摺

石
1－

C
　

　（
1/

3）
1

1
A

面
の

痕
跡

か
す

か
,破

損
不

明
 〃

   
 6
02

1 
 石

捨
   

石
摺

石
1－

C
　

　（
1/

3）
1

1
1

破
損

不
明

 〃
   

 6
04

3 
 石

捨
　

　
石

摺
石

8－
C

　
　（

3/
4）

   
  2

?
A

面
の

一
つ

は
不

明
確

、
類

似
品

は
２

号
石

列
12

ほ
か

　
　

斧
状

で
側

面
を

使
う

,破
損

不
明

 〃
   

 6
19

0 
 石

捨
　

石
摺

石
？

5?
　

　（
1/

1）
   

  4
?

断
面

四
角

の
石

け
ん

形
で

あ
る

が
、

腐
食

は
げ

し
く

不
明

確

 〃
   

 6
01

3 
 石

捨
　

　
石

摺
石

？
?

　
　（

1/
1）

  全
周

断
面

楕
円

の
扁

円
柱

状
、

ま
く

ら
形

で
両

端
は

平
坦

、
ベ

ン
ガ

ラ
痕

か
、　

朱
色

が
点

々
と

残
る

、
特

殊
な

も
の

か
 〃

   
 6
03

9 
 石

捨
凹

石
　

　（
1/

6）
1

1
A

面
の

痕
跡

は
わ

ず
か

、
Ｄ

部
は

浅
い

ロ
ー

ト
状

に
な

め
ら

か
 〃

   
 6
04

0 
 石

捨
凹

石
　

　（
1/

3）
2

Ｄ
部

は
浅

い
ロ

ー
ト

状
で

な
め

ら
か

　
　

 〃
   

 6
02

8 
 石

捨
凹

石
　

　（
1/

1）
1

2
Ｄ

部
は

浅
い

ロ
ー

ト
状

で
な

め
ら

か
　

　
　

 〃
   

 6
03

3 
 石

捨
凹

石
　

　（
1/

1）
2

片
方

は
ロ

ー
ト

状
、

一
方

は
ア

バ
タ

状
　

 〃
   

 6
16

4　
石

捨
凹

石
　

　（
1/

1）
2

丸
い

凹
み

、
腐

食
し

て
い

て
明

確
で

は
な

い
が

、
な

め
ら

か
で

は
な

い
よ

う
だ

 〃
   

 6
10

7　
石

捨
凹

石
　

　（
2/

3）
2

片
方

は
浅

い
か

す
か

な
痕

跡
、

多
孔

質
で

あ
る

た
め

明
瞭

で
は

な
い

、
扁

平
 〃

   
 6
00

5　
石

捨
凹

石
　

　（
3/

4）
1

深
い

凹
み

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 〃
   

 6
01

1　
石

捨
円

盤
状

石
器

　
　

　
　

　
？

円
盤

状
に

整
形

剥
離

を
加

え
て

い
る

、
一

部
打

痕
と

見
え

る
部

分
あ

り
 〃

   
 6
19

1　
石

捨
磨

石
　

　（
1/

2）
1

使
用

痕
跡

わ
ず

か
　

　
　

　
 〃

   
 6
10

1　
石

捨
敲

石
　

　（
1/

4）
縁

に
剥

離
痕

が
7
ヵ

所
以

上
残

る
　

 〃
   

Ⅱ
57

95
石

摺
石

2－
C

　
　（

1/
3）

1
1

 〃
   

 3
45

8　
カ

ク
ラ

ン
石

摺
石

2－
C

　
　（

2/
3）

1
1

C
部

か
す

か
に

平
坦

面
を

形
成

 〃
   

Ⅱ
81

16
　

Bb
－

42
石

摺
石

2－
B

　
　（

1/
2）

1
2

1
1

B
面

不
確

実
、

Ｃ
部

平
坦

 〃
   

 1
46

5 
 A

r－
11

石
摺

石
1－

B
　

　（
1/

1）
3

1
1

断
面

六
角

 〃
   

 3
46

3 
 A

x－
10

石
摺

石
8－

B
　

　（
2/

3）
1

2
1

1
Ｂ

面
わ

ず
か

？
　

Ｃ
部

わ
ず

か
 〃

   
 1
46

3 
 A

r－
11

石
摺

石
1－

C
　

　（
1/

3）
1

1
C

部
に

剥
離

痕
、

石
斧

状



― 190 ―

考　　　察

あ と が き

　今回の調査では、縄文時代早期前半期の良好な遺構が発見された。会田氏によると小田原遺跡は立野式期の

後半期に相当するという。

　縄文時代早期とは遠き昔のことで、自分とはあまり関わりのない時期と考え、何も勉強していなかった。そ

のため、調査段階からすべて手さぐり状態であった。このため、まとめではなかなか記述しづらいことについて、

あとがきなら許されると考え、若干気のついた点を述べたい。

　まず、石鏃であるが、樋沢遺跡（ 2000）でその変遷が述べられており、この変遷表で小田原遺跡出土の石鏃

の形式を比較すると、美女遺跡で出土している石鏃の形式とは若干異なっており、さらに、樋沢遺跡のそれと

も一致してこない様相が伺える。多くの類例にあたっての見解でないため確かではないが、立野式から、次形

式へと変遷していく移行期に存在していたということが石鏃の変遷からもいえる可能性があろう。

　遺構では、底部付近に被熱箇所を検出した土坑が注目される。この内Ｂ類については重複遺構に集石炉を伴

う例も存在していることから、この土坑で礫を熱して集石炉の土坑に入れている可能性も考えられはしないだ

ろうか。検出形状が不整形なのはやはり一過性の施設の可能性を示唆しているように感じる。

　また集石炉のうちＡ類は炉の可能性がある。しかし、煮炊きに利用した遺構ならば、土器片が出土すると思

われるが、今回の調査では遺物が出土しておらず、機能を明らかにする材料に乏しい。今後類例を調査し、検

討していかなければいけない課題である。

　その他の炉穴と呼ばれる遺構についても、壁面付近を中心に被熱箇所が検出された土坑があり、土坑中心部

に「 何か 」をおいて火を使用していた可能性が考えられよう。このような土坑が住居址の数にも増して出土し

ていることは、日常的に必要な施設として利用していたことを物語っているといえよう。

  この遺跡調査は辰野町にとって数多くの課題を提供してくれたと思う。これらの課題について今後さらに検

討を加え、少しでも歴史を明らかにしていかなければならない。

　今回の調査は、平成10年に突然町農政課から「 中山間総合整備事業 」と呼ばれる開発計画が教育委員会に持

ち込まれた事が契機であった。この時は、広大な開発面積をいかに調査日程に載せるかに躍起になって、つい「 遺

跡保護 」という立場を見失ってしまっていたような気がする。記録保存は決して万全な方策ではない。今回の

遺跡調査は、縄文時代早期に関して多くの資料を提示できたことは確かである。しかし、それと引き換えに遺

跡は消滅し、ここに分厚い発掘調査報告書が残っただけである。あの時もし思い切って事業を中止するように

働きかければ、上伊那郡でも有数の遺跡は保存できたかもしれない。緊急発掘でなければもっと有意義な情報

を引き出せたかも知れない。報告書の刊行を目前にしてついそんなことが頭をよぎった。（調査担当者の非力

さは棚にあげて・・・）

　幸いにも、当時長野県教育委員会文化財・生涯学習課に広瀬昭弘氏が指導主事として在籍されており、隣の

岡谷市には会田進氏がいらっしゃった。また、飯田市教育委員会の馬場保之氏にも有益な助言をいただいた。

この方々には調査段階から数々の有益なアドバイスをいただき、大変お世話になった。また、会田氏にはご多

忙な折にもかかわらず、原稿まで執筆していただいた。ここに、感謝の意を表すると共に、いただいた助言が

十分反映できなかったことをお詫びします。

　末筆にはなりましたが、暑いときも、寒いときも、現場の調査に従事し、落とし穴に頭から落ちんばかりの

勢いで発掘して頂いた作業員の皆さんに厚くお礼申し上げます。
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図　版　3

第 1 号住居址
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第 2 号住居址
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第 3 号住居址
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図　版　6

第 4 号住居址
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第 5 号住居址



図　版　8

第 6 号住居址 （ 1 ）
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第 6 号住居址 （ 2 ）
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第 7 号住居址
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第 8 号住居址



図　版　12

第 9 号住居址
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第 10 号住居址



図　版　14

第 11 号住居址
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第 12 号住居址
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第 13 号住居址
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図　版　17

土　　坑 （ 1 ） （1：1 土、2：2 土、3：3 土、4：4 土、5：5 土、6：6 土、7：7 土、8：8 土）
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土　　坑 （ 2 ） （1：9 土、2：10 土、3：11 土、4：12 土、5：13 土、6：15 土、7：17 土、8：18 土）
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土　　坑 （ 3 ） （1：14・22 土、2：16 土、3：19 土、4：20 土）

1 2

3 4



図　版　20
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土　　坑 （ 4 ） （1：21 土、2：23 土、3：24 土、4：25 土、5：26 土、6：27 土、7：29・30 土、8：31 土）



図　版　21

土　　坑 （ 5 ） （1：28 土、2：3 土、3：33 土）
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図　版　22
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土　　坑 （ 6 ） （1：36 土、2：37 土、3：38 土、4：39 土、5：40 土、6：41 土、7：42 土、8：43 土）
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土　　坑 （ 7 ） （1：44 土、2：46 土、3：47 土、4：48 土、5：49 土、6：50 土、7：51 土、8：52 土）
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土　　坑 （ 8 ） （1：53 土、2：54 土、3：55 土、4：56 土、5：57 土、6：58 土、7：59 土、8：60 土）



図　版　25

土　　坑 （ 9 ） （1：61 土、2：62 土、3：74 土、4：147 土）
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図　版　26

土　　坑 （10） （1：63 土、2：68 土、3：148 土、4：151 土、5：64・65・66・67 土）
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図　版　27
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土　　坑 （11） （1：69 土、2：70 土、3：71 土、4：72 土、5：73 土、6：75 土、7：76 土、8：77 土）



図　版　28

21

43

65

87

土　　坑 （12） （1：78 土、2：79・80 土、3：81 土、4：82 土、5：83 土、6：84 土、7：85 土、8：86 土）
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土　　坑 （13） （1：87 土、2：88 土、3：90 土、4：91 土、5：93 土、6：94 土、7：96 土、8：97・98 土）



図　版　30

土　　坑 （14） （1：92・146 土、2：99 土、3：100 土）
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図　版　31

土　　坑 （15） （1：102 ～ 107 土、2：108 土、3：101 土、4：109・140 土）
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図　版　32
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土　　坑 （16） （1：110 土、2：111 土、3：112 土、4：114 土、5：115 土、6：116 土、7：117 土、8：118 土）
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土　　坑 （17） （1：119 土、2：121 土、3：122 土、4：123 土、5：124 土、6：125 土、7：126 土、8：127・128 土）



図　版　34
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土　　坑 （18） （1：129 土、2：130 土、3：131 土、4：132 土、5：133 土、6：134 土、7：135 土、8：136・137 土）



図　版　35
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土坑・小堅穴　（1：138 土、2：139 土、3：141 土、4：143 土、5：144 土、6：149 土、7：153 土、8：小堅穴）
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集  石  炉 （ 3 ） （1：7 集、2：8 集、3：23 集、4：29 集）
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集  石  炉 （ 4 ） （1：11 集、2：12 集、3：30 集、4：33 集）
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集  石  炉 （ 5 ） （1：13 集、2：15 集、3：16 集、4：18 集）
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集  石  炉 （ 6 ） （1：19 集、2：20 集、3：34 集、4：36 集）
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集  石  炉 （ 7 ） （1：21 集、2：22 集、3：37 集、4：38 集）
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集  石  炉 （ 8 ） （1：24 集、2：25 集、3：39 集、4：28 集）
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集  石  炉 （ 9 ） （1：26 集、2：32 集、3：42 集、4：43 集）
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3

集  石  炉 （ 10 ） （1：31 集、2：35 集、3：41 集）
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集  石  炉 （ 11 ） （1：40 集、2：44 集、3：45 集、4：47 集）
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集  石  炉 （ 12 ） （1：46 集、2：49 集、3：51 集、4：52 集）
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集  石  炉 （ 13 ） （1：48 集、2：50 集、3：53 集、4：54 集、5：56 集、6：57 集）
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図　版　50

集  石  炉 （ 15 ） （1：62 集、2：63・64 集、3：65 集、4：66 集、5：67 集、6：68 集、7：69 集）
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図　版　51
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  溝 　　 址　（1：2 溝、2：3 溝、3：4 溝、4：1 溝）
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図　版　55

第 3 号住居址出土土器　（ 1 ）
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図　版　56

第 3 号住居址出土土器　（ 2 ）
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図　版　57

第 4 号住居址出土土器



図　版　58

第 6 号住居址出土土器　（ 1 ）
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第 6 号住居址出土土器　（ 2 ）
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図　版　60

第 6 号住居址出土土器　（ 3 ）
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図　版　61

第 6 号住居址出土土器　（ 4 ）
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第 8 号住居址出土土器

習慣



図　版　63

第10号住居址出土土器



図　版　64

第11号住居址出土土器　（ 1 ）



図　版　65

第11号住居址出土土器　（ 2 ）
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図　版　66

第11号住居址出土土器　（ 3 ）
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図　版　67

第11号住居址出土土器　（ 4 ）
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第11号住居址出土土器　（ 5 ）
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第11号住居址出土土器　（ 6 ）
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図　版　70

第11号住居址出土土器　（ 7 ）
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図　版　71

第11号住居址出土土器　（ 8 ）
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第11号住居址出土土器　（ 9 ）
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第11号住居址出土土器　（10）
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第11号住居址出土土器　（11）
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図　版　75

第11号住居址出土土器　（12）
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第11号住居址出土土器　（13）



図　版　77

第11号住居址出土土器　（14）
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第12号住居址出土土器　（ 1 ）
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第12号住居址出土土器　（ 2 ）
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第12号住居址出土土器　（ 3 ）
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第12号住居址出土土器　（ 4 ）



図　版　82

第12号住居址出土土器　（ 5 ）
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図　版　83

第12号住居址出土土器　（ 6 ）



図　版　84

第12号住居址出土土器　（ 7 ）
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図　版　85

第12号住居址出土土器　（ 8 ）
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図　版　86

第12号住居址出土土器　（ 9 ）
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図　版　87

第12号住居址出土土器　（ 10 ）



図　版　88

遺構外出土土器　（ 1 ）
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遺構外出土土器　（ 3 ）

遺構外出土土器　（ 2 ）
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遺構外出土土器　（ 5 ）

遺構外出土土器　（ 4 ）



図　版　91

小 型 石 器 　（ 2 ）　（ 11 住 ）

小 型 石 器 　（ 1 ）　（ 3 ～ 10 住 ）



図　版　92

小 型 石 器 　（ 4 ）　（ 12 住 ）

小 型 石 器 　（ 3 ）　（ 11 住 ）



図　版　93

礫 　 　 器 　（ 2 ）　（ 1 ～ 6：3 住、7・8：5 住、9：4 住、10・11：8 住 ）

礫 　 　 器 　（ 1 ）　（ 6 住 ）
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図　版　94

礫 　 　 器 　（ 4 ）　（ 11 住 ）

礫 　 　 器 　（ 3 ）　（ 11 住 ）



図　版　95

礫 　 　 器 　（ 6 ）　（ 12 住 ）

礫 　 　 器 　（ 5 ）　（ 12 住 ）



図　版　96

礫 　 　 器 　（ 8 ）　（ 石捨場、1～5：1－A、6・7：2－A、8・9：3－A）

礫 　 　 器 　（ 7 ）　（ 13 住 ）
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図　版　97

礫 　 　 器 　（ 10）　（ 石捨場、1～8：1－C、9～12：2－C ）

礫 　 　 器 　（ 9 ）　（ 石捨場、1～6：8－A、7：1－Ｂ、8：6－Ｂ、9・10：8－C ）
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図　版　98

礫 　 　 器 　（ 12 ）　（ 石捨場、凹石 ）

礫 　 　 器 　（ 11）　（ 石捨場、1・2：3－C、3～5：不明、6：磨石、7：円盤状石器、8：敲石 ）
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発行年月日 平成 16 年 2 月 27 日

所収遺跡名 所　在　地
コード

北　緯 東　経 調査期間 調査面積
市町村 遺跡番号

お だ わ ら

小田原遺跡

長野県上伊那郡辰野
町大字平出 3908 番地
外

20382 147   35°59′33″   138° 01′ 36″
20000515

～

20010509
8,500㎡

所 収 遺 跡 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物

小田原遺跡

集　落

狩猟場

縄文時代

平安時代

住居址　　　　　　　　　　　　10
集石炉　　　　　　　　　　　　75
石列　　　　　　　　　　　　 　4
土坑（落とし穴状土坑含） 　 153
溝址　　　　　　　　　 　　　4
住居址　　　　　　 　　　　  　 3
　　

縄文時代早期土器・石器
平安時代土師器・須恵器・灰釉陶器
平安時代銅製帯金具

特
記
事
項

　縄文時代早期前半（立野式）の集落が発見された。この集落には大・中・小型の規模の住居址
が出土し、特に大型住居址の第11・12号住居址は深さ約0.8ｍと遺存状況が良好で、多くの遺物が
出土したことにより、立野式の後半期の様相を明らかにする資料が提示できた。

また、集石炉では「石組炉」とも考えられる遺構をはじめ、角礫を土坑底部に敷きつめて作ら
れたものなど、早期の炉の形態を明らかにできる遺構も出土している。

土坑では、落とし穴状土坑をはじめ、土壙墓、焼土を伴ういわゆる「炉穴」の出土等様々なパ
ターンの遺構が発見された。
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付図4 第 1号礁群平面図



φ 

。

。 。、 、。
む

dJ 

匂zα 。
。 回てきる

。

。 Q 

οφ 句

Q 

も。 。。
も。。
。

電ヨ

。
Q 。。

へお。
D 

て沿

U 

ベ〉
の

ο 

。053
V

A

ω

¥
台

、。爪
y

b

m〆

。

。 A

00も。、 ov 

o 
acP 

Q 

て才 、Q
もら 。。

~ 、
。 。。マ。

q 。旬
h 。

Rに
ぞる 。

dク
ロ

く~~ 0 

ぞ')0 Id 

。〈ミ @
 

q
c
c
 

e
 

nv 

A
U

、'
l

。ι
 

@ 

守匂qq
〈ゐ 。b

。¥ p 

d 母、
ρ 

~ご
。

。

。
。

。

付図 5 第 2号磯群平面図

、

q 

Cる十
叶 Q3M

、
~ ~ 

Q 

。。

。

。

n
v
Q
 0

 

3rv 

θ
-
C
F
o
o
 

d

お

3

2

0

 

co ~ 

o __ ~ 

Q 

。

。の
M
V

。。。
。。ー

d 

れ
uw

h
w
o
v
o
Q
j
 

G

〈

O
K
U
ド
〈
〉

d
v
o
 

qω ο
郊
U

。d。d

h

v

C 。。

ても 災)
¢る

Q 

% 巴ごフ

。
d G 

、む
o 

ριF 

。。

b 

。
d 

。

。



C 

こヨ

じみ
を?

。υ

ら

勺

九九畠
匂ロσ

。
匂。。

G 

Q 

。
て2
マつ

Q 
Q 

~ 

k ()  "()。
巴cb 

R、。
e 

E ~tL::> 

。

。。む

@ 
も

。
Q 

.c 
む

φ 。G 。念
() 

、
e D 。4)GC

c!) 。 。
、C 

~ ~ 。
、

b 

ts ~~。

q 

e
 

《

v

o
 

hw 
。

命

cb，。。

& 

9 
も

国

。。。

。

8 

。
。

。
D 勺

nv 

A
V
 

G
 

。

。
。

Q> も

。

。。

。

旬。 9

rffJ 

ぞ/G

ぴ議-
(J-U/ 

.0 
も唱 。

u
o
o
 

e
 

C 
3 。。

b 

勺

Q 
~O 。

。。。
ーも。

Q 
C!J 。o~ !l 

σ 

。。
U 。。、らさむφ 

。。
。

ゐ

p 
o 

p 

5 
9 

む8 。。
ィ?
~ Q も

〈う

。
も

G 

f!)o 
。

Q 

~O" 

d. 

0
3
 。

。。

ぽ〉
~ 
d 
G 

ゐ

çJ~ 
0 

0 

@ 

合〉
ο 

。φεゅa 、低単DOA

g 議rb~:司令。巴
<41 Qh ~OD 

Cj Q込

。、。
。

a 

Q 

。

。
。

A
U
O
A
V
 

(D 

Q 

q 

~ 

8 

ro 

、

U 

o 

p 

む

》Q 

44 
も W

~ 

。

0 

5ラ

~O 

。
。
勺

Q 
勺

。
mn

む

660 

s 
c， ta 

。
。

.IJl・

く?φ

巴

。

@~ 

L込

。
勺db

P 
Q 

Q 

B 

。

。。 。。、
。O 

A 
~ 可

。
付図 6 第3号線群平面図



遺構平面図小田原遺跡 S=1:200 辰野町
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小田原遺跡全体調IJ量図付図 7



-66C 
S=l: 200 遺構平面図小田原遺跡辰野町
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